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      　プロローグ





　一学期最後の日。

　池いけ田だ十と勝かちは、丹たん下げまりもに些さ細さいな嘘うそをついた。



「ねえ、土曜とか日曜とか、昨日の月曜とかにキララと会ったりした？　電話したりとかした？」



　丹下まりもにそう訊きかれた池田十勝は、千歳ちとせキララと会ったり電話してない旨の返答をしたが……。

　それは嘘だった。

　池田十勝は月曜日に千歳キララに会っていたのだ。



    

  
    
      
第一話　北風と太陽的下校の回（夏休み二日前 月曜）



　夏を制する者は受験を制す。

　学生なら塾や学校で一度は目にしたり、耳にしたことのあるフレーズ。

　この受験生向けの金言の意味は、夏の間の怠ることのない勉強の重要性を説いている。受験のためには夏を無駄に過ごしてはいけないと。

　下校を心底愛するおれが、このフレーズをもじるとこうなる。



　帰りのＨＲを制する者は下校を制す。



　おれは帰りのＨＲ中の席上においては、

　担任教師の話にぼんやりと耳を傾けたりしねえ。

　窓の外の景色を眺めることで必要以上に目を休めたりしねえ。

　前方の席に座る可愛かわいい女の子の背中をアホウ面で眺めたりしねえ。

　帰りのＨＲに対するおれの心構えは、そんじょそこらの男子生徒のそれとは比較にならないのだ。

　すでにこの一学期に数多あまたの帰りのＨＲを経験したことによって、この時間の最も有効な使い方をおれは独自に編み出した。

　まず第一に。

　正面玄関で上履きから外靴へのスムーズな履き替えを可能にするため、上靴の靴くつ紐ひもを適度に緩ゆるめておくことが必ひつ須すだ。

「適度に」と、副詞を付けたのは他ほかでもない。

　適度な緩め具合こそが重要な事柄だという意味だ。

　以前のおれは飽くなき探求心から、どれだけ緩めるのがベストなのか見極める過程において、明らかに緩めすぎてしまうという失態を犯した。

　その結果。

　当然の理ことわりながら、校舎三階の教室から正面玄関までのダッシュ力の低下、さらには階段で緩めすぎた靴紐の先を踏んづけ、あわや転倒という由々しき事態を招いた。

　きつく縛ったときとほぼ遜そん色しよくのないダッシュ力を得られ、まるでスリッパのように容易に脱げる絶妙な緩め具合を模索するの日々の果てに……。

　今では、その理想の実現に成功した。

　だが、安あん堵どするにはまだ早い！

　帰りのＨＲ中にしなきゃいけない大事なことが、他ほかにも別にあるのだ。

　そいつは……。



　机と鞄かばん。その間の荷物の分配である。



　登山家は、小型の冷蔵庫みたいな大きなリュックを背負っているが、そのリュックの中に登山に不必要なものが入っていないのは言わずもがなである。

　不必要なものを携帯していないどころか、数々の登山に必要なツールは、嵩かさ張ばらず、軽量化がされている。

　長いときでは、下校に三時間強は費やすおれ。

　下校時に不必要なものを鞄に入れて下校するのは、実に耐え難がたい。

　だからこそ嵩張らず軽量化。

　それが大事だ。

　そして、おれは登山家ではなく、単なる下校家（自称である）だ。

　……下校家はつらい。

　予期できない宿題の提出。

　テスト前の自宅学習。

　そのため、教科書やノートの類を持って帰らなきゃいけない局面にたびたび見舞われる。

　なので。

　ノートは大学ノートじゃなく、ルーズリーフで済ませる。

　それなら、有事の際も、必要なページだけを持ち帰ることができる。

　だが、教科書はルーズリーフのようにページ単位で持ち帰ることができない。物理的には不可能ではないのだが、心情的に製本されているものを破くのは気が引ける。

　……しかしながら。

　気が引けるというものの、やむを得ないこともある。

　ページ数の特に多い現代国語の教科書に至っては、その重量ゆえ致し方なく、勝手におれのほうで上中下巻に分けた。

　教科書を忘れた他のクラスの友人に「現国の教科書貸して」と、頼まれたりしなければ特に支障はない。

　まさに上中下巻に分けて軽量化を成功させたのは、下校における俺おれ的革命であった。

　いかにして鞄の中身を軽くするか。

　おれは常つね日ひ頃ごろ、快適な下校を送るため、帰りのＨＲで決断を迫られている。

　鞄の軽量化に躍起になり過ぎちゃいけない。学業を疎おろそかかにはしないため、その日の自宅学習に欠かせない勉強道具の選択を、誤ることのないよう、入念に行う。

　それも、靴くつ紐ひもを緩ゆるめる作業同様で幾度となく日々繰り返すことによって、スムーズにこなせるようになった。

　というわけで。

　普段なら、机の中の教科書及びノート類のどれを持ち帰るかという選択を、ササッと決められるのだが。

　今日は実に頭が痛かった。

　それはなぜかというと……。

　明後日あさつてから夏休みだからだ！

　そのため、置きっぱにしてたものを学校から一学期に持って帰らなきゃいけない。

　もちろん持ち帰るのは明日でも可能だ。

　だが、明日は一学期最後の日。

　一学期最後の日を最高のコンディションで下校するためには、余分な荷物は今日のうちに持って帰ってしまいたい。

　苦しい決断だが、明日という日の下校のために、今日は荷物を持って帰ろう。

　おれは帰りのＨＲ前に、教室後方の個別の棚も整理した。



　……そこには、懐かしいものがあった。



　二ヶ月くらい前の五月のいつか。

　下校を毎日楽しむおれ達にも、野球部やサッカー部のようにユニフォームがあったらよくねえか？

　おれが、いつも下校してるメンバーにそう提案して、その日の帰り道に古着屋で買った野球の練習着上下セットの上のみ五百円、白無地の前開きのポリエステル１００％の半はん袖そでユニフォームだった。

　マジック等での字の書きやすさを求めた結果、メッシュではなくシャドーストライプ織りを選んだ。自慢の防汚クリーン加工だ。

　結局買ったのはおれだけだったが、そのユニフォームに、下校に対する思いを下校メンバーの女の子達にそれぞれ書いてもらった。もちろんおれも書いた。

　ユニフォームの背中を見ると、

　あの日のおれは、さすがにテンション高すぎたなー、と思う。

　なんせ背面には……。

　おれと千歳ちとせと丹たん下げとさきっぽが並んで映ってる写真（さきっぽがいつぞや、セルフタイマーで撮った）が、Ａ４サイズでプリントされてるのだ。

　ユニフォームを買った日に、帰り道のカメラ屋で写真のカラープリントを頼んだのだ。

　専用プレス機でしっかり熱処理された背面の写真プリント入りユニフォーム。

　今見ると、なんじゃこりゃな一品に仕上がってる。

　即日にでき上がるということで、次の日の昼休みに学校を抜け出して受け取りに行ったんだった。

　いやー、懐かしいぜ。

　おれは一学期の思い出を詰めたスクールボストン（下校時の気分を変えるため、最近はリュックとボストンを交互に使用してる）を机の上に置き、帰りのＨＲが終わるのを待った。



　帰りのＨＲ終了後。我がクラスを一番に出た。

　一番廊下側の席どころか、むしろやや窓側の席で、さらに教室前方と後方の出入り口の中間に位置するような、ポジショニングの非常によくない席にありながら、おれが一番に退室できるのは、教室後方の出入り口付近のクラスメートのおかげだった。

　その付近にいる女子生徒は、帰りのＨＲが終了すると気け怠だるげな声で「っていうか、今日どーするー？」と前方の友人に話しかけ、席をすぐ立たない。話しかけられた友人もまたしかり。

　そのため、おれはそのわずかな隙すきをダッシュする。

　ちなみに教室前方に向かってはダメだ。

　教壇から降りて、職員室に向かう担任教師とコースが被かぶるので避けるのが得策なんだ。



　正面玄関前ロビーに到着。

「……ん？」

　いきなり目に飛び込んできた「ん？」と呟つぶやきたくなる視覚情報。

　それは……。

　ロビーのベンチに腰掛け、スカートの裾すそを片手で器用に押さえながら、もう片方の手をスカートの中に入れている女子生徒がいた。

　男子達は、チラチラと盗み見て通り過ぎていく。

　パンツこそ見えないが、適度に肉付きのよい柔らかそうなふとももは、かなり上のほうまで覗のぞけてる。

　おれは不覚にもドギマギしながら、そのベンチに向かった。

　前まえ屈かがみ気味になってた女子高生は顔を上げた。おれの存在に気づいたようだ。

「あら十と勝かちちゃん。うぃーす」

「おう、スカートん中に手入れてなにやってんだよ」

　ランク王国の月間グラビアアイドルＤＶＤ売り上げＴＯＰ10の上位に食い込むグラドルみたいな可愛かわいい顔と、大きな胸。それと自分が世の男達から見たら、いかに魅力的に見えているかわかりきってるような、自信たっぷりの笑顔。

　おれの下校仲間で我が校唯一の放送部員の丹たん下げまりもだった。

「もー十と勝かちちゃんたら想像力無いの？　空に浮かぶ白い雲を見て、サグラダファミリアに見えたりするコトないの？」

「その雲完成度高っ。それ見てみたいな」

「ねえ想像してみてよ。女の子がスカートん中に手を入れてするコトなんて、アレじゃん」

「アレ？………………え、えっと、いや、そ、そ、それって」

「どもり過ぎ！　絶対変なコト妄想したでしょ」

　丹下は両手でスカートの裾すそを抑え、ふざけた調子で「キャー！」と叫ぶ。

「警察が来るような悲鳴を上げないでくれ。注目の的になっちまう」

　おれはロビーを通り過ぎていく生徒達に、「なんでもないから」って雰囲気を全力でアピールした。

　大半の生徒はおれと丹下の姿を確認して、緊急性を感じることなく去っていく。

　おれと丹下がいつも下校していることは、学校では有名な話だ。

「うちってさ。カワイイでしょ。多くの男子からしたら宝物のような存在なワケじゃん。うちの身体からだにナニかあったら、悲しむ人も多いみたいな」



    

  
    
      



    

  
    
      　眼前の丹たん下げがいきなりなにをのたまってるかと思ったが、どうやらスカートの中に手を入れてた理わ由けを話してくれるようだった。

　丹下の手には、小さなチューブが握られてる。

「日焼け止めクリームを塗るのは欠かせないでしょ。ムラがないように満遍なくね」

　なるほどね。

「丹下の、この世で最も一番恐ろしいものは紫外線だもんな」

「ぶー。それ二番だから。この世で一番に恐ろしいのは食後のお腹のビジュアルだから」

　丹下はブラウスの上から自分のくびれを愛でるように脇わき腹ばらを撫なでた。

「もー、なんで胃袋ってお腹にあるのかなー。胸にあればさ、満腹食べたら胸が大きくなるワケじゃん。それってよくない？　胃袋をお腹じゃなくて胸に移せる手術とかあったら流は行やりそうじゃない？」

「いやいやそれグロいよ。っていうか日焼け止めクリームってスカートん中まで塗らなくてもいいんじゃねえのか？」

「そんな油断ダメ。それにスカートの中は虫除け対策もしたの」

　よく見たら丹下の座るベンチの横には、ウエットティッシュのボックスのようなものがあった。虫除けティッシュとデカデカと書いてあるのが見てとれる。

「うちのふとももって虫も寄ってくるしさ、男の子も寄ってきちゃうから大変みたいな」

　頭が痛くなってきた。

　今日はツイてない。会ってすぐナルシストをこじらせたバージョンの丹下だ。

　絡みにくいぜ。

「おい丹下。おまえは最終的に女としてどこを目指してるんだよ」

　おれはナルシストの目指す先が気になった。

　狙ねらうは、アイドルか、それとも女優か。

「えー、どこを目指すとかわかんないし、とりあえず通過点は良妻賢母だけど」

「意外だな、立派でまともだ」

「あ、最終的な目指すとこわかった。稀き代だいの悪女かな」

「通過点から大きく逸それた！　良妻賢母になったあと、なにがあったんだよ」

　丹下は「ふんふーん」と鼻歌交じりで、ふとももの次は二の腕の日焼け対策と虫除け対策を始める。イッツマイペース。

　丹下は徐おもむろに鞄かばんを開ける。チラッと中が見えた。教科書やノートより雑誌のほうが多いようだ。

　丹下は一冊の雑誌を取り出した。

「ねえ、見てみて」

「お、なんだ」

「今日はここ行ってみたいかなーって思ってるの」

　丹たん下げが広げた雑誌のページには、夏期限定スイーツ特集と銘打たれていて……。

『メロンソーダのクリスタルしゅわしゅわパフェ』

　というのが、写真入りで紹介されていた。

「いいな。夏期限定って言葉が特にいいな。特別な感じがして」

　丹下はおれの反応に満足するように、「そうでしょ」と笑顔を見せる。

「うちらの行ったコトないお店だけど、前から気になってた店なんだよねー」

　よし、今日の下校のメインディッシュはパフェで決まりかな。

　……カシャカシャ。

　……カシャカシャカシャ。

「あ、この音。さきっぽが来た感じだね」

「足音じゃなくて、シャッター音で登場がわかるって、よく考えたらすげえよな」

　下校していく生徒達の波から、カメラを持った小さな女の子がひょこっと出てきた。

　成長期という言葉から見放されたような小柄な少女は、身長百四十三センチ。

　夏休み中のわんぱくな男子小学生然とした雰囲気で、その表情はいつも明るい。彼女と初対面の人なら「何かイイ事でもあったんですか？」と、おもわず訊たずねたくなるほどだ。

　自費出版で販売した写真集が話題になった女子高生カメラマンのさきっぽ。おれの下校仲間の一人だ。

「十と勝かちくんにたんまりだ！　うむにゅ」

　この「うむにゅ」っていう言葉の意味はよくわかんねえ。

　今のタイミングの使われ方だと「こんにちは」の代用に思えるが、さきっぽが下校の道すがら、犬のうんこを踏んづけたときも「うむにゅ！」と叫んでたし、梱こん包ぽう用のプチプチをプチプチしたときも「うむにゅー」と弛し緩かんした声を上げていた。

　すなわち。

　これらのことからわかったのは、うむにゅの意味なんて考えようとしないほうがいいってことだ。

　丹下なんて適当なやつだから、

「はいはーい。うむにゅうむにゅ」と、雑にうむにゅを乱用し、さきっぽへの挨拶を済ませている。

　おれも続けて「うむにゅ」と言ってみると、なぜだかほっぺたを膨らましたさきっぽに「十勝くん！」と強い声で呼ばれる。

「うむにゅの言い方がおざなりだっ。十勝くんは、ちゃんとうむにゅって気持ちになって、うむにゅって口に出してるかい？」

「え？　あ、す、すまん」

　さきっぽの隣で丹たん下げが「もー」と唇を尖とがらせる。

「十と勝かちちゃんたら、ホント適当なんだからー」

「おい丹下、お前も絶対適当に言ってただろ」

　丹下は素知らぬ顔でおれを無視して、リップクリームを塗り始める。

　さきっぽはしぶしぶといった様子で頷うなずいた。

「十勝くん、いいよ今回は許すよん。誰だれにだって魔が差すことってあるからさあ」

「ただ、うむにゅって言っただけなのに、万引き犯みたいな扱いなんだが」

「ってか、んなことよりさ、お二人ともあのこと知ってるかいっ？」

「んなこと!?　おれが不本意なことで責められた一連の流れが『んなこと』で片付けられた!!」

「チョット！　十勝ちゃんのツバ飛んできた！」

　丹下は自分の頬ほおにかかったおれの唾だ液えきを指で掬すくって、その指をおれの頬になすりつけてきた。気の強いレディだぜ。

「で、さきっぽ、あのことってなあに？」と丹下。

「実はね。あーしもついさっき知ったんだけど……」

　さきっぽは、途と轍てつもなく重要事項を語る直前といった感じの真剣な顔。

　おれと丹下の顔を交互に見る。

　これがテレビ番組だったら、絶対「ＣＭのあとに」って展開になってる間の取り方だ。



「……今日チキララが風邪で休んでるみたいなんすよ」



　えっ。

　大声を上げたり、声を失ったりするほどビックリするってほどじゃねえ。

　でも、それは考えたこともなかった。

　千歳ちとせの体調の心配というより、千歳がいないのにおれ達三人で下校ってできるの？

　そんな疑問がよぎる。当然、三人でも下校はできる。できるけど。

　丹下が「うっそ」と、驚きとがっかりを混ぜた声を出す。

「キララ休みなの？　そっか、うちらってみんなクラスがバラバラだから欠席とかわかってなかったよね」

　さきっぽは、デパートで母親の姿を見失った幼児みたいな不安な顔をする。

「チキララいないのは寂しいっす」

　おれ達、三人の間の空気が沈んだものになる。千歳がいないことからくる、落胆、寂せき寥りよう。

　いや、そんな負の感情に負けてはダメだ。

　これから下校をしようってときは、どんなにつらいことがあってもテンションを上げてかなきゃいけねえ。おれは強い想おもいをぶちまけた。

「二人とも俯うつむいてちゃダメだ！　前を見ろ！」

　丹たん下げとさきっぽは「えっ」って感じでおれを見る。丹下が小声で「全然俯いてなかったケド」と漏らしたが、おれは気にせず続けた。

「千歳ちとせはいねえけど、おれ達には今日の下校っていう避けられない現実がある。千歳の分まで下校を楽しまなくては、千歳に申し訳が立たねえよ」

「チョット、なんでキララがまるで死んじゃったみたいな言い方してんの」

　想像力が大事だ。

　千歳はいない。その事実は変えられない。

　でも、少しでも千歳の存在を感じて下校することは不可能なのか？

　ここにいない誰だれかのことをちゃんと思いやれない下校なんていらねえ。

　おれの隣では、丹下とさきっぽは今日の下校のプランを考えてる。丹下が行きたがっていたお店が紹介されてる雑誌を見て、「パフェいいっすねえ」と食いしん坊のさきっぽも乗り気だ。

　今日の下校も楽しくなりそうだ。

　でも、下校は楽しくなりそうなんだが、なにか引っ掛かる。

　ここにいない千歳のことが引っ掛かる。

　……そして。

　おれはあることを閃ひらめいた。

「今日の下校に千歳の意志も連れていくぞ」

　持っていたスクールボストンのチャックを開ける。

　おれは教室の棚から持ってきていたユニフォームを出した。

　取り出されたそれを見て、丹下の顔が歪ゆがんだ。

「……それって、うちらの黒歴史じゃん」

　さきっぽは懐かしむように、目を細めて「にゃはは」と笑った。

「あの日の下校はヘンテコだったねー。下校のユニフォームとかつくっちゃうんだもん」

「十と勝かちちゃん、そんなの出してどーすんの？」と丹下。

「千歳を連れていくと言っただろう。ここを見ろ！」

　おれは広げた半はん袖そでユニフォームの左の肩口を指し示した。



『Ｉ下校』



「これは千歳が、下校に対して綴つづってくれた熱きメッセージだ。千歳の想いを今日の下校に連れていける」

　さきっぽは「ぬふふっ」と不気味な笑い声を上げる。

「さきっぽ、なにがおかしいんだ？」

「だって、それ熱きメッセージじゃないんだもん」

「なんだと、この千歳ちとせの字が目に入らぬか！」

「水戸黄門風味で言ってもダメですよ。それって、どんな言葉をユニフォームに書いていいか悩んでたチキララに、こう書けばいいだろって十と勝かちくんがアドバイスしたんでしょ」

「さ、さきっぽ。なにを根拠にそんなこと言ってんだよ」

「へへーん。脇わきの部分に書かれたヤツを見てちょ」

　さきっぽが指差す箇か所しよを見ると、そこには……。



『↑十勝ちゃんがキララにむりやり書かせました』



　丹たん下げのメッセージであった。

「丹下、貴様チクリやがったな！」

「安い悪者のセリフを堂々と叫んだね、十勝ちゃん」

「っていうか、丹下の下校に対するメッセージこれだけじゃねえか」

　丹下は「だって、さー」と、駄々っ子のようにジタバタした。

「下校への想おもいを綴つづれとかゆわれたって困るし。うちはメッセージって苦手なの。さきっぽだって苦手でしょ？」

　丹下の問いかけにさきっぽも「フムフム」と頷うなずく。

　おれは「でもよー」と言い募る。

「さきっぽは写真家だから小粋なメッセージ書くの苦手なのは仕方ねえけど、丹下はそれぐらい頑張れよ。おれは下校家なのに熱いメッセージ書いたんだぜ」

　丹下がなにやら可哀かわい想そうなものを見る目をおれに向けてくる。

「下校家？　そのなんだかよくわかんない肩書きを、さきっぽの写真家って肩書きと同じ土俵で語ってて虚しくなんないの？」

「おい丹下、話を脱線させるな。おれは千歳の意志も一緒に下校させると言ってるんだ」

「ぜんぜん会話繋つながってるから。……ねえ十勝ちゃん、笑顔でユニフォームを羽織り始めちゃってるけど、まさかそれ着て帰るとかゆわないよね？」

「丹下すまねえ。こいつは一着しかねえから、ここはおれが代表して着させてもらう」

「えー！　絶対イヤ」

「次は丹下に着させてやるから」

「むしろ絶対着たくないし。ってゆーか、なんで自分の顔を見ながら下校しなきゃいけないのよ！」

　確かに、この半はん袖そでユニフォームの背面には、下校をいつも共にするおれ達四人の映った写真が高画素数でプリントされてる。

　おれは疑問を口にした。

「丹たん下げはナルシストなワケだから自分の顔見ながら帰るの平気だろ」

「ナニゆってんの。うちはそこらへんに掃いて捨てるほどいるナルシストと違うの」

「そこらへんにどんだけナルシストいる判定してんだよ」

「そんな誰だれもが振り返る格好した男となんて一緒に歩けないから」

「いや、厳密には振り返らないだろ。背面にプリントしてあるんだから。安心しろ、おれは後ろ歩きしねーぞ」

「もー、なんでカワイイうちがこんなのと一緒に帰らなきゃいけないの」

「なあ丹下。自分で自分のことをカワイイって言うのは一日一回までにしておいたほうがいいぞ。やっぱり鏡見るのとか好きで好きでしょうがないのか？」

「ナニ呆あきれた感じで質問してくれちゃってるのよ。アンタこそ、まず鏡を見なさい」

　丹下はスクールボストンから、手鏡ではなくＡ４サイズくらいの卓上鏡を出した。

　丹下はそれを胸の前に掲げて、おれに向ける。

　鏡に映るユニフォーム姿のおれ。

　……おお。

　思ったよりさらにいい感じに着こなしてるなー、おれ。

「似合うなー。鏡をもうちょっとだけ上げてくれ」

「正気!?　ネクタイＹシャツの上にユニフォーム着てるのよ。下は学生服のズボンだよ」

「いやー、んなこと言っても、ユニフォームはＹシャツの中に着るもんじゃねえだろ」

「上に着るものでもないから」

「それにしてもおれはいいこと書くなー」

　おれが右の二の腕の辺りに書いた自分のメッセージを指でなぞる。



『下校中　いつも一緒に　初体験』



　おれは誇らしげに二人の顔を見たが、丹下もさきっぽもちんぷんかんぷんな顔をした。

「なんだ反応薄いな。これはな俳句形式の標語メッセージになってるんだぞ」

　五・七・五のリズムで熱い想おもいを綴つづった。文字数の制限を設けないとユニフォーム中に書いてしまいそうになるからな。

「形式が意味不明なワケじゃないから」

「じゃあ、なにがわかんねえんだよ」

「内容よ。初体験ってどーゆうコト。なんか恥ずかしい感じするケド」

「おい丹たん下げ、やめてくれよ。初体験って言葉で卑ひ猥わいなコト浮かべちまうのは中二だぜ。中二の連中は大人おとなの階段の一段目で屯たむろしがちだから、色々敏感なんだよな」

「中二に対するその偏見どっからきたの？」

　丹下が眉まゆをひそめ、さきっぽの「ちょいちょい字余りしてるねー」ってダメ出しが聞こえた気がしたが、おれは気にしねえ。

「さあ、帰るぞ」

　おれは下駄箱に向かう。

　絶妙な緩ゆるめ具合の上履きをスリッパのように脱ぎ、外靴を取り出したところで背中から「わかったぁ！」と、さきっぽの叫び声。

　振り返ると、さきっぽがピンと指を立てて言った。

「今日は非常に残念ながらチキララがいないっす。だから、四人ではなく、三人だからこそできる下校をしなきゃいけないっす」

「三人でする下校ってナニ？」と、丹下の問いかけ。

「ぬっふっふ。それは、ずばり……」

　またさきっぽの溜ため。

　しかし、おれは三人だからこそできる下校というフレーズが気になって、外靴を宙で持ったまま固唾かたずを呑のんで待った。



「北風と太陽的下校だよぉ」



「えーっと、ナニから質問しよっかな」と丹下。

　さきっぽが「うむにゅ」と胸を張る。

「説明するよん。

　このゲームは北風と太陽の話と同じで、ある一人の上着を脱がせたほうが勝ち。

　でもお話と違うのは、脱がされる本人は自分の上着が狙ねらわれてるってことをすでに知っちゃってるの。

　えへへっ、三人だからこそできる学校帰りの遊びの定番といえば、これだよね」

　どうしてこの遊びが、三人でする下校の定番なのかわからなかったが、とびっきりの笑顔で説明してくれたさきっぽにそれは聞かない。うむにゅといい、さきっぽには謎なぞが多いのだ。

　遊び好きのさきっぽの提案に、なんでも負けず嫌いの丹下が「ねえ、それって」とさっそく食いついていた。

「ようは二人用のゲームだよね。上着を狙われる人には勝ちも負けもないみたいな」

「心配ご無用！　一人だけをゲームの除のけ者にはしないよー。その一人は上着を脱がされなかったら勝ちなんだよぉ」

「なるほどね。あ、だからその一人も自分の上着が狙ねらわれてるって事前に知ってるワケね」

「そういうことっす。それじゃあ、いっちょ上着を狙われる人を決めますか」

「ちょい待て、さきっぽ」

「ん？　なんだよ十と勝かちくん」

　七月の今は当然夏服になってるため、丹たん下げもさきっぽの上着はブラウスだけ。

　それを一枚脱いだら、その下は……。

　いや、キャミソールとか、タンクトップとか着てるもんなのか。

　その疑問をそのまま丹下にぶつけてみると。

「着てるワケないじゃん。今思いっきり夏だし。ブラウスの下に下着以外に何か着てるって割とダサイから」

「あーしは、単に暑いからそういうの着ないで直接ブラウス着るよん」

　ブラウスの下は下着だけのようだ。

　そうとわかれば、おれは当然の苦言を呈す。

「上着脱がされる役が、丹下かさきっぽだとまずいだろ」

　丹下が「あーホントだ、マズい感じ」と漏らした。

「うち、シャツの下は紫外線対策してないんだよね」

「まずい理由そこじゃないよね!?」

「わかってるよ。うちはスタイルにもモチ自信あるけど。さすがに帰り道で露出魔する気ないから。ってゆーか、うちは上着を脱がせたい人、決まってるけどね」

　じー。丹下の強い視線がぶつけられる。

「なんだその熱視線。丹下はおれの裸体に興味あんのか？」

「キモいコトゆわないでよ。うちの狙いはそれよ」

　近づいてきた丹下が、ユニフォームの裾すそを掴つかむ。

「こんなもんさっさと脱がせてあげる。ねえ、さきっぽ。脱がせるのは十勝ちゃんの上着でいいでしょ」

「うん、そだねー。なんか女の子の上着を脱がそうと必死になってる十勝くんは、絵的にアウトな感じがするから、そーしよ」

　ということで。

　千歳ちとせキララ不在の本日の下校。

　北風と太陽的下校が始まった。



　正面玄関を抜けると、熱い空気の塊にぶつかる。

　殺人的な陽ひ射ざし。肌をしこたま灼やく夏の下校だ。

　素晴らしき快晴。一番暑いピークの時間は過ぎた午後三時半といえどもでたらめに暑い。道行く人の表情は、ちょびっとだけ曇り気味。遠くの積乱雲だけがのんびりくつろいでる。

　Ｙシャツの上に、生地が薄いとはいえユニフォームを一枚羽織る。当然暑い。だがおれは下校時にやると決めたことはやる男だ。千歳ちとせの意志を今日は着たまま帰る。

　下校していく生徒達が、背中に写真プリント入りのユニフォームを着ているおれを見てヒソヒソと話しているのを感じながら、校門を出る。

　すると。

　すでに、北風と太陽的下校は始まっていることを実感した。さきっぽがどこに忍ばせていたのか、たっぷり膨らんだ水風船を近距離から投とう擲てきしてきたのだ。

　おれはそれを寸前で躱かわして、叫んだ。

「あぶねえ！」

「くっそー、おしいぜぃ。上着ビショビショにできたら、十と勝かちくんも脱ぐはずなのに」

「全部ビショビショになっちまう！　さきっぽは勝負が終わったあとのおれの状態は考慮なしか」

　飼い主の胸に飛び込んでくる犬のように、さきっぽがスタタタッとおれに向かって駆けてくる。

　さきっぽはおれの背中に回って、ユニフォームの襟えり首くびを引っ張ってきた。

「それっ！」

「それじゃねえよ！　脱がせ方強引か！」

　おれは、しがみついてくるさきっぽを振り払った。

「……むむむ。十勝くんすごい腕力だぁ。十勝くんって中学んときなにかスポーツやってた？」

「おれの腕力のルーツどっから探そうとしてんだよ。体格差だよ」

「くっそー。力にものを言わせる男なんて最低だよぉ」

「ひとつ忘れてもらいたくないんだが、先に力にものを言わせて上着を剥はごうとしたのは、さきっぽだかんな」

　おれのユニフォームを脱がせる新たな策を、さきっぽは俯うつむいて考え始めた様子。

　すぐにその顔がパッと上げられる。

　左右の手を交互に波のように揺らしながら、繰り返し左右に振る。

　なんかのダンス？と、思った矢先。

　さきっぽが歌い出す。

「やきゅう～するなら～こういう具合にしやしゃんせ～」

　校門出てすぐの通学路上で野や球きゆう拳けん。

　アホだ。

　だが、さきっぽの目は真剣そのもの。

「アウト！　セーフ！　よよいのよい！」

　よよいのよいじゃねえよ、と言う間もなく。

　さきっぽのペースに巻き込まれた。

　別に野や球きゆう拳けんなんてしたこともないけど、勢いに押されてジャンケンしてしまっていた。

　パー（おれ）。グー（さきっぽ）。

　……。

　さきっぽが急に怯おびえたように小刻みに震ふるえだした。

　つらい現実に直面した少女のように、さきっぽの声はか細くなった。

「あ、あーし。……下校の路上で、ふ、服、脱がなきゃいけないの？」

「自分が負けるって可能性は考えなかったのかよ！　脱がなくていいから……っておい、なに靴下脱いでるんだ」

「へへーん、十と勝かちくん。さあ、野球拳二回戦いくよ」

「サラッと脱げるものがあって安心してるところ忠告するが、次もさきっぽが負けるとやべえぞ」

　それでも、「やきゅうぅ～」と歌い出すさきっぽに、おれの後ろから丹たん下げの「さきっぽ！」って声が飛んできた。

「帰り道で野球拳なんてしちゃダメよ！」

「おおっ。校舎出てから存在感皆無だった丹下が、いきなりまともなこと言ったな」

　丹下にまで言われては、さきっぽも分が悪い。「別の作戦を考えるよぉ」と野球拳を諦あきらめた。靴下を無言ではき始める。

「丹下ナイス」

「十勝ちゃん、まるでうちと一緒に下校してる人みたいに気安く話しかけてこないでよ」

「ん？　すまん。ちゃんと意味わかんなかった。なんだって？」

　おれの後方、微妙に距離を置いて丹下は歩いてくる。

「今、自分がどんだけ目立ってるかわかってる？」

「いやいや写真入りだけどよ、遠目にはこういうデザインの上着だと思うって」

「もーヤダ。さきっぽはなんで平気なのよ？」

　丹下の質問に、さきっぽはニコニコ答える。

「あの写真は、あーしが撮ったヤツだからね。自分の作品には自信があるっすよ」

　丹下はさきっぽの同意が得られず、がっくしと肩を落とした。

「十勝ちゃんに近づいて、さっさと上着を脱がせたいけど。近づいたら、知りあいだと思われちゃう」

　独り言を呟つぶやく丹たん下げ。

　第三者から見られたとき、ぎり無関係な人を装える距離で丹下はついてくる。

　丹下の独り言が、ボソボソと聞こえてくる。

「周りに人の往来があるここらへんじゃ無理。ふふふっ、人ひと気けがなくなったら、目にもの見せてあげられる」

「おい丹下。独り言の内容が微妙に怖こえーよ」

　丹下はキッとした目でおれを睨にらむ。負けず嫌いの勝負師の目だった。

「夜道に気をつけてね」

「お前はどこの負け犬の遠とお吠ぼえだよ。つーか、夜までこのゲームはしないだろ」

　校門出てからまだ五分ちょい。

　今日は体力消費がハイペース気味だ。

　ヘンテコなゲームをしてるせいだけじゃなく、理由は単純に暑さだろう。

　さすが、夏の下校だぜ。

　早くもじんわり背中に汗をかいている。

　丹下は雑誌を取り出し、おれに見せてくる。

『メロンソーダのクリスタルしゅわしゅわパフェ』のページだ。

「十と勝かちちゃん、どう？　上着脱ぎたくなったでしょ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「パフェの写真を見たら、上着を脱いじまう暗示にはかかってねえぞ」

「違うから。十と勝かちちゃんって想像力を失ったの？　右脳に深刻な問題抱えてるの？」

「なんで今日のおれは、想像性の乏しさをちょいちょい指摘されてんだ？」

「冷たくて、甘いものなんて最高でしょ。で、そんな上着着てちゃ恥ずかしくて、お店に入れないでしょ。さ、十勝ちゃん、やるコトはわかるでしょ」

「コンビニに行くか。おれはガリガリ君が食いてえな」

「もう、なんでコンビニなのよ」

「丹たん下げすまねえけど、おれは店内に入らないから、買ってきてくれ」

「十勝ちゃん最悪」



　このあと。

　丹下の行きたがっていたパフェのお店に行くのをやめ、コンビニに寄ることになった。

　パフェを食べられなかったことでご機嫌斜めの丹下が、コンビニで買ったパフェで、わざとおれのユニフォームにつけようとしたが、おれはそれを回避した。

　ユニフォームを汚して脱がそうとする丹下に負けないくらい、さきっぽもタチが悪かった。

　さきっぽは「あーしの奢おごりだよん」と、うもすもなくおでんを奢ってくれた。

　夏の照りつける陽ひ射ざしの下で食べるおでん。

　下校中に人から貰もらった食べ物を残すのは流儀に反する。熱あつ々あつの大根とちくわをパクつきながら、丹下の幸福そうな顔を見た。

「アハッ。コンビニのパフェも結構イケるじゃん」

　丹下の持つコンビニの袋に、他ほかにも甘いものの存在を発見した。

「おい丹下。シュークリームも買ったのか？」

「うん。だってデザートが必要でしょ」

「パフェもデザートじゃねえのか？」

「ナニゆってるの？　これはメインだから」

　いやいや、メインディッシュとデザートの境界わかんねえし。

　丹下が甘くて冷たいものを食べる横で、おれは熱々で辛からいおでん（さきっぽがからしを全部入れた状態で渡してきた）を完食した。体温が二度は上昇した気がするぜ。

　ダラダラと額から汗を流すおれを見て、さきっぽは悪わる巧だくみする小学生の顔で言う。

「十勝くんどうだい、涼しくなりたいだろ。脱ぎ脱ぎしようぜぃ」

「おでんぐらいで、おれは根を上げねえぜ」

「うむにゅ。ねえ、たんまり。どっかに鍋なべ焼やきうどんテイクアウトできる店ないかなー」

「斬ざん新しんか！　その飲食店迷走し過ぎだろ」

　……こうして。

　なにがなんでもユニフォームを脱がないおれと、脱がせることに必死な丹たん下げとさきっぽとの下校は続く。

　なんでだろう。このゲーム、いまいち盛り上がりに欠ける。だが、それは無理もねえ。

　おれは攻めに転じることができず、ひたすら上着を守る役だし。

　男が服を脱がされないように、必死になる話で、盛り上がるやつはいねえだろ。



　公園に着いたのは、コンビニを出て二十分が過ぎた頃ころだった。

　丹下が一いつ旦たん休憩したいと提案したのだ。

　なんでも、日焼け止めクリームをもう一度塗りたいらしい。

　紫外線対策のため、こまめに塗ることが大事なようだ。

　住宅街の中のこの公園は結構広くて、遊具も充実している。春先に二、三度立ち寄ったことがある場所だった。

『噴水公園』

　その名前に恥じないように、公園の中央には立派な噴水があった。

　春に来たときには噴水は稼働していなかったが、夏の真まっ直ただ中なかは噴水が最も重宝される時期だった。

　校舎の三階に届きそうな高さまで噴水が打ち上げられてる。

　水しぶきが、風に乗って、熱を持つむきだしの肌に当たる。とても心地よかった。

　さきっぽはカメラを構えて、噴水の周りで遊ぶ子供達を撮り始めた。夏の一枚だ。

「えへへーん」

　いい写真が撮れたんだろう。

　さきっぽの表情は、噴水で遊ぶ子供達より無邪気な笑顔だ。

「どんな写真が撮れたんだ？」

　遊び好きでもさきっぽはやっぱりカメラマンで、いい被写体を見つけたらそっちに意識がいくし、おれはさきっぽが撮ったばかりの一枚をさっそく見せてもらうのに喜んでいた。

　そんな中。

　一人だけ、北風と太陽的下校という遊びにあくまで真剣なやつがいた。

　勝負事は絶対負けたくないと考える丹下だ。

「十と勝かちちゃん！」

　呼ばれて振り向くと、五メートルは離れたところに仁王立ちの丹下がいた。

「お、おい、なんのマネだ」

　丹下は、一リットルぐらいの水が入っていそうなタンク付きの水鉄砲を持っていた。どっから調達したよ。

「降参して。ユニフォームを脱いで。そしたらビショビショにするのは勘弁してあげる」

「その水鉄砲はどうしたんだよ」

「遊んでる少年に借りたのよ。あめ玉一個払ってね」

　なんてやつだ。

　わざわざ子供から水鉄砲まで借りるとは。

　こうまでして勝ちたいのか。

　北風と太陽的下校の勝敗が決まってしまうかもしれないのにさきっぽは「セミの声がするぜ」と、公園のちょっとした雑ぞう木き林ばやしに突撃して行った。自由な子だ。

「感謝してよね。不意打ちでびしょ濡ぬれにするコトもできたのに、しないであげたんだから」

　妙に緊張感のある時間。

　おれもなんか意地になってしまった。

　簡単に負けたくない。

　おれは悪あがきをしないよりはしておくタイプだ。

「なあ丹たん下げ。おれと向かいあってていいのかよ。周りの人にこんなユニフォームを着てる人と知りあいだと思われるぜ」

　丹下は構えた手をそのままに、顔だけで周囲を見た。

　表情には余裕のある笑みを浮かべてる。

「ここにはお子ちゃましかいないわ。低学年の小学生になら、例え整形してるって思われても、うちは平気よ」

「小学生からの評価も気にしろよ」

　くそっ。いよいよ、まずいな。

　……。うーん、策は浮かばねえ。

「十と勝かちちゃん。悪いけど、あんまりじらされるのは好きじゃない」

　もう、観念するしかねえかな。

　諦あきらめかけたそのとき。

　おれは丹下の後方を見て「あれ？」と思った。

　丹下の後ろ。二十メートルぐらい離れたところ。

　公園中心部の噴水の周りのなんてことない石畳の地面から、背の高さぐらいまで、なにやら霧状の水が噴き上がっているのだ。

　そのことに丹下は気づいてねえ。

　おれは自分の足元を見た。

　よく見ると、石畳の表面に小さな穴がいくつもあった。

　なるほど。これはノズルか。

　こっから霧状の小規模な噴水が出るんだな。

　丹たん下げの足元を見ると、さすがにノズルの有無は確認できなかったが、こちらと同じ石畳だと確認できた。

　ってことは、ノズルがあると考えるほうが自然。

「十と勝かちちゃん、言い残す言葉はある？」

　丹下が殺し屋みたいなことを言ってる。

　丹下の二十メートル後方の噴水が止んだ。

　……そして。

　次は丹下の十メートル後方辺り。

　そこで、腰の高さくらいに一筋の水が上方へ噴出している。それは地面から普通の水鉄砲を発射しているくらいの水量だ。

　その状態が五秒も続くと、次の瞬間。

　噴出を続けていた一筋の水の周り半径一メートルくらいの範囲で、水道管が破裂したんじゃないかって勢いで水が噴き上げられる。背の高さを少し越えるくらいの水はすぐさま霧状へと変わり、ひとときの涼しさを与えてくれる。

「なあ丹下。おれは自分が濡ぬれなければそれでいいんだ。なるべくなら丹下をびしょ濡れにはしたくない」

「キャハ、うちがびしょ濡れ？　ナニそれ、十勝ちゃんの願望？　妄想？」

「そういうんじゃねえよ。未来予想だ」

　丹下の後方で無音の霧の水柱ができあがってる。そのことに丹下は、まだ気づかねえ。

「フン、悪あがきは醜いわよ。愚かな弱者め、うちの前にひれ伏しなさい」

「いきなりＳっ気が目覚めてるところ悪いんだが、この勝負から降りてくれないか？　そしたらいいことを教えてやるぜ」

「アハッ、十勝ちゃんたらだいぶ暑さに頭がやられてるみたいね。頭を冷やしてあげる」

　丹下の十メートル後方の噴水が止んだ。

　……そして。

　丹下のすぐ後ろ。ほんの一メートルもないところ。

　石畳の地面から腰の高さまで一筋の水が噴き上がっていた。

　巻き添えは食いたくねえ。おれはあとずさる。

「動いちゃダメ！」

「丹下こそ頭を冷やしてくれ」

　音もなく丹下の後ろから殺し屋が近づいていた。

「ナニワケわかんないコトゆってんの？」

　丹下がそう言った直後。

「えっ」

　すぐ後ろの一筋の水の存在に、丹たん下げがやっと気づいた。

　だが、時既に遅し。

　シャアアアアアアアー。

　爆発したように噴き上がった水が丹下の身体からだを全すべて包んだ。

「きゃあああああ――――」

　丹下の悲鳴も水の中に包まれ。

　……。丹下は水柱から逃げ出した。

　もろに水を浴びた時間はほんの三秒もなかったと思うが、丹下は見事にビショビショになった。噴水の威力は予想以上だったな。

「丹下、大丈夫かよ。……あ、いや、お、その」

　おれが急にどもり始めちゃったのは、無理もねえ。

　丹下のブラウスがずぶ濡ぬれになっていて……。

　ようは、その。

　透けまくってるのだ。

　学校指定のブラウスの生地の薄さよ。

　ぴったりと肌にくっつき、丹下の健康的な肌の色がもろにわかる。

　そして。



　えっと、あれは、薄い黄色というのか。



　ブラジャーが見える。よく見えちまってる。

「うわっ、ありえない。顔濡れちゃったし、十と勝かちちゃん、タオルかティッシュある？」

　顔だけじゃなくて全部濡れてるから！

　自分の上半身がスケスケになってることなど全く気づかず、丹下がおれのそばに歩いてくる。

　スケスケが、もはや眼前！

　目の前一メートルの距離では、ブラジャーの刺し繍しゆうまで確認できた。小さなリボンが四つついてる。

　おれの露骨過ぎる胸への視線に、丹下は「？」を表情に浮かべ、顎あごを引いた。

　……。

　丹下が自分の衣服の状態を視認している。

　丹下の驚いた顔が上げられ、口が開かれる。その動作がスローモーションで見えた。

「きゃあああああ―――!!」

　公園に響く丹たん下げの悲鳴、本日二発目。

「と、と、十と勝かちちゃん！」

「お、おう、なんだ！」

　余裕のないおれ達。

　丹下は両手でお腹を抑える。

「見ないで！　さっきパフェとかシュークリームを食べたばっかだから、お腹ヤバイし」

「いやいや胸隠せよ。ブラジャーまる見えだぞ」

　下着の胸よりお腹を隠したくなる。その心理は全くわかんねえ。

「十勝ちゃん。今すぐ網膜剥はく離りになって！」

「深刻な眼病!?　おれが視力を失うことを望むな！」

　おれは、丹下に背中を向けた。

　丹下の悲鳴は大きかったが、この公園には小学生低学年ばかりがワラワラいて、おにごっこや水鉄砲遊びに夢中なので、特におれ達を注目してるやつはいなかった。

　上半身スケスケの女子高生がいても、まるで目立ってない。

　でも、公園のど真ん中で丹下にこんな恥ずかしい格好をさせたまんまにはできねえ。

　丹下は羽織るものなんて当然持っちゃいない。

「なあ丹下」

　おれは気がついたら……。

　ユニフォームのボタンに手をかけていた。

「ちょっと待ってろ。今脱ぐから、これ着ろよ」

「十勝ちゃん」

　丹下の弱々しい声を背中で聞いた。

　公園中心部の噴水を天体のように周回する地面の噴水は、もう視界の先に行っちまってる。

「十勝ちゃん。そんな、着れないよ」

　おれは背を向けたまま言う。

「遠慮なんかすんなよ」

「遠慮なんかしてないよ。だってさ、十勝ちゃんがそれ脱いでくれたらうちの勝ちなワケじゃん」

「お、そっか。勝負が決まっちまうとこだったのか。……ん？　なら、どうして？」

　負けず嫌いの丹下が、みすみす勝てるチャンスを逃す意味がわからねえ。

「どうしてって。勝利を棒に振ったって、そんなの恥ずかしくて着れないから！」

　たまらず振り返った。

　丹下は、批判するような目でおれを見ている。

　お腹を押さえたままだから、ブラは見えたまま。透けて見える胸の谷間。おれは熱中症になったみたいにクラクラしてきた。

　丹たん下げはおれを指さした。

「ど、どうせならそっち貸してよ」

　丹下が言ってる「そっち」とは、おれがユニフォームの下に着てるＹシャツのことのようだ。

「……おう、わかったよ。待ってろ、そこの公衆トイレで脱いでくる」

「チョット待って！　うちは恥ずかしい目に遭ったんだよ。ナニ十と勝かちちゃんだけ免れようとしてんの？」

「なんで道連れにしようとしてんだよ！」

「だってー。『目には目を』って言葉あるじゃん」

「おれ復ふく讐しゆうされるようなことしてねえよ」

　なんだろうね。今日の下校はよ。

　結局、おれは子供達でガヤガヤ盛り上がりまくりの公園の真ん中で、早着替えをした。

　上半身裸になって、シャツを脱いで、肌にユニフォームを直じかに着る。

　おれのＹシャツを受け取った丹下が「ありがと」と微笑ほほえんだ。

「じゃあ、公衆トイレで着替えてくるから」

「おい待て、なんでおれにはここで着替えさせて、自分はトイレだよ」

　丹下は、犯罪者を見るような冷たい目でおれを見る。

「うちは露出魔じゃないんですケド」

「おれだって違ちげえのに、着替えさせられたんだが」

「十勝ちゃんはさ、うちに公衆の面前で着替えてほしいの？　偶然おまわりさんが通ったら公然わいせつ罪で捕まりそうなコトしてほしいの？　学校でのうちのあだ名が『着エロアイドル』になってもいいの？」

　丹下は潤うるんだ瞳ひとみでおれを見る。

　それが芝居だとわかっていても、びしょ濡ぬれの女の子にごくごく間近から上目遣いをされたら、いいなりになるしかねえ。降参だ。

「悪うございました。どうぞお好きな場所にて着替えてください」

「あはっ。着替え終わったら、絶対そのユニフォーム脱がせてみせるから覚悟しててね」

「おい勘弁してくれ。これ脱がされたらおれ上半身裸だ」

「日焼け止めクリーム貸してあげるから大丈夫だよ」

「紫外線より世間からの視線が大丈夫じゃねえな」

　丹下はスタスタとすぐそこの公衆トイレに向かって行く。

　Ｙシャツを脱いだことによって、ユニフォームの着心地がよくなった。

　暑かったのだから、はじめからＹシャツは脱いでおけばよかったなーと、ぼんやり考えていたら……。

「わぁ！　イカしたチョウチョ待てー」

　背後から元気いっぱいの落ち着きのない声がした。

　それは、公園にワラワラいる子供達の誰だれかじゃなかった。

　振り返ると、やっぱりそこにはさきっぽがいた。

　セミを追っかけて、雑ぞう木き林ばやしに突っ込んで行った女子高生が、今度はチョウチョを追っかけて林から飛び出してきたのだ。

　チョウチョを追いかけるさきっぽ。

　それだけならただの平和な光景だ。今月だけでも下校中にもう十回は蝶ちようを追いかけるさきっぽを目にしてる。

　ただ、状況はそれだけじゃなかった。

　宙をひらひらと舞う蝶を見つめ、立ち止まりカメラを構えるさきっぽ。

　そのさきっぽのすぐ斜め後ろに、一筋の水が地面から噴射される。

　ん？

　おれは目の前の出来事が、すでに緊急事態だと思い当たった。

　これは丹たん下げのデジャブ！

　さきっぽの立ち位置は、五秒後には噴水の真まっ直ただ中なかになる。

　さきっぽがビショビショに濡ぬれてしまっては、当然そのブラウスも透ける。

　そして、おれはもう貸してあげることのできるシャツを持ちあわせちゃいない。

　それにさきっぽのカメラ。

　思いっきり濡れちまうのが、いいわけねえ。

　逃げろ！と叫んだところで、なにが緊急事態かわからないさきっぽはすぐに反応できないだろう。

　ならば、これしかない！

　気がつけば、おれは持ってい鞄かばんを投げ捨て、走り出していた。

「おにょ、十と勝かちくんなにゆえダッシュ!?」

　カメラを構えるさきっぽの腰を両手で持ち、思いっきり持ち上げる。

「うりゃー！」

　いくらすごい小柄といえども、さきっぽは女子高生だ。

　乳幼児を高い高いするのとはワケが違う。

　だが、おれは火事場の馬ば鹿か力ぢから（ここは水場だが）を発揮した。

　さきっぽの腰をおれの頭の上まで持ち上げた、次の瞬間。

　足元の無数のノズルから盛大な噴射。

「うわぁぁぁ――」

　さきっぽの喚声を聞きながら、おれは頭までしっかり水を浴びた。

　持ち上げることができたんなら、その場からさきっぽを抱えて逃げたほうが手っ取り早いし、それならおれは濡ぬれずに済んだんじゃないかと思ったが、全すべてはあとの祭り。

　さきっぽの足元は水がかかったようだが、見上げると腰から上は水がかからなかったようだ。

　よかった。

　さきっぽのブラウスとカメラを守ることに成功した。

　おれはさきっぽを高い高いしたまま、おもわず笑ってしまった。

「十と勝かちちゃん！　ナニやってんの！」

　ぶかぶかのＹシャツを着て、丹たん下げが公衆トイレから戻ってきた。

　シャツは着替えて問題ないけど、スカートの裾すそはまだ湿っているようだった。ピタッとふとももに張りついている。

　で、なぜ睨にらんでるの？

　丹下の矢のような声が再び飛んできた。

「さきっぽをそんなに高くまで持ち上げて、ナニ見上げて笑ってんのよ！　さきっぽのパンツもろ見えじゃん」



    

  
    
      



    

  
    
      　言われて反射的にさきっぽを見上げてしまった。

　あっ。

　さきっぽの腰の位置がおれの頭の上にあるんだから、目の前の世界はスカートの中だった。

　……限りなく肌色に近い、クリーム色？のパンツ。

「ゆってる先からナニ直視してんの！」

　丹たん下げの跳び蹴げりがおれのふとももに炸さく裂れつ。

　さきっぽの身体からだが手から離れ、おれは地面に倒れ込んだ。

　丹下のキツイ調子の言葉が頭の上から降ってきた。

「パンツ見るために女の子を持ち上げるって、どんだけ必死なのよ」

「おい丹下。びしょ濡ぬれになってるおれを見て、なにか思うことはないか」

「びしょ濡れになってでも、パンツ見たかったんでしょ。十と勝かちちゃんの性犯罪者予備軍！ううん、この中二野郎！」

「なんで中二が性犯罪者予備軍より上だよ。おれは守ったんだよ、さきっぽが濡れないように守ったんだよ」

　おれは地面から立ち上がった。

　さきっぽは「おう！」と理解した顔になる。

「そっかー、急に十勝くんが持ち上げてくれたのは、チョウチョと同じ目線であーしが写真を撮れるように手伝ってくれたわけじゃないんだねぇ。どっちにしてもサンキュです。あ、でもぉ」

　さきっぽの顔が申し訳なさそうに曇る。

「でも、どうした？」と、おれ。

「あーし、ずぶ濡れになっちゃいました」

「え、どこらへんが」

　一見して、さきっぽのブラウスは濡れてない。

　足元は濡れてそうに見えるが、靴底が水をガードして、靴下もそんなに濡れてるようには見えない。スカートの裾すそは確かに湿っちまったかもしれないが、ずぶ濡れって言い方は合ってない気がした。

　不意にさきっぽが前まえ屈かがみになる。

　えっ!?

　いきなり自分のスカートの中に手を入れた。パンツは見えないが足の付け根の手前までチラチラ見える。

　ヤバイ、熱中症に似た症状のクラクラが再び。

　さきっぽは、丹下のように紫外線対策をしてるわけじゃなさそうだ。

　では、この不可解な行動はいったいなに？

　さきっぽがその理由を口にした。

「あーしのパンツ、ずぶ濡ぬれだよ。お気に入りの真っ白いパンツだったのにぃ！」

　なるほど。パンツがずぶ濡れになっちゃったのか。

「チョットさきっぽ。十と勝かちちゃんの前でパンツの色なんて発表したら、十勝ちゃんが予備軍じゃなくなっちゃうわよ」

「おれはなにをやってのけちまうんだよ。……ん？　真っ白？」

　おれがさっきチラッと見えたさきっぽのパンツは……。

　クリーム色っていうか、肌色っていうか。

　……あ。

　肌色ってことは、もしや。

　おれは先ほど、濡れたブラウスから透けて見えた丹たん下げの肌を思い出した。



　さきっぽの真っ白なパンツが肌色に見えたということは……。



「グハァ」

　おれはフラフラと足元がおぼつかなくなった。もうほんとに熱中症かもしれん。

「十勝ちゃんたら、ナニふらついてるの。あ！　さきっぽの真っ白いパンツ思い出して貧血にでもなったの？」

「いや思い出してねえ！　断じて真っ白いパンツなんて思い出してねえ。真っ白いパンツなんて知らねえ。真っ白ってそもそもなんだ？」

「なんでそんなに『真っ白』って部分を強調して否定してんの」

「うるせー。おれはベンチで休む。服乾かさないとどこにも行けねえしよ」



　そして五分後。

　おれはスクールボストンを枕まくらにして、ベンチに横になっていた。

　気づけば、もう夕方と言っていい時間。

　強い陽ひ射ざしだった太陽もだいぶ大人おとなしくなったようだ。陽は傾き、噴水にはいつのまにか虹にじができていた。

　虹の出現にはしゃぐ子供達と、その子供達の姿をカメラに収めるさきっぽ。

　丹下は借りていた水鉄砲を返しに行っていて、カメラを両手に持ちながらさきっぽが「十勝くん」と話しかけてきた。

「今日の遊び、十勝くんの勝ちだね。北風と太陽的下校」

　丹下とさきっぽにも一応一握りの常識とおれへの思いやりがあって、悪ノリでおれを上半身裸にしようとするのは止めてくれていた。ありがてえ。

「うれしくねえよ。おれは勝負に勝ったけど、びしょびしょだ」

「そうだねー。今日は三人ともびしょ濡ぬれになったもんね」

　さきっぽはカメラを構えたまま、「でも」と言った。

「今日の下校はこれでよかったんでしょ。十と勝かちくん」

「ん？　よかったってなにが？」

「十勝くんさ、ユニフォームすごい脱ぎたがらなかったよねぇ」

「おう、それはそういう遊びをしてたからな」

「ううん、それじゃないよね。ほんとの理由」

　さきっぽは依然カメラを覗のぞいたまま、背中で質問を続けてくる。

「まあ、千歳ちとせの意志を連れて行くっていう大事な理由があったからな」

　噴水の虹にじがでたらめに綺き麗れいだった。疲れ知らずの子供達はすこぶるはしゃいでる。

　カシャカシャ。

　さきっぽのシャッター音が、セミの鳴き声と共に響いてる。

「十勝くんは、うむにゅな人だねー」

　どういう意味だよって聞く前に、さきっぽは「別の理由あるんでしょ？」と問いかけてきた。

　それはもうすでに物的証拠を押さえていて、尋問する刑事のように自信ありげだった。

「別な理由？　なに言ってんだよ」

　こっちを見ないで話を続けるさきっぽ。

「十勝くんはさぁ、たんまりの行きたがってたお店に今日は行きたくなかったんでしょ」

「あ、いや」

「いつもの十勝くんなら、自分のお小遣いがすっからかんになってもたんまりが行きたがってるお店に行くのに、今日は行かなかった。下校中の十勝くんって思いやりたっぷりだから、誰だれかの希望をそんなに頑かたくなに拒んだりしないはずなのに」

「なにが言いてえんだ」

「こっからはあーしの想像なんだけど。十勝くんはまだ行ったことないお店に初めて行くときは、四人一緒で行きたいんでしょ。チキララもいるときにさ」

　おれは驚いて、さきっぽの後ろ姿を眺めていた。

　振り返ったさきっぽは、おどけた顔でおれのユニフォームの右の肩口を指した。

『下校中　いつも一緒に　初体験』

　おれは中学んときのことを思い返した。

　休みの日に友達と一緒にどっかで遊んで、その帰りに一緒にメシを食いに行く。

　おれにとっては初めて行く店なのに、友人達は下校中にすでに何度か来たことがある様子で、その店に着くと「これ、あんまうまくなかったよなー」とか「これオススメだから食ってみろよー」と言ってくる。

　おれはそのとき、ほんのちょっとだけど、ほんのちょびっとだけ、仲間はずれになったような寂しい気持ちになっちまったんだ。

　いつも一緒に下校してる千歳ちとせ。

　その千歳がいない日に、おれ達がまだ行ったことのない店でメシを食いたくはなかった。おれ達が初めて食べるメニューは、四人同時で初めて食べるのがよかった。

　メロンソーダのクリスタルしゅわしゅわパフェは、確かにうまそうだった。

　でも今日おれ達がその店に行っちまうと、いつかまたその店に今度は千歳も入れて四人で行ったとき、前に来たときの話をしちまうだろう。

　明日会う千歳に、昨日はこんなパフェを食べたと話をしちまうことだってありそうだ。

　そしたら、中学んときおれが味わったほんのちょびっとだけの寂しい気持ちを、千歳に与えちまうかもしれねえ。

　いやー、考え過ぎかもしれねえな。

　だけど、別に夏期限定のメロンソーダのクリスタルしゅわしゅわパフェは、まだ販売してるわけだし、仕切り直して四人で行けばいいんだ。

　おれが黙っているのが正解だと思ったようだ。さきっぽは笑顔で言う。

「十と勝かちくんは優しいねー。でも、そのことをたんまりに言えばよかったのに、今度行こうって。たんまりも初めては四人で行くの大賛成したと思うっすよ」

　噴水の向こうから、ブカブカのＹシャツ姿の丹たん下げが歩いてくる。おれは言う。

「言ってもよかったけど、別に言わなくてもよかったんだ。結果としてパフェ食うのが延期になればな。おう、それとこのユニフォームを着てたのはおれが気に入ってるからだぜ。今日は一学期の懐かしい思い出を着て帰りたい気分だったんだ」

「ふーん。なるほどねー」

　たまにすごく鋭い一面を見せるさきっぽ。観察眼っていうか、洞察力っていうか。

「なあ、さきっぽ。いつもと雰囲気違うな」

「そう？　十勝くんカメラって面白いんだよ。これで切り取ると世界が違う見え方をするんだ。今まで全然わからなかったことに、いきなり気づけたりする」

「へえ、なるほどね」と、おれは頷うなずいた。

　丹下が戻ってきた。

「あれれ。なんかマジメな話を話し終えました的な空気が二人から出てるけど、なんの話してたの？」

「別に大したことじゃねえよ。おう、それより聞いてなかったが、おれのシャツの着心地はどうよ。下校の情熱が染みこんでるだろ」

「ってゆーか、これ十と勝かちちゃんの匂においし過ぎなんですけど」

「そいつはすまねえな。ファブリーズでもしてくれ」

「え、消臭なんかできないよ。絶対」

「そうか。そうだよな、ファブリーズはわざわざ持ちあわせちゃいないからな」

「……しない理由は、そーゆうコトじゃないのに」

　丹たん下げがなんかボソボソ言ってる。

　それより、おれには提案したいことがあった。

「なあ丹下。今日行けなかったパフェなんだけど、明日行こうぜ。いつもの四人でよ」

「うん、もちろん。よく考えたら今日行かなくてよかったみたいな。やっぱりさ、初めて食べる美お味いしいものはキララも入れて四人一緒に食べたいもんね」

　丹下のその言葉に、おれとさきっぽは笑った。

「え、二人してナニ笑ってんの？　なんかうち仲間外れみたいになってない？」

『下校中　いつも一緒に　初体験』

　おれ達の間で仲間外れ気分を味わうことなんてあるはずがないんだ。

　みんな結構優しいやつらだからさ。



    

  
    
      
第二話　待ち伏せの回（夏休み二日前 月曜の続き）



　北風と太陽的下校を経て……。

　どういうわけか噴水でびしょ濡ぬれになり……。

　ベンチでジッと座り、衣類が乾くことを期待するも、それは焼け石に水で……。

　結局。生乾きの制服を着たまま、丹下とさきっぽと駅で別れた夏休み二日前の帰り道。

　……おれんちが見えてきた頃ころ。

　ん？

　おもわず立ち止まった。

　誰だれか家の扉とびらの前にいる。

　おそるおそる近づいてみる。

　一軒家のおれんちの玄関、そこでインターホンのボタンに向けて、まさに押す間際まで人差し指を伸ばすものの、なにかに怯おびえるように首を振って指を戻す人物。

　見覚えのある制服の後ろ姿。サラサラと綺き麗れいな長い髪。

　モジモジ。ひとんちのインターホンの前で挙動不審なやつ。初めてのピンポンダッシュを試みる内気な小学生かとツッコミたくなる。

　おれはその背中に思ったままを口にした。

「ピンポンダッシュでもする気か？」

「ふぎゃ!?」

　今まで聞いたことのねえ声を出して、その人物は振り返った。

　押したいのに押す勇気を持てず、ひとんちのインターホンで一進一退の攻防を繰り広げていたその人物は……。

　今日、風邪で学校を休んでるはずの千歳ちとせキララだった。

「十と勝かちよ。こんなところで偶然だな」

「必然だよ。ご存じだとは思うが、ここはおれんちだ」

　モジモジがおさまり、千歳は「十勝よ」と落ち着いた調子で言った。

「わたしは……体調のほうはもうよくなったんだ。それにここに着いてから、まだ五分くらいしか経ってないから……えーと、十勝んちの前に不審な人がいるって近隣住民に思われてはいないと思う……学校を休んでおいて私服で出歩くのはいけない気がして制服で来てみた」

「気になってることをてっとり早く説明してくれてありがてえんだが、一番気になんのはそこじゃねえな」

「十勝よ、なんでも聞いてくれ」

「なんで、おれんちに来たんだ？」

「えっと、それはわたしの家から自転車で最寄り駅まで行って、そっからバスで、あとは徒歩で来たけど」

「移動手段を気にしてねえよ。『なんで』ってのは、なんの用があったのか聞いたんだ」

「うん。十勝と話したいことがあって……だから会いに来た。直接会って話したくて」

「おう、そうか。おれんちに来るんならメールとかで連絡くれればよかったのに」

「あ、すまない。焦ってしまっていて、メールするってことを思いつかなかった」

「そんなに焦っておれに話したいことって、気になるなー。なんだ？」

　千歳はまっすぐな視線をおれにぶつけてくる。

　顔はとびっきりの端正だ。ただ意志の強い顔で相手を見つめただけで、相手の男に息を呑のませちまう。もう何度も千歳の顔なんて見てんのに、それでもその日初めて見るときは、その綺き麗れいな顔にまず一回見とれちまう。でたらめな美少女だ。

　間抜けなおれは息を呑んで、息をするのも忘れて……。

　千歳の次の言葉を待った。



「……留萌るもいのことなんだ」



　留萌ってのは、千歳ちとせが中学んときにいつも一緒に下校をした友達で、そしてある日突然いなくなってしまった少女のことだ。

　千歳はいなくなってしまったこの友達のことを、今も捜してるんだ。

「おお。三みつ石いし留萌さんのことか」

　真剣な話になりそうな予感がした。

　さすがに家の玄関先で、立ち話する話題じゃねえな。

　おれは立てた親指で、すぐそばの玄関の扉とびらを指した。

「なあ千歳。おれの部屋で話さないか」

「……お、お宅には、十と勝かちのお母さんがいらっしゃるのか？」

「いや、今は母ちゃんはいねえ、おれんち共働きなんだ」

「親御さんの居ぬ間に、家に女の子を連れ込もうとする。……十勝よ、女の敵という言葉を知ってるか」

「お前さてはバカな子だろ！　ひとんちの玄関先まで突然来たのは千歳だかんな」

「す、すまない十勝。失礼な発言を許してくれ。狭い狭ーい密室に十勝と二人っきりになるのかもと思ったら、取り乱してしまった」

　サラッとおれんちを狭い呼ばわりしたことは水に流し、おれは千歳に「落ち着けよ」と軽い調子で言った。

「おれが千歳になんかするわけねえじゃねえか。おれ達は下校の仲間だし、友達だろ」

　千歳は真剣な顔で「十勝よ」と呼びかけてくる。

「男と女の間で友情って本当に存在するのか？」

「このタイミングでその質問すんのか。おれ達のこれまでのつきあいが揺らぐ問いかけだな」

　千歳の身体からだが落ち着きなくモジモジし出す。

　この一学期の間に千歳のスカートの揺れるプリーツを何度見ただろう。

「おれんちにあがるのはやめとくか？」

　見たことねえけど、絞首台に向かっていく死刑囚は、こんな表情をしてんじゃないかって思うくらい千歳の顔は必死で悲壮だった。

　千歳は細い声で言う。

「初めて十勝の家にお邪魔するときは……せめて一日前から心の準備をしたい。すまないが、またの機会にしてほしい」

　こんな嫌がる人を家に連れ込む趣味はない。

　さて、どこに行こうか。

　モジモジしてる千歳ちとせの肩がインターホンのボタンに触れ、「ぴんぽーん」と間抜けな音が鳴った。

　その音がまるで閃ひらめいたときの効果音だったかのように、千歳は「そうだ！」と弾んだ声を出した。

「十と勝かちの家に来る途中に公園があった。そこに行きたい」

　ということで。

　おれ達は近くの児童公園に向かうことにした。



　今日はよく公園に行く日だ。

　公園までの短い道中。

　やっぱり心配な千歳の体調について、訪ねた。

　先週末、ＧＷ10の目標を全員達成したあのめでたい日の夜くらいから頭痛を覚えたそうだ。可哀かわい想そうに。

　それで土日は身体からだが妙にだるかったらしく、今朝の時点ではだいぶ復調していたようなのだが、心配性の千歳のお母さんが大事をとり今日一日千歳を休ませたらしい。

　でも、千歳は自由人のさきっぽの影響をこの一学期にしこたま受けちまったのかもしれねえ。学校休んだのに、家を抜け出しちまうんだからな。

「それじゃあ、さっそく留萌るもいさんの話を聞かせてもらおうか」

　おれと千歳は公園のベンチに腰掛けた。

　二人がけのベンチには横になれないように真ん中に仕切りがある。

　こいつは野暮だね。

　仕切りなんかがあるから、男女が一緒に座っても肩と肩が触れあったりしない。いや、別におれは、千歳と肩と肩を触れあわせたいって思ってるわけじゃねえよ。

　隣に座った千歳が言う。

「わたし……留萌捜しをもっと真剣にしようと思うんだ」

「おう」

「この前、猫をみんなで捕まえたときに考えたことがあって」

　それはさきっぽの目標だった。学校の掲示板に張り紙されていた迷い猫を捕まえて、その張り紙の猫の写真よりいい猫の写真を撮るというもの。

　今ではいい思い出だ。

　だが、千歳は楽しかった思い出に耽ふけりたいわけじゃなさそうだ。

「あれはもともと張り紙があったから……それが功を奏して猫は見つかったんだよね」

「ああ。まあ、張り紙を見たさきっぽが猫探しに執念燃やしたわけだからな。大事なきっかけだ」

　おれの言葉にしかと満足したように、千歳ちとせが「ふむ」と頷うなずいた。

「留萌るもい捜しにも、ちゃんとした張り紙がやはり必要ではないかと思って」

「お、張り紙か。……うん、いいなそれ」

「十と勝かちよ、賛成してくれるんだな。嬉うれしいぞ」

「あ、でもよ。ＧＷ前に千歳は、留萌捜しの張り紙を掲示板に貼はってたよな」

「うん。だから今度は」

　同じ方向を見ながら並んで話していた千歳が、仕切りに手を掛け、「十勝の力を借りたい」と言いながら身体からだをこちらに向ける。

　ほとんど反射で、おれも身体をよじって向かいあった。

　顔近ちけえ。

「新しい張り紙をつくる。今度は四月の頃ころとは違う結果を得られるかもしれない……勝手なお願いですまないんだが、手伝ってもらえないか」

　過去に千歳が作成した張り紙には、誰だれからも反応はなかった。

　前向きに頑張ろうとしている千歳の応援は当然したくなる。

「もちろん」

　即答だ。

「ありがとう、十勝」



    

  
    
      



    

  
    
      　千歳ちとせは手提げ鞄かばんから、折りたたまれた三枚の紙を取り出し、おれに渡してくれる。



『人捜し』

『神隠しにご注意』

『失しつ踪そう者しやの捜索協力依頼』



　これは留萌るもいの手がかりを得るために、千歳が学校の掲示板に貼はっていたものだ。

　千歳が言う。

「過去の失敗作から、最新版に使えそうな部分を十と勝かちに吟ぎん味みしてほしい」

　これを初めて見たときは、読む間もなく千歳に持ち帰られてしまっていた。

　おれは三枚の張り紙の文面に、初めてしっかり目を通す。

　……。

「ん？」

　気になることがあった。

「どうした十勝。なにか使えそうなところはあったか？」

「いや、そういうわけじゃなくて。えーと、この張り紙ってさ」

「うん」

「どれも留萌の写真とかはないじゃんか」

　留萌の写真を千歳が一枚も持ってないことは、このまえ確認した。

　問題はそこじゃない。

「肝心の留萌の身体的特徴っていうか、外見が全く書かれてないんだが」

「……」

「どうして書かなかったんだ？　写真がないわけだから、特徴書くのは大事だぜ。次の張り紙には書こう」

「……」

　気づけば。

　隣にいる千歳は、苦虫を噛かんだような顔をしていた。っていうか苦くない虫でも虫を噛んだら、相当ゲロゲロな表情になりそうだよな。

「そ、それは……えーと……うーん」

　千歳が、なにか逡しゆん巡じゆんし始める。

　留萌の外見的特徴を思い出してるんだろうか？

「……十勝よ、つかぬことをお聞きするが」

「お、なんだ」

「サンタクロースはいくつまで信じていた？」

「話題飛ぶ!?　ちょい待て、その答え今大事なのか？」

　千歳ちとせはコクンと頷うなずく。

　千歳の真まっ直すぐな視線には自白剤が含まれてるのかも。おれは素直になった。

「……は、恥ずかしいんだけど、小三ぐらいまで信じてたよ」

「十と勝かちよ、宇宙人はいると思うか？」

「人が恥ずかしがって答えたことに対するリアクションくれ！……宇宙人か、まあ宇宙は広いんだ。どっかにいるだろ、宇宙人だって」

「ということは……スプーン曲げは超能力だと思ってるのか？」

　宇宙人の存在を信じれば、スプーン曲げは超能力だと判断する因果関係は不明だが、おれは「ああ」と答えた。

「超能力でいいんじゃないか、あれは」

　千歳は満足したように、「そうか、よくわかった」と笑った。

「十勝なら大丈夫そうだ」

「今の三つの質問で、おれはなんの合格判定をもらえたんだ？」

　ベンチの上で千歳はいずまいを正し、おれに身体からだを向ける。

　おれもそれに倣ならった。

　真っ直ぐ前を向いてる分には気にならねえが、向かいあうとベンチで隣同士はほんとムチャクチャ距離が近かった。

　千歳の顔、激近。

　おれが背中に重心を移動すると、千歳は逆に前のめりになる。



「……留萌るもいの外見は、わたしもわからないんだ」



　間近で見ると千歳の顔はますます美形だなー、と感心してる場合じゃなかった。

　……ん？

　今なんかすごい情報をぶち込まれた気がしたんだが。

「え、あの、えっと、外見を知らないって言ったのか？」

「うん」

　どこまでも真剣な顔で千歳がコクリ。

　高度ななぞなぞを出題されたわけじゃねえよな。

　おれはわかりきってることを、もう一度確認した。

「その留萌さんってのはよ……えっと、文通相手とかじゃなくて、千歳と中学んときに一緒に下校してた人なんだよな」

　コクリ。

「なのに、その外見がわからないってことか？」

　コクリ。

「憶おぼえてたけど忘れちゃったってわけじゃ……ないよな？」

　コクリ

「……」

　ダメだ。迷宮入り。お手上げだ。

　徐おもむろに。

　なぜか千歳ちとせが両手をおれにぶつからないギリギリまで、スーッと伸ばした。

「十と勝かちよ。嘘うそ発見器を持っているならば、わたしに是非つけてくれ」

「おれが今それ持ってたら奇跡だよ。嘘発見器を持ち歩く状況は、おれの人生に一回あるかどうかだ」

　千歳は、色白のきめ細かい手をすごすごと下げる。

　おれは言う。

「なんだ、嘘みたいな真実をこれから言うのか？」

「そう。わたしは嘘みたいな真実をこれから言う」

　……。

　ゴクッ。

　妙な緊張感が、おれと千歳の間に漂った。

　スーハー……スーハー。

　千歳は胸に手を当て、深呼吸を繰り返す。

「ハー」で息を吸い、「スゥー」と息を吐くボケをかましてくれている千歳に、「どんだけテンパってんだ」と、ツッコむ直前。

　千歳は言う。

「留萌るもいは……中学時代のわたしの前に突如やってきた。ううん、わたしの頭の中に突如やってきた。

　彼女は……意識だけの存在なんだ。

　あ、いや、意識だけの存在って言葉は留萌がそう言っていたから、わたしはしっかり理解できてるわけじゃないんだが。

　……幽体離脱っていうのが近いのかな。

　自らの肉体から精神だけを切り離して……そうすると、他ひ人との頭の中に入ることができて、その人と会話することが可能なんだ」

「……」

「頭の中に入るからといって、その人の考えることが全部筒抜けというわけではないんだ。ちゃんと、意識的にこの言葉を言おうと頭の中で浮かべたものだけが相手に伝わる」

「……」

「留萌るもいとの頭の中の会話は……慣れるまでは違和感があるんだが、慣れればとても案配がいいものなんだ。誰だれに聞かれることもないし、周囲の音も気にならない。

　集中して会話できるんだ」

「……」

「あの頃ころ、わたしが下校時間になると決まって留萌が頭の中にやってきてくれた。市内のあっちこっちに行って、毎日二時間くらい、いつも会話した。

　留萌はわたしと同い年だと言っていた。話がとっても合う。

　そして、日が暮れる前に留萌は、わたしの頭の中から帰って行くんだ」

　……これは、長いボケなのか？

　千歳ちとせはおれのツッコミを待ってるのか？

　いやいや、でも、千歳は壮大なボケをかましてやったぜっていうようなドヤ顔をしてるわけじゃない。

「あ、うーん、千歳すまね。もう一回話してもらっていいか？」

　そこから二分。

　もう一度同じ話を気持ちゆっくりとしたペースで話してもらった。

　……。

　………。

　真剣な調子で話してもらって、なんの反応もできないでいるのは妙な気まずさがあった。おれはなんとか気になることをひねり出した。

「……えっとー。留萌さんは千歳の頭の中から、いったいどこに帰って行くんだ？」

　千歳の瞳ひとみはひどく優しげな色を帯びた。

　早朝の冬空みたいな澄んだ声で、千歳は言う。

「留萌は元々この街に住んでいたらしいんだが、日本のどこかの大きな病院に入院して難しい病気と闘っていたんだ。もし入院などしてなければ、わたしと同い年の留萌は、彩いろどり市内のどこかの中学校に通えてたはずなのに。

　残念なのだが、留萌は病院ではほとんど寝たきりらしくて……。

　でもあるとき。

　自分の意識だけを遠くに飛ばして、誰かの頭の中に入ってコミュニケーションを取れることに気づいたらしいんだ」

「……」

　千歳はおれの質問に答えてくれた。会話の順番的にどうやら次はおれがなにか言う番なのだが……。

　えっと、なにを言えばいいんだろう。

　おれは前を向いたまま、隣に「なあ千歳ちとせ」と、話しかける。

「やっぱり体調がまだよくなってないんじゃないか？　実は熱とかもあったりして」

「心配ご無用だぞ。わたしの体調は今から遠足ができるくらい良好だ」

「おう、そうか。なにより」

「……と、十と勝かちよ」

　千歳が怯おびえたような声を出すから、反射的に隣を見た。横顔近え。

　千歳はおれに振り返り……。

　元気な声でもう一度「十勝よ」と呼んできた。

　それがあまりにも「無理して元気を出してみました」みたいな声だったから、おれは「お、おう」と気け圧おされた。

「な、なにか留萌るもいのことで質問はあるか。わたしの知ってることは全すべて話す。

　あ、そうだ。

　頭の中にやってくる意識だけの存在って、なんかネーミング長いな。十勝よ、ナイスな略称を考えてくれ」

「う、うん」

　頭の中にやってくる意識だけの存在。

　ここまで千歳の話を聞いても……。

　やっぱりこうとしか思えねえ。

　なんじゃそりゃ。

　おれはネーミングが浮かばなかったが、代わりに質問をすることにした。

「聞きたいんだけどさ、留萌さんって、あの」

　千歳の表情に自然な笑みが広がる。おれが留萌に少しでも関心を持つのが嬉うれしいように「うん、うん」と質問を促してくる。

「やっぱりなにか心残りなことがあんのか？　千歳って霊感とか強いほうだったっけ？」

「……十勝」

　千歳はなにかひどく残念な顔をして、次の瞬間には残念な顔を相手に見せてしまったことを取り繕うように、ぎこちない微笑ほほえみを浮かべた。

　千歳は、首を横に小さく振った。

「……留萌は成仏できない幽霊じゃないんだ」

「ああ、そうだよな。えっと、例えばさ、千歳が地下に潜ったとしても、留萌さんは千歳の頭の中にやってこれるのか？」

「……十勝よ、留萌はケータイの電波じゃないぞ」

「ああ、そうだよな。……え、えーと、例えば」

「十勝、今日の下校はどうだった？」

　ビックリするくらい唐突な話題変更。

　千歳ちとせの大きな瞳ひとみは、不器用な千歳の心を補うように感情表現がとても豊かだった。おれに対して、なにかをやんわり諦あきらめた目をしてる。

　そんな千歳に、丹たん下げのスケスケのブラウスやさきっぽのびしょ濡ぬれパンツの話をするほど、おれは超ちよう弩ど級きゆうのバカじゃねえつもりだ。

　……。

　また沈黙。

　おれは、千歳の話をうさんくさく感じてしまった。

　そういう気持ちが、顔や態度に出ちまってたのかもしれねえ。

　千歳に伝わっちまったのかもしれねえ。

　でもよ。

　へー、留萌るもいさんはそんな存在だったのか。ってすぐ頷うなずいてあげられなかったのは、仕方ねえよな。だってよ、あんまりにも眉まゆ唾つばな話じゃねえか。

　不意に、千歳がベンチから立ち上がった。

　仕切りがあるせいで、一人になってもベンチの座る場所は狭い。

　公園内のどこか遠く、キャッキャッと遊ぶ子供達の声にかき消されてしまうくらいの小さな声で、千歳が背中越しに言った。

「十と勝かちだからこそ話せると思った。十勝は優しいし。十勝はわたしの気持ちを大事にしてくれる。思いやりがある人だ」

「でも」とか「だけど」みたいな逆接の言葉が続きそうだった。

　そんな言葉を聞きたくなくて、おれから言った。

「なあ千歳。すまねえ、おれはその話」

　いきなり過ぎて、ついていけねえよ。

　そう続けようとして……思い留まった。

　なんか、おれ、大事なこと見失ってないか？

　……。

　……あ、そうだ。

　おれは日ひ頃ごろ、下校時に必要な能力の一つに柔軟力が欠かせねえと思ってる。

　学校帰りには不測の事態がたびたび起こる。それらの局面で臨機応変な対応をするには、柔軟性が必ひつ須すだ。

　背中を向けていた千歳がいつのまにか、こちらに振り返っていた。

　おれの次の言葉を、どこか怯おびえた表情で待つ千歳。

　自分がした話を、おれにちゃんと信じてもらえてないと察して、傷ついた顔をしてる。

　おれは馬ば鹿かか？

　千歳ちとせがおれに嘘うそをつくわけねえじゃねえかよ。

　それに、もし。

　その頭の中にやってくる意識だけの存在ってのが、千歳の勘違いかなんかだったとしたら、その勘違いごと信じてやればいいだけの話じゃねえか。

　千歳とは、同じ釜のメシを食った間柄じゃねえが、それ以上の同じ下校の道を歩いた間柄なんだからよ！

　千歳がビクビクした様子で「十と勝かちよ」と呼びかけてくる。

「『すまねえ、おれはその話』……のあとは、なにかいいたいことが？」

　おれもベンチを立って、千歳と同じ目線で言葉をぶつけた。

「すまねえ、おれはその話……信じんのに時間がちょっとばかしかかっちまった。

　なんか留萌るもいさんってのは、どえらい存在のようだな。いいじゃねえか、どこ捜していいかわかんねえのはこれまでと同じだ。見つけようぜ」

「……と、十勝」

　千歳は今日初めて心底安あん堵どした顔を見せてくれた。

　千歳はこれまで作成した三枚の張り紙を手に持ち、それに視線を落とす。

「わたしこそ。十勝に留萌の、この話をするのにとても時間がかかってしまった。

　……実はこの話を人にするのは、初めてじゃなかったんだ。

　千ち恵え里り高の掲示板に、超常現象研究会って張り紙があって」

　うちの学校の生徒掲示板は、うさんくさいもののオールスターだ。

　おれは茶々を入れず、話の続きを待った。

「留萌のような存在について、なにか教えてもらえたらと思って……勇気を出して行ってみたのだが、ダメだった。

　そんなマンガみたいなことは信じられないと一笑に付されてしまって……」

　マンガみたいなこと。

　それで「ああ」と思い出した。

　自分の肉体から意識を離脱させ、人の頭の中に直接話しかけることができる女の子のキャラクターが出てくる人気マンガがあったな。千歳は結構マンガ好きで、おれはそのマンガを借りたこともあった。

「じゃあ、その、超常現象研究会だっけか。そこでは収穫ゼロだったんだな」

「うん。結局、心療内科医を志す者達による心の研究会に案内されてしまった」

　心療内科がなんだって？

　いったい、うちの学校にはどんだけ研究会が存在してんだ。

「十勝に話すのも不安だった。十勝に嘘つきだと思われたら、わたしは……わたしは……」

　千歳の声は小さく震ふるえる。

　只ただでさえ人一倍マイナス思考の千歳ちとせ。

　きっと、この話を人にしても信じてもらえない、それどころか嫌な反応までされる。千歳じゃなくたって、そんな風ふうに考えちまう話だ。

　千歳のことだから、この話をしたときのおれの最悪の反応を何パターンも想像しちまったんだろ。その想像に怯おびえたりもしたんだろう。

　それでも、おれに話してくれた。

　マイナス思考の壁を乗り越えて、話してくれたんだ。

　おれにできることは……。

　千歳が想像したおれの最悪の反応とは、正反対の反応をしてやるだけだ。

「大丈夫だ」

　張り紙を持つ千歳の手を両手で握手するように掴つかむ。

「と、十と勝かち。え、なにを？」

　千歳がテンパった声を上げるが、おれは気にしねえ。

　千歳に言いたい言葉を言うだけ。

「例えばよ。おれは世界中の人が、これは竹とんぼだと言っても、千歳がタケコプターと言うなら、頭につけて二階から飛び出してやるぜ」

「え、あ、十勝よ。……すまないが例えがよくわからなかった。あ、でも、もしそんな局面に遭遇したら、わたしの精神鑑定をお願いする。竹とんぼをタケコプターと言い張る状態のわたしは、かなり危険な状態にある気がする」

「つうか、タケコプターの話なんてどうでもいいんだ。おれはよ、今日から千歳の言うことを一切疑ったりしねえから、おれに話したいことはためらうな、溜ためるな」

　千歳は「うん」と深く頷うなずいた。

　おれは、千歳の持つ張り紙を見つめた。

『頭の中にやってくる意識だけの存在』

　留萌るもい捜しのその情報はあえて張り紙に書かなかったんだろうな。

　うちの学校の掲示板にはタチの悪いことに冗談みたいな掲示物が多い。掛け値なしの真実がその冗談の中に埋もれちまう。嘘うそだと思われたら誰だれも真剣になってくれねえ。

「千歳、張り紙づくりどうする？」

　どうゆうデザインにするかって話じゃなくて、どこまでの情報を書くかって話。

「明後日あさつてから夏休みだから。二学期の始業式までに用意したい。留萌が特殊な存在だってことは、うーん、やっぱり書かないでいたい」

「おう、そうか」

　千歳の横顔に傾いた陽ひが当たり、頬ほおを赤く染めていた。

　おれ達がマジな話をしてる雰囲気だから、空気を読んだってわけじゃないだろうけど、公園内の子供達はいなくなっていた。千歳ちとせが言う。

「世の中のあちこちでは不思議な現象があるって紹介してる番組を見たり、不思議な現象を信じてる人達がいるって知っても……わたしは寂しかったんだと思う。

　わたしは、自分の身に起こってる不思議なことを信じてくれる人に、ずっと会いたかったんだ」

「ああ、そいつはよかった。なあ千歳」

「なんだ？」

「留萌るもいのこと、留萌を捜してること。丹たん下げやさきっぽにも話してみねえか？　信じてくれる人が一人から三人に増えると思うぜ」

「そうだな。まりもやさきっぽにはすっかり言いそびれてしまってると思っていた。ただ、やはりわたしは留萌のことを人に話すのは心の準備がいる」

　おれが、留萌のことを話してもらったのは、ほとんど事故みたいな形だった。

「心の準備をして……うん、夏休み中には、まりもとさきっぽに伝えたい」

「おう、それでいいんじゃねえか」

「十と勝かちのほうからは、留萌の話をまりもやさきっぽにしないでくれ」

「そんな心配すんな。おれは話さないよ」

「今日わたしと会ったことも二人には秘密してくれないか。学校を休んだのに、十勝に会いに行ったと知れるのは恥ずかしいし、それに――」

「ああ、今日おれと千歳が会ったことは内緒にしとくよ。千歳が留萌の話をおれにしに来たって理由を話さなきゃいけなくなるからな」

「ありがとう。十勝は最高だな。わたしは十勝といると、どんどんいい方向に向かっていける気がするぞ」

　千歳はとびっきりの笑顔だった。この世に不安など何一つないっていう笑顔。いい顔するじゃねえか。

「たりめえよ。おれは最高か最低かの二択でいえば、最高の男だ」

「ふふふっ」

「はははっ」

　おれと千歳の間に、猛烈に愉快な気分が起こり始めていた。

　マラソンランナーがランニング中、持久力を相当奪われているにもかかわらず不意に気持ちよくなるランナーズハイという現象がある。ちなみに一日の下校が二時間、三時間と続くと、おれは不意にやけに楽しい気分に見舞われる。

　それを下校ハイと呼ぶかどうかは定かじゃねえ。

　いつのまにか、千歳がおれのすぐそばに立っていて、鞄かばんからサインペンを取り出した。

　ん？　今から張り紙づくりをする気か？

　おれの予想は外れた。

　千歳ちとせはおれの着る半はん袖そでユニフォームの左の袖を、そっと掴つかむ。

「ユニフォーム……十と勝かちにとっても似合う。でも、ちょっと書き足りない」

　千歳がサインペンを掲げる。

　おれはお好きなようにしてくれという意味のウインクをしてみせる。

　下校時の公園で夕日に照らされると、人はいつもの一・五倍増しでキザになるってのは、おれの持論だ。

　……。おれの左の肩口に千歳はなにかを書き込んだ。

　そこにはもともと『Ｉ下校』と千歳のメッセージが書かれていて、その下に『↑十勝ちゃんがキララにむりやり書かせました』っていう丹たん下げのメッセージが書かれていた。

　書き終えた千歳は言う。

「下校というものがあってよかった。十勝とわたしの強い絆きずなは下校によって、育まれたものだからな。下校には感謝の言葉も尽きない」

　ちなみに千歳が左胸の部分に書いた言葉はつぎの通り。



『今は本当にＩ下校です』



    

  
    
      
第三話　勉強の回



　夏休み突入！

　おれから下校の機会を奪う魔の大連休が始まっちまった。

　一学期より夏休みの存在を危き惧ぐしていたおれ。

　夏休み中は一学期の度たび重かさなる下校で酷使した肉体を休める時間にしようなどと考えていたが、大問題発生。

　肉体はそんなに疲れちゃいねえ。

　そもそも、下校を毎日存分に楽しんで肉体がボロボロになるわけがなかった。

　一学期は一回の下校で平均一時間は歩いていた。

　運動系の部員でもないのに、心なしか身体からだは引き締まり、今が自分史上最も健康体であると言っても過言じゃねえ。

　肉体がすこぶる調子いいのは良きことだが……それじゃあ夏休みの存在に意味を見みい出だせねえ。

　おれは下校以外に胸を熱くするなにかを見つけようと、一学期中、密かにいろいろ試みたがダメだった。

　下校以上の喜びを与えてくれるものは、おれにはねえという結論に至る。

　うーん、下校のない夏休みをどう過ごすか？

　この悩みを人に相談したら、夏休み中もひとまず学校に行けばいいでしょ、そしたら下校できるじゃんと言われた。

　それではダメなのだ。

　あくまで避けられない用があって登校し、学校という場に一定時間拘束され、そして解放される。

　それこそ下校の醍だい醐ご味み。下校の喜びだ。

　例えば、温泉に行って、いきなり水みず風ぶ呂ろに入っても全然気持ちよくないはずだ。サウナでしこたま汗をかくという過程を経て、水風呂に浸つかるからこそ、水風呂はでたらめに爽そう快かいなのだ。よって水風呂前のサウナ同様、下校を楽しむにはその前に数時間の拘束が不可欠というわけだ。

　なので。

　おれは夏休み中の学校に所用をつくるため、夏休みに活動日の多い運動部系の部活に入部しようと試みた。

『入部したい、ただし夏休み中のみ』

　おれのそんな熱意ある戯ざれ言ごとを聞き入れ、入部を許可してくれる部活はなかった。

　おれはこの挫ざ折せつにより、受け入れがたい夏休みのことを極力考えないようにして日々生活してきた。

　未来に待ち受ける嫌なことを想像し、今この瞬間を楽しめないのは愚の骨頂だ。

　一学期終わり頃ごろのおれは、こんな感じで夏休みに対してすでに諦あきらめていた。

　だが、しかし。

　下校の神は、おれを見捨てなかった。

　おれはある奇跡的なアイデアに巡りあった。

　夏休みも用があって学校に通うことができ、なおかつ部活に所属しなくても済む。

　その方法とは……。



　補講である！



　うちの学校では、希望者は有料で補講が受けられる。

　期間は夏休み開始より十日間。

　終業式の帰り道。補講に参加すればいいじゃねえか！と思い立ったおれは、そのまま学校に逆戻り。

　ぶーぶー文句を言いながら、千歳ちとせ、丹たん下げ、さきっぽのメンバーもついてきてくれる。

　補講の申し込み締め切りは、とうに過ぎていたものの、そこは誠意と執念。

　がっつり頼み込む！

　で、結局。

　おれは晴れて補講への参加を許可してもらった。

　すると。

　勉強なんてそんなに好きじゃないはずの丹下が「十と勝かちちゃん出んの？　うちも出よっかなー」と突然張り切りだし、

　夏休みの予定が特にないようだった千歳は「十勝が勉強に励むときは、わたしも頑張りたい。わたしのような人間は人一倍努力せねば、人並みの幸せを手に入れられないだろう」と、突然ネガティブを発動させ、

　夏休みが大好きなさきっぽは「みんな出るの？　にゃはは、なんかおもしろそーだね。うちも行くよーん」と、一泊二日の林間学校に参加する小学生のようなノリを見せ、

　結局いつもの四人で、補講に参加するのが決定したというわけだ。



　補講にも慣れてきた夏休み四日目。

　おれ達は一学期となんら変わらず、一日の全授業の終わりに正面玄関前ロビーにいた。

　マネキンのように微動だにしないで、窓枠に切り取られた遠い空を眺める千歳。

　紫外線対策に各種クリームをペタペタ塗っている丹下。

　カメラを構えて、「シャッターチャンス、カモン」と、はしゃいでるさきっぽ。

　おれはストレッチ運動をしながら、女の子達に言った。

「さあ、今日の下校はどこに行こっか？」

　カメラから視線を外して、さきっぽは「えーとねー」と嬉うれしそうな声を上げる。

「時間はいっぱいあるもんね。うーん、これは迷うっすよ」

　補講は通常の学校の一限目と同じ時間に始まり、毎日三コマある授業から、受けたい科目を自分達で選べる。プリント一枚分くらいの宿題を渡され、だいたい昼食時には、その日の補講は終わる。

　よって、従来の下校より格段に時間がある！

　補講さまさま。

　お天てん道と様さまが空の真ん中に居座ってる時間から下校ができるなんて、まさに至福だ。

「そうだな。迷うなー。まず学校を出るか。駅のほうに気の向くままに歩いてよ、行きたいとか、したいことが決まったら、そこ行くって感じでよ」

　下校は休日に友達と遊ぶのと違い、明確になにをするとか最初に決めなくていい。

　気分次第でなにをしてもいい。その緩ゆるさが下校の美点である。

　ってわけで。

　ノープランのおれ達は学校をあとにした。



「補講の宿題ってさ、いつやってるのー？」

　校門を抜けて、出し抜けにそう言ったのは丹たん下げだ。聞かれたのはおれっぽい。

「おれはまあ、晩飯食ってから、ぼちぼちやる感じかな」

　暑さは今日も嫌がらせレベル。暑いと歩行速度も落ちる気がする。

　丹下は自分から聞いたくせに「うーん」と気のない反応。

「うちさ、家で勉強するのって苦手なんだよね」

「家で勉強すんの苦手っていっても、さすがにテスト前とかはするだろ」

「え、しないよ」

　あっけらかんと答える丹下に、「暑いよー。植林しまくって通学路を総日陰にしてくれよぉ」とブツブツ一人言を漏らしていたさきっぽが「はうあ！　たんまり勉強しないの!?」と食いついてきた。連日の記録的猛暑より、テスト前に家で勉強しない同級生のほうが信じられないようだ。

「うん。だってね、授業をちゃんと聞いてればさ、テスト前にするコトなんて美容と健康のために早寝するくらいでしょ」

　丹下のその言い草に、さきっぽが「ふぬぬ」と苦しい声を出した。

「あれれ、なんででしょうか？　あーしは今猛烈にたんまりとの間に距離を感じたっす」

　さきっぽの言葉におれと、それに千歳ちとせも小さく頷うなずいた。

　丹下の優等生な一面は補講でも明らかになっていた。

　補講では希望する科目を自由に選ぶため、クラス同士が混ぜ混ぜになり、普段はクラスの違う千歳や丹下やさきっぽとも、一緒の授業を受けることがある。授業中の丹下は、すこぶる優秀だ。補講では毎日小テストがあるが、丹下は常に満点か限りなく満点に近い成績を修めていた。

　真夏の直射日光の下でも、雪女のように色白な千歳が言う。

「まりもは、高校受験はどうしたのだ？」

　日ひ頃ごろのテスト勉強に全力投球しなくて済んでも、高校受験はそうはいくまい。

　うちの学校は、地元ではなかなかの進学校だった。

　おれは、より充実した下校を送るため家から遠いうちの高校を選んだ。そのため中三の一年間は死ぬ思いで勉強した。あのときの記憶が呼び覚まされるから、高校受験とは実に嫌な言葉だぜ。

　嫌な記憶により顔が曇るおれ。隣を歩く丹下は、涼しげに答えた。

「受験勉強なんて全然してないよ。あはっ、だってその頃ころは少女漫画にハマってたし」

　さきっぽが「十と勝かちくーん」と泣き出しそうな声を出した。

「あーし、心の狭い子だよ。今、無性にたんまりと話したくないよ。どうしよぉ」

「自分を責めちゃいけねえ。丹たん下げに殺意を憶おぼえてんのはさきっぽだけじゃないからな、おれ達は一人じゃないぞ」

　頷うなずきあうおれとさきっぽ。

　丹下が「チョット十勝ちゃん！」とキツイ視線を、おれにぶつけてくる。

「さきっぽは殺意抱いてるとかゆってないし。テストなんてそんな難しくないじゃん」

「丹下もうやめとけ。全治三ヶ月はつらいぞ」

「うちなんで重体!?　え、ナニナニ？　誰だれかに襲われたりすんの？」

「この国には中高生が一千万人ぐらいいるからな。犯人特定は難しいな」

「恨み買う範囲広っ！　ナニよ、勉強ができるのはうちの取り柄みたいなもんなの。なんで取り柄で人に嫌われなきゃいけないの？」

　丹下は隣を歩くさきっぽを指さした。

「さきっぽにはカメラっていうすごい取り柄があるじゃん。ねえ、さきっぽ」

「神様、あーしは身体からだが小さいけど、そのぶん広い心をください。それが無理なら、たんまりをだんまりにしてください」

「だんまりってナニ!?　　だまってろってコトなの？」

　さきっぽは遠い遠ーい目をして言った。

「ううん。だんまりとは、上唇と下唇を返し縫いされたたんまりのことだよ」

「むごいっ！　むご過ぎる仕打ち！　ねえ、本気でそんなコトするつもりないわよね？」

「あーし、裁縫得意じゃないから。うーん、やらないよ」

「踏みとどまった理由が危あやういし!?」

　丹下をビビらせておもしろがってるさきっぽ。

　タチの悪いいたずらっ子モードのさきっぽになっちまったようだ。

　おれは二人を放ほうっておいて、千歳ちとせに話しかけた。

「千歳は家で勉強とかすんのか？」

「うん。わたしは人がいるところだと集中できないから……もっぱら家だ」

「そうか、千歳らしいな。図書館とかも行かねえのか？」

　千歳が「図書館なんて滅相もない」と言って、首をぶるんぶるん振る。いやー、気合いのこもった否定だね。

「どうしても家以外で勉強をしなきゃいけないのなら……わたしはマンガ喫茶に行く」

「えっ、マンガ喫茶？　いやいや、勉強から限りなく遠い場所じゃねえか」

「漫画はおもしろい。実におもしろい。わたしの読んだことないおもしろい漫画がすぐそばにある。ブースの外、どこかから漫画を読む誰だれかの楽しげな笑い声がする。

　わたしは弱い人間だ。でも欲求に打ち勝てる自分になりたい。じゃないと学ぶことに生きると書いて、『学生』と名乗る資格はないと思う」

「重度のストイック！　学生って身分のハードルはそんなに高くねえぞ」

　並んで歩くおれと千歳ちとせの間にさきっぽが「うむにゅ！」と言って入ってきた。さきっぽの後ろで「今食べたいものがあったら、ゆってね。ごちそうするからね」と、さきっぽに異様な媚こびを売る丹たん下げが気になった。

「あーしもね、勉強するときは家がいいんですよ」

「だよなー。やっぱり自分の部屋だよな」と、おれ。

「ううん。暗室で勉強するんだよ」

「さきっぽ……。おまえはどうしても斜め上をいくんだな」

「暗室って落ち着くんだー。十と勝かちくん、暗室は家の中で一番いい空間だよねぇ」

「賛同求められても!?　なんでどこのご家庭にも暗室完備だと思っちゃってるんだよ」

　千歳が「さきっぽよ」と、たまらず質問した。

「真まっ暗くら闇やみでは勉強ができないのではないか？」

「へっちゃららんだよ。歴史の教科書をまるまる暗唱するのとか、英語のリスニングテープ聞くとか。暗闇は最適なのだ」

　いろいろ気になることがありまくり。おれはひとまず聞いた。

「暗がりの中で、ちょいと教科書確認したくなったらどうすんだよ」

「へへーん、十勝くん、なんのためにカメラにはフラッシュって機能があると思うの？」

「絶対そのためじゃねえよ！」

　っていうか、さきっぽのカメラはフィルムじゃなくてデジタルだからそもそも暗室いるのかよ？とか。フラッシュ焚たかなくても、暗室の電気を点つければいいんじゃないの？とか疑問はもろもろあったが、それらは流れて……。

　丹下が「うちは家以外で勉強するよー」と話題に入ってきた。

「おお、丹下、どこ行くんだ？　やっぱ図書館か？」

「とりあえずファミレスかな」

「おっ、なんだその意外すぎず定番すぎないスポットは」

「『異性の何をしてる時の姿に惹ひかれますか？』みたいなアンケートってあるでしょ。

　そーゆうのの上位に大抵『仕事を頑張ってる姿を見た時』って回答があるのね。

　でもさ、うちらって学生だから仕事しないじゃん。

　うちらの場合、仕事ってゆーのは勉強なワケでしょ。で、頑張ってる姿って素敵じゃん。その素敵な状態の姿を家にいて誰にも見せないって、これってかなりもったいないから」

　不純な動機で勉強するやつもいたもんだ。

　丹たん下げは「あれ？」となにか閃ひらめいた顔をする。

「頑張ってる姿を多くの人に見てもらうなら、ファミレスよりゲーセンがいいかも」

「……本当にそこで教科書を広げられると思うか？　どこに机やテーブルがあるんだよ」

「うーんとね、例えばスマッシュエアホッケーの……十と勝かちちゃん、その冷たい目やめて。そうね、ゲーセンはギリアウトよね」

「なんでもうちょっとでセーフだと思ったよ。思いっきりアウトだろ」

「じゃあさ、そーゆう十勝ちゃんはどこで勉強すんの？」

「おれは家だよ」

「ふーん、で、家のどこかしら？」

　丹下がなにかを期待するような目をしてる。千歳ちとせもさきっぽもジーッとおれを見てる。

「自分の部屋だよ。なんだこのおもしろいボケを待つような空気は」

　丹下が「あーあ」と落胆したような息を漏らす。

「やっぱ、十勝ちゃんに大トリは荷が重いかぁ。ねえねえ、キララとさきっぽはさ、なんかこうしたら勉強捗はかどるみたいな勉強法ってあったりする？」

「おい、なんでおれには質問しないんだ」

　女の子達はおれを置いてきぼりにして、勉強法トークを始める。ひでえ話だ。

　さきっぽが「あーしは」とご機嫌に話し始める。

「教科書とかノートとかって読んでも頭に入ってこないんだよねぇ。だから、カメラで撮影するかな」

「え、ナニを撮影するって？」と丹下。

「もち教科書やノートだよ。ページを撮影して、Ａ４サイズで印刷してアルバムにすんの。そしたら頭にガンガン入るっすよ」

　除のけ者にされてたおれは、たまらず「おい、さきっぽ」と話の輪に割り込んだ。

「お前すごいな。さっきの暗室といい、カメラマンキャラからぶれなさすぎだろ」

「そうなのだ。あーしがぶれないのは写真だけじゃないよ」

　丹下が感心したように言う。

「さきっぽのは、すごいオリジナル勉強法ね。じゃあさ、次はキララの教えてよ」

「……わたしのはさきっぽのようにオリジナリティはないのだが」

「ナニナニ？」

「……ラジオを聞きながら、勉強する」

　おう、それは割と定番な感じがするな。

　丹下が首を傾かしげる。

「なんかチョットキララらしくないね。人の声が聞こえてくるのとか気になんないの？」

　人がいるところで勉強するのは苦手な千歳。確かにそれは疑問に思う。

「部屋に一人でいても、誰だれかの存在を感じていたい。だけど、その人にわたしの存在を感じてもらいたくはない。だからラジオは最適なんだ。ラジオとは実に素晴らしい発明だな。テクノロジーの恩恵を授かれるおかげで勉強ができる」

「ラジオにテクノロジーって言葉を使うヤツ初めて見たぜ。オススメの局とかあるのか」

「ああ。もちろんなんでもいいわけじゃない。ここにいない誰かの明るい声を聞いていると、世の中にはこんなに明るい声で楽しい話題を話し続けられる人がいるのかと思って、自分のことを見つめ直してしまうので。なるべくテンションの低い声で、さほどおもしろくない話題をダラダラしてくれるラジオがいい」

「それ逆に聞いてみてえな」

「ああ。特にお薦めしたいのが……」

　千歳ちとせからラジオの番組名を聞いた。放送は今晩みたいで、ものすごく気が向いたら聞いてみるとしよう。

　おれは丹たん下げに言う。

「言い出しっぺの丹下は、なんか勉強法とかあんのか？」

　もともと学校以外で勉強しないという丹下。特にこれって勉強法はないのかと思ったが、丹下は「へへーん」と自信ありげに話し始める。

「うちもキララみたいに、部屋で勉強するなら人の声を聞いちゃうなー」

「なんだ、丹下もラジオ聞くのか？」

　丹下が首を振る。

「じゃあＣＤとかか？　好きな音楽聴くとか」

「違うよ。ってゆーか十と勝かちちゃんってホント想像力ないの？」

「おい、おれの想像力がないって毎回の下校でちょいちょい言うの止めろ。最近、ほんとに想像力ないかもって思っちまってるんだぞ」

　丹下はおれからのクレームを無視し、「ジャジャーン」と鞄かばんからなにか取り出した。

「……それは、ＩＣレコーダーなのか？」と千歳。

「あはっ、キララ正解」

　丹下はレコーダーの再生ボタンを押した。

　……。聞こえてきたのは……丹下の声。

　内容は……えーと、なんか日本史について喋しやべってるみたいだが。

「これはなんだ？」と、おれ。

「歴史の教科書を読み上げてるの。うちの声ってカワイイじゃん、聞いててアルファー波が出るんだよね。こうするとね、ゲロゲロつまんない歴史の教科書の内容がサクサク頭に入ってくるから。カワイイ声で生まれると得しちゃうみたいな」

「今日の丹下すげえな。口を開けば、半分以上イラッとすること言ってるぞ」

「十と勝かちちゃん。ちなみに丹たん下げまりも朗読の教科書シリーズはなんと販売してるわよ」

「買わねえよ！　つーか、歴史以外はなにを録音したんだよ」

「主要科目はほとんど。で、オススメは保健体育かな。でもこれは非売品なの」

「なぜだろう。それが非売品だということを残念に思っちまった」

「ねえ、十勝ちゃんはどんな勉強法してるの？」

「おう。おれにもちゃんと聞いてくれたな」

　胸を張って答えてやった。

「まあ勉強のできるヤツからノートを借りたり、テストに向けてヤマを張ったりだとか、おっとゴロ合わせを憶おぼえたりするのも忘れちゃいけね……ん？　丹下どうした？　表情が能面のようだぞ」

「はぁー。十勝ちゃんに振るなら最初にしとけばよかった。ありきたりな勉強法の例を全部出してくれたわね」

　おい、定番はそんなにダメなのかよ。

　丹下はおれの不満になど気づかず、「えーと、次のお題いくよ」と言ってる。

「ずばり！　勉強の最中の息抜きってどーする？　まずはさきっぽ」

「あーしかい。うぅーん、ゴハン食べるかなぁ」

　食いしん坊のさきっぽらしい答えだ。やっとカメラ絡みの答えから離れたぜ。

　丹下が「へえー、ゴハンねー」と頷うなずく。

「でもさ、勉強してるときにお腹いっぱいになっちゃうと眠くならない？」

「ううん、それ大丈夫っす。勉強仕様の特製な食事だから」

「特製？　え、ナニそれ？　どんなの」

「むふふ。それは、暗記パンなのだ」

「え、暗記パンって、食パンに憶えたいことを書き込んで食べるヤツだっけ？」

「そうだよぉ」

　暗記パンなんて実際つくって食ってるやつがいたとは。

「えー。でもそれって、ホントに憶えられたりしないでしょ？」

「それはもち効果ないっすよ」

「さきっぽ意味不！　じゃあなんで食べてんの」

「だってー。それは息抜きなんだもん。効果があったら、勉強法のときに発表してるよ」

　要はさきっぽは、食パンが食べたいだけなのであった。

　次は千歳ちとせが息抜きを発表し始める。

「……わたしはその日にした下校を思い出すかな。楽しい気持ちになれるんだ。とても」

　……。千歳以外のおれ達はその言葉に照れて、おもわず微笑ほほえんだ。

　住宅街を歩くおれ達四人の間にハートウォーミングな空気が流れた。

　その空気は、本日共感を得られない回答を量産してるナルシストが喋しやべり出すまで続いた。

「やっぱり息抜きとゆえば、ササッとできるコトに限るよね。岩盤浴かなー」

「どんな環境で勉強してたら岩盤浴にササッと行けるんだよ」

「あ、やっぱ息抜きとゆえば、雑誌のパラ読みかな」

「岩盤浴の件くだりもう終わりですか!?」

「ねえ、十と勝かちちゃんの息抜きってナニ？　どんな定番を教えてくれるの？」

　マイペースな丹たん下げ。ビックリするくらい会話のキャッチボールができてねえ。

　おれは勉強している間のちょっとした休憩中になにをしていたか思い返した。

　そして、おれが息抜きを発表しようとしたところで……。

　丹下が「チョット待って」と、なにやら微笑ほほえみを浮かべる。

「十勝ちゃんの息抜きはナニか当ててあげる。えーと、靴磨きとか？」

「おう、確かに次の下校に向けて靴の手入れをすんのは好きだが、それじゃねえ」

　さきっぽが「はいはーい」と手を挙げた。

「十勝くんは、夜にその日の学校帰りに通った道をもう一度歩きに行く」

「夢遊病!?　そんな奇抜過ぎる息抜きはしねえよ」

　千歳ちとせが「わたしも答える」と、ジーとおれを見つめた。

「十勝は……下校の」

「違えよ！　ヒントは『下校』ですって出した憶おぼえはないんだが」

　さきっぽが「ええー」と心底驚いた顔をした。

「下校絡みじゃないのかい。じゃあムリだよ。迷宮入りだよー」

　千歳と丹下はコクコクと頷うなずいている。なんてやつらだ。

「いったんおれに抱いているイメージを、みんなで話しあわないか？」

　女の子達はシラーッと無視するので、おれは「コホン」と咳せき払ばらい。

「おれの息抜きはあれだ……」

　おれは、女の子達をゆっくりと見回し、続けた。



「息抜きは……テレビ観ることかな。バラエティ番組とかさ」



「溜ためてゆったくせにやっぱ普通だったし！」と、丹下。

「十勝くん、いいねー。意外性ないね。よっ、ミスター等身大」と、さきっぽ。

「下校中以外の十勝は変人ではないのだな。よかったよかった」と、千歳。

「おれになにを求めてんだよ。いいじゃねえか、普通の人間もいるから、個性的な人間が重宝されたり目立てるんだぞ」

　言ってて、なんかむなしくなった。

　自分のことをまるで没個性だと話すのが愉快なわけねえ。

　おれは悔しくなって言い返した。

「おれの勉強法は普遍的かもしんねえけど。定番ってのは実は一番いいもんなんだよ」

　女の子達は白けた目でおれを見ている。

　おれの勉強法はつまんないとその目が言ってる気がして、おれはある提案をした。

「ならよ、今日の夜はお互いの勉強法をそれぞれ実践してみようぜ」

「あはっ。なんかそれ、おもしろそーなアイデアじゃん」

「わお！　あーしの勉強法の素晴らしさをみんなにオススメしたかったから、ちょうどいいっすね」

「わたしの勉強法を他ほかの人にやってもらうのは気が引ける。でも、みんなのを実践してみたい」

　ということで。

　おれ達は、今晩互いの勉強スポットや勉強法を参考にして、勉強をすることに決めた。

　公平なクジ引きによって。

　丹たん下げの勉強法をさきっぽが試すことになり、

　千歳ちとせの勉強法を丹下が試すことになり、

　おれの勉強法を千歳が試すことになり、

　さきっぽの勉強法をおれが試すこととなった。



    

  
    
      



    

  
    
      　翌あくる日の補講の下校。

　おれ達はそれぞれの勉強を試した結果を発表した。

　まずはさきっぽから。

「うえーん。お金がすっかりなくなっちゃったよ。だって、ファミレスで勉強なんて無謀だぁ。美お味いしいものがすぐそこにあるんだもん。食べまくっちゃったー。お腹いっぱいになれても、財布はすっからかんだよ」

　さきっぽが実践した勉強法の生みの親の丹たん下げが言う。

「ねえ、ＩＣレコーダーに録音するのやってみた？」

「やったよぉ。それで、わかったことがありました。あーしって滑かつ舌ぜつ悪いっていうか、もしかして語尾がちょいちょい変じゃないですか？」

「いまさら!?　いや、さきっぽらしくてそこはいいとこだよ。なあ、千歳ちとせ、丹下」

　二人がコクコクと頷うなずく。

　さきっぽは自分のコンプレックスを発見し、お金をすっからかんにした。丹下オススメの息抜き方法である「雑誌のパラ読み」はしなかったらしい。全く勉強が手につかなかったのに、息抜きが必要になるわけがないからな。

　自分の勉強法が効果なかったと言われて、ふて腐れる丹下。

　次はその丹下が結果を発表した。

「うちはキララのを試したわけだけど。マンガ喫茶で頑張ったわよ。個室ブースの中でむりやり集中したから」

　これは以外だった。マンガ喫茶で勉強は絶対ムリだと思ったのだ。

　千歳は「さすがまりもは、学ぶことに生きる人。雑念は入らないのだな」と感心した声を上げた。

　しかし、丹下は「でも」と表情を曇らせる。

「勉強が捗はかどったのは最初の二十分ぐらいよ。それが限界だったわ」

　どういうことだろう。

「キララに教えてもらったラジオをイヤホンで聞いたの。パーソナリティがホントにテンション低くて、おもしろくもなんともないトークを延々繰り返してたわ」

　丹下は、お昼の放送に情熱を燃やす放送部員だ。つまらないラジオ番組を聞き続けるのは人一倍精神衛生上よくなさそうだ。

「それでも二十分間は、そのラジオを聞きながら頑張ったの」

「二十分後になにがあったんすか？」と、さきっぽ。

「リスナーからの募集コーナーがあったの。お題は『夏休みの思い出』。

　うちはソッコー山ほどのメールを送ってやったわ。おもしろ小ネタの数々をね。それともちろんパーソナリティへのダメ出しと番組の改善点も添えてね」

　昨夜のことを思い出して嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる丹たん下げに、千歳ちとせは「まりもよ、息抜きはしたのか？」と聞いた。

「ありがと。ちゃんとその日の下校を思い出したよ。それでさらに夏休みの思い出のネタが浮かんでラジオに送ってやったわ」

　それ息抜きになってねえ。

　マンガ喫茶で、ラジオ番組へメールを送りまくる。

　てっきり勉強は捗はかどらなかったのかと思ったら、最初の二十分であらかた宿題は終わり、二学期の予習も手をつけたとのこと。

　なあ丹下、お前はいつからそんな天才キャラになっちまったんだよ。

　今までクラスが違ったためにここまで明るみに出なかった丹下のお勉強できる一面に、一同がややつまらない気持ちになったものの……。

　気を取り直して、次はおれが発表する番になった。さきっぽが嬉き々きとして聞いてくる。

「十と勝かちくん、あーしの勉強法はどうだった？」

「おれのは本当に地雷だったぞ。当然家に暗室なんてねえから、電気を消して、月明かりや外灯も入らないようにカーテン閉めて、暗くら闇やみで教科書まる暗記にチャレンジしたよ」

　さきっぽはワクワクした目でおれの話を聞いているが、丹下と千歳は「ごくろうさま」っていうような同情の目を向けてきていた。

「暗闇で足の小指を机の端にぶつけて痛かったなー。それに教科書確認しようとして、いちいちケータイのフラッシュ使った。めんどくさかったし、全然確認できねえ」

　丹下は「よくやったねー十勝ちゃん」と半分呆あきれて半分おもしろがってた。千歳は「十勝は素直な人だ」と感心してくれている。

　さきっぽは「教科書を写真に撮ってアルバムにする勉強法はどうだった？」と、瞳ひとみを輝かせて聞いてくる。

「それがぶっちぎりでめんどくさかったぞ。親のデジカメを借りて、ちゃんと撮ってプリントアウトした。教科書数十ページのアルバムつくるだけで、小一時間かかったぜ。

　あ、それと息抜きの暗記パンもやったぞ。

　食パン食い過ぎ＆デジカメの写真の用紙を使い込み過ぎで、小遣いを減らされちまった。言うまでもねえが勉強は進まなかったぞ。食パン食ったから腹一いつ杯ぱいで晩飯抜きだし。

　はぁ、息抜きが最もつらいってどういうことだ」

「そっかぁ。十勝くん、食パンに書いた字はちゃんとイチゴジャムを使ったかい？」

「ジャムのチョイス間違ったから、つらかったわけじゃねえよ」

　丹下、さきっぽ、おれの昨夜の勉強はボロボロだった。

　最後に千歳ちとせの結果発表を聞いた。

「わたしは、十と勝かちのを試したわけだが……すごく捗はかどりました。自室にて、今度のテストのヤマを張ったり、歴史や化学記号のゴロ合わせをしたり」

「おお、それはよかった。なによりだ」

「息抜きはとても……その……ドキドキしたし」

　息抜きがドキドキした？

　どういうことだろう。

「わたしは昨日家に帰って、早い時間に夕食を食べたんだ。そして……ちょっと居眠りをしてしまって。夜の十時過ぎに起きたんだ。

　そこから勉強をしたのだが、実は、そのー、わたしの部屋にはテレビがなくて。

　十勝がいう息抜きを試すために、テレビのある居間に行ったんだ。

　居間の電気を点つけたら家族に気づかれてしまうと思って……暗くら闇やみの中、テレビにイヤホンをつけた。さっそくバラエティ番組を探したんだが……そ、その……えーと」

　モジモジとし出す千歳。

　おれは思い当たった疑問を聞いてみる。

「ちょうどその時間に適当なバラエティ番組がやってなかったのか？」

「ううん、やってた。一つのチャンネルだけやってたのだが……それが、なんていうか」

　ん？　なんだろう。

　おれと丹たん下げとさきっぽは、千歳の次の言葉を待った。



「ちょ、ちょっと…………エッチな番組だったんだ」



　千歳は顔を真まっ赤かにして俯うつむいてしまう。

　丹下がニヤニヤした顔で聞いた。

「キララは、それ見たの？」

「ああ。十勝がいつもしてる息抜きだから、ちゃんと試さないと……十勝に悪い」

「チキララ偉い子です。頑張ったね！」と、さきっぽ。

「十勝ちゃんのコトを恨まないであげてね」と、丹下。

「待て待て、急速におれが悪者に仕立て上げられてるが、おれはその、エッチなバラエティ番組なんて普段見ねえぞ。夜中に息抜きはしねえ」

　おれの言葉を聞き流して、丹下が「ねえキララ、で、結局それは息抜きになったの？」と聞いた。

　千歳は、「え、あ、う」と一層モジモジとする。

　よくよく考えたら、真夜中に女子高生が家族の寝静まった家の真っ暗な居間で、エッチなバラエティ番組をイヤホンで視聴するって、すごい光景だな。万が一、家族に見られたときのリスクは、ハンパないぜ。

　千歳ちとせはなぜかおれのほうをチラチラと見て、か細い声で息抜きの結果を答えた。



「……う、うん。その、あの、とても勉強になりました。……保健体育の教科書では、わからないことがわかるようになったというか。……えっと、お、男の人の、ア、アレは、いろいろ大変なんだな」



　千歳は自分の発言に瞬時にして照れたのか、頬ほおを赤くしてダッシュしてしまう。

　さきっぽは「わお！」と冗談みたいな声を上げて、千歳を追いかける。丹たん下げは「キララ足速すぎ」と、その場で笑って見送ってる。

　そのときのおれはというと。

　男のアレがいろいろ大変だと、千歳に思わせたバラエティ番組の内容がすこぶる気になっていた。

　番組名をあとで聞いておこう。

　ところで。

　アレっていうのは、えっと、ドレだ。



    

  
    
      
第四話　私服の回in夏祭り



　夏休みが始まって、およそ二週間が経った。

　今日は補講最終日。

　補講には帰りのＨＲがないから、その日の全授業が終わった直後に得られる解放感や学生の本分を十二分に全うしたという充足感を噛かみしめたまま、一気に教室の外へと飛び出せる。

　だから。いつもなら、いの一番で教室を出て行くおれなのだが……。

　今日は全授業が終了したにもかかわらず、席からすぐに立ち上がれなかった。

　原因は……。



　今日の下校があまりにも特別過ぎるからだ！



　補講の全日程が終わっちまえば、当分下校はできなくなる。

　二学期の頭にある学祭の準備のため、夏休みの終盤は学校に行くことになるだろうが、その準備が始まるまで下校はねえ。

　今日という日が過ぎ去れば、前代未聞の驚天動地の意気消沈の戦々恐々の十日間以上、下校をしねえって日が続く。

　禁断症状は免れられないかもしれん。それがどんな症状なのかはもちろんわかんねえ。

　それに、今日の下校の存在を特別と区別するのは……。

『下校にしばしのお別れを告げる』

　って意味だけじゃない。

　今日は学校帰りにいつものメンバーで、地元のお祭りに行くことになっていた。



　……祭り。



　そいつはまさに夏の一大イベント。

　これといった下準備や事前のシミュレーション、「よおセレブ」と揶や揄ゆされるほどの大金を用意しなくても、子供から老人まで大多数の人間が会場にさえ辿たどり着けば、雰囲気からして楽しめてしまえる催し事。それが夏祭り。

　今日は、雲二つか三つしか視認できない晴天。

　気心の知れたメンバーと、学校帰りに年に一度の夏祭り。

　財布には軍資金もなかなかある。

　これだけの好条件が揃そろっていて、今日の下校をとびっきり楽しめなかったら、これはすなわち……。

　下校家の名折れだ。

　人生の節目節目に記入を求められたり、自己紹介という名で発表を強いられたりする、自分の特技と掲げるものから「下校」を省かなくてはいけなくなっちまう。

　おれの下校は、もはや趣味をも超えた特技だと自負している。

　下校が特技とは、どういうことか？

　それは、たとえ一切の金銭を持たず、どしゃぶりの中、一人ぼっちで下校しても、雨に打たれながら懸命に生きようとする草花を見たりすることで、充実した気持ちを得ることができ、結果やはりこの悪状況下でも、下校を一時もつらいと思うことなく家まで辿り着けるということだ。家の玄関で外靴を脱ぐ折には「あー、楽しかった」と呟つぶやく自信もある。

　人はそれを、お前の気分次第じゃないか、と言ってくる。

　だが、下校の神髄とは詰まるところ、気分次第なのである！

　誰だれも楽しめなさそうなどしゃぶりの日は、下校を楽しいと思うハードルが自おのずずと低くなっているのだ。

　例えるなら、卵と白米とわずかな醤しよう油ゆしか食材がない状況でチャーハンをつくるとする。そんな状況でつくられたチャーハンと知っていれば、美お味いしいと感じるハードルは知らぬ間に低くなっているだろう。なぜなら、それは持てるもので最善を尽くした感があり、具がないことの物足りなさもしょうがねえよと、脳が無意識下で一いつ蹴しゆうするからである。

　だが、夏祭りは学校帰りのイベントとしては、まさに高級食材。これをどう料理すればいいのか、そのまま食べても美味しい食材をどう調理するのか。

　ヘタなことだけはできねえ。

　今日のおれの心境を理解できるやつがいるとしたら、初めて見る高級食材を目の当たりにして、それで絶品料理をつくれとオーダーされた駆け出しの料理人ぐらいのものだ。

『夏祭り』『今日の下校が終われば当分下校はない』

　それらは目の前にぶら下がったご馳ち走そうであり、高い壁だ。

　そういった深刻な事態に陥ってることを、授業終わりにハタと気づき、武む者しや震ぶるいしたおれは席をすぐさま立てなかったのだ。

　……。

　………。

　しばしの瞑めい想そうの後のち。

　己を鼓舞した。

　おれは昨日今日下校し始めたわけじゃねえ！　もう四ヶ月も前から誰だれに見せても恥ずかしくねえ下校を送ってきたんだ！

　今こそ、一学期に幾多も経験してきた下校術の全すべてを見せるときだ。

　はて？　下校術とは如い何かなるものか？

　わからねえ。

　でも、わかることは一つある。

　おれは、下校が好きで好きで仕方ねえってことだ。

　この気持ちさえあればどんな下校にだって、立ち向かえる。

　おれは勢い勇んで席を立つ。

　今日の下校を味わい尽くすという決意と覚悟を込めた一歩を踏み出す。

　そして、おれは下校のスタート地点として名高い正面玄関前ロビーへと向かうのである。



　ロビーにて。

「っていうわけだからよ、今日の下校は、おれの下校家生命がかかってるんだ。ハードルの高い下校になっているが、下校家の名に恥じぬようなとびっきりナイスな下校にしたい。みんな、覚悟はできてっか」

　おれは教室を出る前に巡らせた考えと熱い思いを、千歳ちとせ、丹たん下げ、さきっぽにじっくり聞かせた。

「……」

　どうしたというのか？

　おれの今日の下校にかける情熱を全すべて伝えたってのに、女の子達は口を開こうとしない。

　おれは目があった丹たん下げに言った。

「やっぱり男のロマンってのは、女には伝わんねえのか？　まあ仕方ねえよな」

「うわっ、この人怖いよ。自分の話がわかりにくいことを男のロマンのせいにしてるし」

「ん？　話がわかりにくいって？　丹下は学校のお勉強はできんのに、人の話を聞くのは苦手なんだな。まあ、人間誰だれしも不得意なことがあるから。おうドンマイ」

「な、な、なんでうち慰められてんの!?」

　丹下は屈かがみながら、さきっぽの胸に飛び込んでいく。さきっぽは「よしよし、ちょっとイラッとしたよねー」と丹下の頭を撫なでている。

　さきっぽがキリッとした目でおれを睨にらんでくる。

「十と勝かちくんの下校絡みの話はね、チキララのネガティブモードの話に続いて、ついていくの大変なんだから。いきなり共感してもらおうなんて思っちゃ、そりゃダメなのさ」

　……お、そうか。

　確かに今日は特別な下校なんだと気負っちまって、冷静さを失ってた。

　熱くなり過ぎちまうなんて……クソッ。

　情けねえ！

　おれは昨日今日、下校し始めたわけじゃねえのによ。

　おれは女の子達に、頭を下げた。

「すまねえ」

「うむにゅ！　十勝くん、頭を上げてくれです」と、さきっぽ。

「おれは、わかりにくいことを暴走気味で話すのはすげえダメな行為だと思ってる。危あやうく千歳ちとせ並みのちんぷんかんぷんな話をしちまうところだった。さっきの話だけど、砕いて言っちまえば、今日も下校を楽しもうってことよ」

　さきっぽは「にゃはは」と、楽しげに笑った。

「わかっとるよ。あーしこそごめん、十勝くんの話は共感しにくいみたいなこと言ってもうたぁ」

「いや、いいんだ。さきっぽだってよ、心を鬼にして別に言いたくもねえことを言ってくれたんだろうし」

「わかってくれてうれしいっす」

「なあ丹下、すまねえ。おれはみんなに共感してもらえる男のロマンを語れる男になる」

「うん。十勝ちゃんはキララと違って共感できる話をしてくれるって信じてる」

「ありがとよ。よっしゃ、夏の日の下校行くか！」

　ロビーを歩き出すおれ達。

　玄関で、おれのうしろの千歳ちとせが「なぜだろう」とボソッと言った。

「とても前向きで温かいムードにみんなが包まれているのに、わたしの心に小さなトゲが刺さった気がするんだが」

　おれは振り返った。

「いったいどしたよ。今の話の輪に千歳は入ってなかっただろ」

「うぅ……そうなのだが」

「なあ千歳、よくわかんねえことは気にすんな」

　おれは玄関の向こうに広がるギラギラと陽ひ射ざしが降り注ぐ夏の光景を指差した。

「外を見ろ。下校の始まりを祝福するような晴天だぜ。さあ行くぞ」

　千歳は「ひとつだけ確認したいのだが、みんなはわたしのこと嫌いではないよな」と、なぜかおれ達からの好感度を気にする。

　そんな千歳に、おれ達三人は声を揃そろえて「なわけないじゃん」と返答し、ハードルの高い下校に挑むのであった。



　制服のまま、お祭りに行きたくないから一いつ旦たん家に帰って、それからお祭り会場に集合しようよ。

　そんな提案をしたのは自称ファッションリーダー（ナルシストはなぜか自称が多い）の丹たん下げだ。

　このまま学校帰りに行くほうがよくね、とおれが丹下の提案を退けようとすると……。

　丹下が「うふっ」と冗談みたいな艶つやっぽい笑みを浮かべる。

「そんなコトゆっていいの？」

「どういうことだよ丹下」

「今日はすっごい暑いしさ、うち、キャミソールにミニスカート着てくるかもよ。うちってさ、おっぱい大きいからキャミソールすっごく似合うんだよ。どう？」

「いやいや、そんなものより、一分でも多い下校時間だろ」

「うちのセクシーな私服姿がそんなもの呼ばわり！」

「なんだ、そんなに見せたかったのか？　仕方ねえな、じゃあ今度着てるとこ写メ送っといてくれ。なあ、それでいいだろ」

「ナニそのどーでもいいって感じ!?　うちの私服姿を雑に扱われたよっ」

　丹下が「うわーん」と、百パーの嘘うそ泣なきの声で千歳の胸に飛び込んでいく。

　千歳が静かなトーンで「十と勝かちよ」と言う。

「すまないが、わたしも一旦家に帰りたい。着替えをしたくて」

「おおっ、そうか。千歳ちとせの私服か、なんか気になるな」

　千歳の胸の中で、丹たん下げがキッとした目でおれに振り返る。

「なんでキララの私服には食いつくのよ！」

　さきっぽはニコニコしながら、「たんまり、大丈夫だよぉ」とその肩をポンポンした。

「十と勝かちくんはシャイだから、たんまりの『おっぱい』って言葉ですっかり動揺しちゃったんだよ。そっけないリアクションしたのだって、脳内がおっぱいおっぱいおっぱいで埋め尽くされてるのを誤ご魔ま化かすためだよ、ね」

「ねじゃねえよ！　なんちゅう決めつけしてくれるんだ」

「ん？　ムッツリスケベ野郎は、なにか異議でもあるのかい？」

「異議だらけだ！　おれの頭ん中がどうなってるとお思いで？」

　無責任なさきっぽは、ここまでのやりとりを全部放ほうり投げて「うむにゅ」と言って、駆け出していく。

　さきっぽ、自由すぎだろ。

　残されたおれは、丹下と目があう。

　……なんか言って欲しそうな顔をしてる丹下。

　おれは苦々しい口調で言った。

「わぁーったよ。一いつ旦たん家に帰ってくれ」

　丹下は上目遣いの目でジーと見てくる。

「十勝ちゃんはさー。なんでうちに家に帰ってほしいのかな？」

「……丹下の私服姿も気になるから、着替えてきてくれ」

「あはっ。ねえ十勝ちゃん。『誰だれよりもカワイイ丹下の私服姿が超気になるから、おれのために着替えてこい』ってゆって」

「おい、なぜ丹下の希望するフレーズを言わなきゃなんねえんだ」

「いいじゃん、ゆってよ。別にＩＣレコーダーに録音して、十勝ちゃんはうちのこと好きなんだって噂うわさを流すってゆってるワケじゃないんだし」

「んなことされるなんて全く思ってねえよ」

「いいから、ねえ、一回だけゆってよ」

　下校家として、今日はすこぶる楽しい下校にしたい。

　ナルシストで負けず嫌いのご機嫌は取っておくことにしておく。

「……誰よりもカワイイ丹下の私服姿が超気になるから、おれのために着替えてこい」

「きゃは。結構嬉うれしいみたいな」

「よかったな。よし、さっさと家に行って着替えてこい」

「ねえ十勝ちゃん。えっと、次のフレーズはね」

「調子に乗んな！　次はねえよ……ん？　千歳、モジモジしてどうした？」

　丹たん下げにくっつかれたままの千歳ちとせが、物欲しそうな目でおれを見ていた。

「これは、わたしも十と勝かちに言って貰もらいたい言葉を一つだけなら言って貰える流れか？」

「いや、別にそういう流れじゃないんだが」

「……」

　千歳の瞳ひとみが日陰のガラス玉みたいになった。

　おれは、その抜け殻のような瞳に弱かった。

「いや、おれなんかでいいならなんでも言うぜ。どんな言葉だ？」

　千歳の瞳に輝きが戻り、「十勝よ」と呼んでくる。

　いや、ずっと見つめあってるんだから、あえて名前を呼ばなくても、おれは身体からだも顔も意識も千歳に向いてるぜ。

　千歳が思い詰めたような憂うれいのある表情を見せて、「ではいくぞ」と言った。

「『どんなに辛つらいことがあっても、泣きたいことがあっても、悲しいことがあっても、きっといつかいいことがあるから。頑張って、でも頑張り過ぎたと思ったら、休んで。だけど最後には前向きに強くたくましく、生きて生きて生き抜いてくれ』……と、言ってくれないか？」

「長なげえ!?　そして、千歳なにがあったよ!?」

　で、このあと。

　おれは千歳がご所望するフレーズを口にし、千歳が「ああ、生きるよ、生き抜くよ」とやけに感動的に囁ささやいたところで、おれ達は学校最寄りの停留所（自由人さきっぽと合流）に着き、着替えのため一時解散した。

　というわけで。

　今から二時間後に祭り会場集合なわけだが、おれは家に帰るつもりはなかった。

　祭り会場は学校から行くにはおれんちの正反対だったし、別におれは私服に着替えたいって気分でもなかった。

　なんと言っても下校家としては、祭りは下校時に行くのが粋ってもんよ。

　待ち合わせ時間までは、市内を適当にブラブラ散歩でもしてよう。

　祭りでは、出店できっといろいろ食べることになる。

　がっつし食べるためには、しっかり腹を空すかせておく必要があるからな。



　二時間後。

　学校から「彩いろどり納涼祭り」の会場である彩駅前大通りに、おれはいた。

　結局、千ち恵え里り高から五キロ近くある距離を歩いてきたってわけだ。

　いやー、でも定期使用区域外だったので、交通費を抑えられてよかった。今日は割とお金を使う下校になりそうだからな。

　待ち合わせ場所は、彩いろどり駅構内の改札前のベンチ。

　午後二時過ぎの駅のベンチは人もチラホラ。夏休み中だから、いつもより学生の数も少ない。

　……どうやら、おれが一番乗りのようだった。

　ベンチに座り、二時間歩きっぱなしだった足のストレッチをしていると、遠くから「十と勝かちくーん」って声が聞こえたきた。

　さきっぽが来たようだな、と声の方向を見やると……。

　おれは「やっぱり！」っていうか、でも「それはないと思っていたぜ」と危き惧ぐしていた事態が現実になっていた。

　予想通りかつそれはないでしょと思わせたさきっぽの私服姿は……。

　紺色の短パン（ビックリだが、中学の指定短パンのようだ。『富ふ良ら野の』と名字がマジックで書かれている）に、真ん中に白字で「猛暑」と書かれた黒いＴシャツ姿だった。

　首から提げてる立派なカメラを除けば、小学生の男子みたいな格好だ。

　いや、それでは小学生の男子に失礼だ。

　最近の小学生の男子の服は、ファッショナブルな若いお母さんが買ってくるから、あんなにダサい仕上がりにはならねえ。

　虫取り網さえ持っていれば、これからどちらに昆虫採集に行くんですか？って状態だ。

「よお、さきっぽ。似合ってるなー」

「十勝くんてばヤダなー。お世辞でも嬉うれしいっす」

「今までおれの言ったことが、全すべて偽りでもこれだけは真実だ。おれの知る限り、その格好が最も似合う女子高生は、さきっぽだぜ」

「えへへ、そっか。迷ったけどこっちの服にしてきてよかったなぁ」

「……」

　おれは、さきっぽが服選びで逡しゆん巡じゆんしたという事実に打ちのめされた。

　服選び決定戦で、中学の指定短パンと猛暑Ｔシャツにあえなく負けた無惨な衣類が気になった。

「どんな服と迷ったんだ？」

「うんとね。短パンは同じなんだけど、Ｔシャツに『残暑』って書いてるヤツがあったんだよぉ、でもまだ残暑って季節じゃないのでそいつはパスしました。やっぱり服選びに季節感は大事っすよねぇ」

　季節感って以前の問題じゃねえ。

　普段の制服姿では全くわからなかったさきっぽのファッションセンスに驚嘆していたら、さきっぽが「はうあ！　たんまりが来たっす」と指差した。

　おれは、おそるおそるさきっぽの指の先の方向を見やる。

　さきっぽでこの私服なのだ。ナルシストの自称ファッションリーダーはどんな格好をしてくるのか不安たっぷりだったのだ。

　振り返った先……。

　駅のまばらな人混みを抜けて、こちらに歩いてくる丹たん下げは……浴衣ゆかた姿だった。

　白地に青の小花柄。

　目を奪われた。

　すごく似合っていて、それなのに丹下の顔は、いつもみたいに自信に漲みなぎってる感じでもなくて、むしろ俯うつむきがちで表情には恥じらいのようなものが浮かんでいて、気になって目が離せなくなる。

　あまりにも可愛かわいいからか、おれの目の前にくるまでの数十メートルの間で、丹下とすれ違った男達が背中越しにチラチラと振り返っていく。

　チラ見の男達は、丹下がおれの前に立ち止まると一様につまらなさそうな視線を残して、どっかに去っていった。

「おう丹下」

「と、十と勝かちちゃん」

「えっと、おっす」

「制服姿なんだね」

「ああ、これがおれの正装みたいなもんだからよ」

「ふふっ、意味わかんない。ねえ、うち……に、似合ってるかな？　あの、浴衣とか着たコトなくて」

　丹下は両手で巾きん着ちやくの紐ひもを持って、その手の先を落ち着きなくクネクネさせてる。

「ああ、とってもさ、似合っちゃってると思うぜ」

　丹下の顔から恥じらいのようなものがパッと消え、代わりにいつもの自信が返ってきた。

「そ、そうでしょ！　そうなのよっ、うちって特別カワイイから浴衣なんて超カワイク着こなしちゃうみたいな。ってゆーか、うちに着こなせない服なんてないみたいな」

　いきなりご機嫌になった丹下。おれはさきっぽをチョンチョンと指差した。

「よお着こなし名人。こいつを着こなせるか？」

　丹下は、すぐおれの隣にいたさきっぽの存在に、たった今気づいたようだ。

　丹下は「ええ！」と驚きの表情。

「さきっぽってわかんなかったし。どこの小学生が十勝ちゃんの隣にいるのかと思った」

　小学生。やはり丹下もおれと同じような感想を抱いたようだ。

　さきっぽは、自分が小学生呼ばわりされても全く気にした様子もなく、カメラを構えて、「シャッターチャンス！」と叫んで丹下を激写し始めた。格好が変わっても、デジャブですか？ってくらい、いつもと行動が同じだ。

　おれは丹たん下げに「でもよ」と言う。

「丹下が来るまではハラハラしたぜ。すげえ露出してくるかと思った」

　丹下は「ちっちっち」と立てた指を振る。

　なんかめんどくさい仕草。そういう仕草のあとには決まってめんどくさい恋愛論が始まる。

「男の人がね、露出の多い女の子を見て喜ぶのってさ、それは本当に好きな子じゃない場合なの。

　自分の彼女とか恋人にしたい人に、不特定多数の男性の目がある公衆の面前でさ、露出多めでいてほしいとか思わないでしょ」

　丹下がルンルン顔で、独自の恋愛論を繰り広げる。とっても幸せそうだ。

「よって、男の人から真剣な交際を求められる女の子になりたかったら、露出は少なめでいけってコトなの。ねえ、さきっぽそんなに太もも出しちゃダメよ。遊び人の男が群がってきちゃうわ」

　短パンにＴシャツのさきっぽに、遊び人の男が群がってくるかはわからねえが、今回の丹下の持論はなかなか頷うなずけた。

　確かに、好きな子にはそこらへんで露出多めでいてほしくねえだろうな。そういった方面の変態以外は。

　おれは気になったことを丹下に聞いた。



「で、丹下はいったいどこの男に真剣な交際を求めてもらうためにアピールしてんだよ」



　丹下の表情は、いつもデコメのようにコロコロ変わる。

　今この瞬間も表情が激変。自信ありますけどナニか？みたいな顔が、みるみるうちに赤くなりオドオドし始める。どうしたよ？

「え、な、な、ナニその質問！」

「いや、別に普通の質問だろ」

「えっと、そ、その、アピールしたいのは」

　丹下が、おれから目をそらす。

　まるで駅構内から答えを探し出そうとするようにキョロキョロする。

　おれの軽い気持ちで聞いた質問で、丹下が原因不明のテンパりを見せ始めたことに戸惑った。

　丹下は「ふー」と息を一つ吐いた。



「アピールしたいのは、ナ、ナンパしてくる男に対してなんでぃしゅよ」



「語尾の噛かみ方えげつないな」

　丹たん下げさん、今ものすっごいヘタクソな嘘うそ吐きましたよね。

　でも、あまりにも真剣な顔で嘘を吐いた人に「嘘ついたな」と言えないのが人情である。

「にゃはは、たんまりが嘘吐いたぁ」

　人情がないやつがいた。

　丹下が慌てて言う。

「う、嘘じゃないし。ナンパする男へのアピールだから」

　いつからそんなにナンパ男を求めるやつになったんだ、と問いかけようとして、おれはそれを視界の端に捉とらえ……。

　言葉を失った。

　さきっぽと丹下は、それに気づかずじゃれ合ってる。

　それが、おれ達の存在に気づいたようだ。



　遠くで小さく手を振っているそれとはすなわち、千歳ちとせである。



　ビックリするほど真ピンクのワンピースを着た千歳が、こちらにやってくる。

　おれは今日、四ヶ月間毎日のように一緒にいる女の子三人の制服以外の姿を初めてお目にかかった。

　さきっぽの私服姿に妙な納得を覚え、丹下の浴衣ゆかた姿にすっかり見とれ、千歳の私服姿に深い謎なぞを感じた。

　なぜにそんな、どこのパーティにこれからご出席されるんですか？って聞きたくなるようなフリフリのワンピースを着てんだ。しかも、全面にシルバーのスパンコールが輝くカゴタイプのバッグまで持ってる。ちょっと重そうだが、なにを持ってきたんだ？

　丹下とさきっぽも近づいてくる千歳の存在に気づき、その瞬間にフリーズした。

　長身の千歳に、確かにその服はすこぶる似合っていた。

　……だが。

　あまりにも日ひ頃ごろの千歳のイメージからかけ離れたファッションだ。

　おれは、目立つのが苦手な千歳のことだから、私服は最悪黒くろ子このような全身黒ずくめでやってくるかと思ったが、その真逆だった。

　千歳がおれ達の目の前で立ち止まる。

「……」

　おれ達三人は見事な絶句。

　千歳は、心なしかいつもより少し明るい表情で言った。

「おお、さきっぽの格好可愛かわいいな。それにまりもは浴衣ゆかたか。てっきりすごいセクシーファッションかと思ったから、浴衣とは意外だな」

　誰だれよりも意外な格好で来たのはアンタだ！と、おれ達三人の中でアイコンタクトが行われた。

　丹たん下げが「ねえ、キララ」と手探りのような声で言う。

「どうした、まりも」

「すごい似合ってて、マジ可愛いよ」

「そ、そうか、嬉うれしいぞ。これはわたしの一張羅だから、似合ってよかった」

「キララの服の趣味チョット意外ってゆーか、ねえ、なんでその服をセレクトしたの？」

　千歳ちとせはヒールのある靴を履いてるから、身長が完全におれより高くなってる。

　彩いろどり駅構内で待ち合わせたのは失敗だったか、通り過ぎる男共だけじゃなく女の人もおれ達を見て、振り返っていく。

　千歳を見た女性の「わあ綺き麗れい、モデル？」って声が聞こえた。

　頷うなずける。身長百七十センチででたらめにスタイルのいい千歳は、高校生には見えないし、一般人にも見えなくなってる。

「……この世界のどこか遠く、自殺の名所として有名な黒い橋があったんだ」

　あれ？　服の話をしてたはずなのに、なぜ千歳は自殺の名所の話をし始めてるんだ？

　おれと丹下とさきっぽは、ピンクのワンピを着た同級生の話を黙って聞いた。

「その黒い橋では自殺が後を絶たない。自殺が繰り返される……そこで、その黒い橋を真ピンクに塗り替えたそうだ……すると自殺者はすごく減ったんだ」

　へえー。感心して話を聞き終えたが、その自殺の名所の塗り替えと、千歳が今着てるピンクのワンピースには、なんか関係があるんだろうか？

「色には力があるんだ。黒を身に付けるとネガティブな影響を受けてしまう。

　……そして、わたしはポジティブな人間になりたい。

　よってわたしは衣類から黒を永久追放した。ピンクを着ていると、どこか明るい気持ちになれる気がするんだ」

　千歳の話は迂う回かいしたものの、服の話へと戻ってきた。自殺の話で発展していかなくてよかった。

　さきっぽが「それ納得の話ですよ」と頷いた。

「明るい色のお洋服はハッピーな気持ちになれる気するよん……はうあ！」

　顎あごを引いたさきっぽは、自分のＴシャツを見た。

「あーし、黒いＴシャツ着ちゃってるよ。ううー、致し方ない」

　さきっぽの両手がＴシャツの裾すそにかけられる。

「致し方ないってなにする気だ！」

　おれは必死にさきっぽを止めた。

「十と勝かちくん。あーし、ネガティブにはなりたくないっす」

「Ｔシャツ脱ぐのは、ネガティブになるとか以前の大問題だぞ」

「安心してください。秘策があるっす」

「なんだ、着替えでも持ってきてるのか？」

「十勝くん、ボディペイントって知ってますかぁ」

「秘策安心できねえ！」

「ぬふふっ、冗談だよ。だって、あーし絵がヘタだし」

「さきっぽの才能が写真で本当によかったよ」

　おれがさきっぽとああだこうだやりとりしているうちに、丹たん下げが千歳ちとせに言った。

「そっか。キララはそーゆう色好きなんだね。ってかよかったね、うちの学校の制服も明るい色で」

　千歳は「ああ」と頷うなずいた。

「我が校の制服は気に入っている。もし、女子の制服も男子の制服みたいに暗い緑色だったら、わたしは最悪の場合……」

　最悪の場合なにが起きるんだよ。

　おれと丹下とさきっぽが固唾かたずを呑のんで待つと。

「いや、最悪の想像などやめよう。ところで三さん途ずの川を渡るのに必要な三さん文もん銭せんとは、今の価値でいくらなのだ？」

「最悪の場合がなんだったかわかっちまったよ！」

　千歳のワンピ姿をカシャカシャと撮り始めたさきっぽが、「チキララに質問です」と挙手をした。

「その格好だったら、ここまで来る途中もすっかり目立ったんじゃないかい。チキララ目立つの苦手なのに」

「ああ、いろんな人に見られた。多分わたしのような女は、黒い服を着て日陰を歩くのがお似合いだと思われたのだろう。でも、わたしは世間の冷たい視線に負けない」

　明るい服を着ても、やっぱりでたらめにネガティブな千歳だった。

　さっきからおれ達の横を通り過ぎる人達の「キレイ」「美人」って囁ささやき声が聞こえてないんだろうか？

　ひとまず、駅構内でウダウダしててももったいない。

　すぐそこでは、もうお祭りが始まってるのだ。

　こうして、制服姿の男子と、短パンＴシャツ姿と浴衣ゆかた姿と真ピンクなワンピの女子というバラバラな格好をした四人で、いざ、お祭りに行くことになった。

　　　　　　　　　　＊



    

  
    
      



    

  
    
      　十と勝かちちゃんが、うちの浴衣ゆかた姿を褒めてくれた。

　――ああ、とってもさ、似合っちゃってると思うぜ――

　えへへ、十勝ちゃんがゆってくれたこのフレーズは、永久保存版にしなきゃ。

　うちは、頭の中で十勝ちゃんの言葉を十勝ちゃんの声で何度でも再生できちゃう。それはうちの秘密の特技って感じ。

　にしても、さっきは危なかったなー。

　うちって演技と嘘うそが上う手まくて助かったみたいな。

　十勝ちゃんにアピールするために露出の少ない服選びをしたなんて、間違っても十勝ちゃんにゆえるわけない。

　そんなの恥ずかしくてリアルに死んじゃう！

　ハズ死にしちゃうよー。

　ふぅー。なんとか、十勝ちゃんへのさりげない浴衣アピール作戦はバレなかったケド。

　うちがナンパを待ってるみたいに思われるのはガチで不本意だし。

　ナンパな男とか、ぜんぜん無関心なのに。

「たんまり、あれ見て見て！　綿アメでやんす、おっとケバブも発見ときたもんだ！」

　片側二車線の道路を五丁ほど歩行者天国にしてるお祭り会場は、まだ昼の二時過ぎだから、人の数はそれほどでもない。小さな子供や中高生。お年寄りの姿が目立つ。

　道路の両サイドには出店が並び、お祭りの出店とゆえばコレだよね、って誰だれもが思い浮かべるような店が並んでる。ケバブがあるってのはチョット意外だったケド。

　うちは隣で園児のようにはしゃぐさきっぽにゆった。

「さきっぽはいっぱい食べそーだね」

　今は夏休み中だから、放送部もお休み。このお祭りの紹介はしない。

　いつもはついつい街のイベントを取材の目で見ちゃうけど、今日はなんも考えずに楽しんじゃお。

「モチだよ。祭りの食いもんは大した完成度じゃないけど、妙に美ビ味ミなんすよね。チャッチー味を無性に摂取したくなるときがあるんですよ！」

「お願いだから、店先ではチャッチーは禁句よ」

「たんまりもたんまり食べて頂ちよう戴だい。ぬふふふ」

　さきっぽが自分で言ったダジャレで変な笑いを見せる。

　さきっぽってすっごく小柄で中身は完全に少年みたいだけど、実は綺き麗れいな顔のつくりしてるし、メイクとかして、女の子っぽい服とか着たら、かなりの美少女になるの確定だと思うんだけどな。もったいない。

「うちは美お味いしいものを吟ぎん味みしよっかな。夏は特にスタイル命だから」

「さすが。たんまりのナイスバディにみんなにんまりっすよ」

　ひどい出来のセクハラオヤジギャグ。さきっぽの中身は少年ときどきオヤジも入っちゃってるかも。美少女の道遠し。

「あはっ、サンキュ。うちのボディはオールウェイズシャッターチャンスよ」

　うちはさきっぽと楽しくじゃれ合いながら……。

　すぐ前方を歩く十と勝かちちゃんとキララを見た。

　あーぁ、こうして四人で居られるのも、今日が終われば当分お預けになっちゃうのか。

　えっと、確か……。

　さきっぽは写真旅行に旅立つとかゆってたし。

　キララもお母さんの田舎に行くとかゆってたし。

　十勝ちゃんは特にどこ行くとかゆってなかったけど……ってゆーか、うちも家族と出かける予定とか入っちゃってるし。

　明日から下校がない。

　だから、みんなに会えない。……十勝ちゃんに会えないよ。

　夏休みも終盤に突入すれば、二学期の最初にある学祭の準備とかで学校に行くコトもあるハズ。

　それなら、十勝ちゃんに会えそうだけど、それだって十日以上先だ。

『十日以上』

　十と勝かちちゃんと四月に出で逢あって以来、史上最大に会えない時間が続く。

　ヤだヤだ！

　うち、耐えらんない。耐えられそーもないよ。

　明日以降だって、別に電話したりメールしたり、それに会おうよってゆうコトもできるだろうけど。

　でも、そんなの恥ずかしいし！

　なんか、うちが好きなのバレちゃうみたいで恥ずかしい。

　もし、バレちゃうくらいなら、バラしたい。

　うちは今日一つの決意を持っていた。

　一日、一日、補講の日が過ぎてくにつれて、もうすぐ十勝ちゃんと会えなくなっちゃうよ、なっちゃうよ。そう思ってて……昨日の夜。

『明日が終わっちゃったら、ホントに当分会えなくなっちゃう』

　その現実が急にすっごくリアルな形になって、うちは途方もなく淋さびしくなっちゃった。

　補講初日からカウントダウンしてたのに、きっとそれは覚悟してなかったんだ。昨日の夜、十勝ちゃんと会えなくなるコトを覚悟してなかった自分に気づいた。

　そして、うちは決意したの。



　補講最終日に十勝ちゃんに告白するって。



　だから。

　今日のうちはそのコトばっかり意識しちゃってる。

　十勝ちゃんの姿見ると、基本冷静さ失い気味だし。

　ふぅー。

　とにかく、告白のコトばっかり意識し過ぎないように。

　いつものうちらしく振る舞っていられるように。

　ひとまずさきっぽとおしゃべりして、いつものうちらしさを取り戻すプラス和もうと思ったら……。

　さきっぽは普段堂々と歩いちゃダメな車道のセンターラインの白線上からはみ出ないように歩いている。歩行者天国を存分に楽しんでるご様子。さきっぽの顔が真剣そのもの過ぎて、気軽に話しかけらんない。

　休日に友達何人かでいるとき、みんなといるのに自分がポツンと誰だれとも喋しやべってないで隙すき間まみたいな時間があると、不安ってゆーか、え、なんで今うち誰ともしゃべってないの？って気にしちゃったりするケド。

　この四人でいるときはそんなコト感じたりしない。

　四人でいる楽しさもあって、まるで一人でいるときのような気安さもあるみたいな。

　四人全員がお互いに好きなコトをやってる感じなのに、誰だれかが誰かに合わせるために変にムリとかしたりしないし、不思議と四人が自由気ままに振る舞って、みんながいい感じになれてる気がする。

　こんなコトゆうのめっちゃ恥ずかしいから、あえてゆわないケド、ホントうちらの相性って抜群に良すぎだよね。いつまでも一緒に居たいとか思うし。

　もし、十と勝かちちゃんとつきあえるコトになれちゃっても、学校帰りは変わらず四人で下校していたい。うちはさ、十勝ちゃんと休日にデートができて、平日は夜に電話できたりとかしたら、全然最高なんだから。

　夜の電話かぁ。

　……えへへ。

　つきあえちゃったら、彼女なんだから電話とかしちゃってもいいんだよね。

　十勝ちゃんとうちって携帯会社同じだから、話し放題無料的なサービスに加入しなきゃ。

　話し放題無料とか、マジ携帯会社グッジョブだから。

　うちが考え事に夢中になってると、前を歩いていたキララが振り返って「まりもよ」と呼んでくる。キララって凛りんとした声で畏かしこまって名前を呼んでくるから、いつもどんな重大な話を切り出されるのかと、一瞬構えちゃう。

「なあに、キララ」

「十勝がチョコバナナを食べたいと言うのだ。しかし、あんな黒塗りのものを口に含むというのは、ネガティブな影響を受けてしまいかねないと思うのだが、まりもは平気か」

　キララがまた変なコト言いだしてるし。ホントキララっておもしろい。

　うち、キララといくら一緒にいても全く退屈しない自信あるなー。

「キララ大丈夫よ。チョコバナナにはキラキラしたトッピングがかかってるでしょ、だから真っ黒じゃないよ。ネガティブにならないから」

「そうか。まりもがそう言うなら、ひどく安心した」

　微笑ほほえんだキララの横で、十勝ちゃんが「おい」と声を荒げる。

「なぜまりもの説明だと安心すんだよ。おれだって大丈夫だって言ったろ」

「すまない。十勝のテンションが高すぎて、耳を塞ふさいでいたんだ」

「待て待て、むしろ耳穴かっぽじれ。おれ達が行く初夏祭りの初買い食いだぞ。テンションが上がるだろ。まさに今日は記念すべき下校だ」

「記念すべき下校の頻度がおよそ週三なのだが。記念ってそんなに多いものなのか？」

　キララと十勝ちゃんのやりとりを、後ろでにやにやしながらうちは見てた。

　キララはいいなー、って思うコトがある。

　うちは、十勝ちゃんのコトを好きになるなんて思いもしなかった出で逢あった日に、十勝ちゃんって呼び方をしちゃったから、ずっと十と勝かちちゃんって呼び方のまま。

　うちも、キララみたいに呼び捨てで十勝って呼んでみたいなー。

　もし、つきあえちゃったら、彼氏って呼び捨てで呼んでいいんだよね。

　うわー。それってすっごく恥ずかしいかも。

　ってゆーか、なんで十勝ちゃん絡みのコトって恥ずかしいコトが多いんだろ。

　告白だってさ、とびっきり恥ずかしいしさ。

　……あれ？

　今日、告白するって決めてたのはいいケド。

　どうやって告こくればいいの？

　だって、うちらって基本四人でいるから、二人っきりになるチャンスないってゆーか。

　それにどんな風ふうに告白すれば、十勝ちゃんの気持ちをグラッとさせられるんだろ。

　うちは学校のお昼の放送で恋愛のアドバイスとかしちゃってるけど、実体験皆無だから、こーゆうときどーすればいいのか、実はあんまりよくわかんないし。

　でも、きっと成功率を上げる告白時のシチュエーションみたいのあるよね。

　告白の成功率を上げる努力を今からでもしなきゃ。

　じゃなきゃ、日ひ頃ごろ恋愛のアドバイスを人にしてるまり姉の名が廃る。

「なあ丹たん下げ」

　十勝ちゃんが振り返って、声をかけてくれる。

　十勝ちゃんのコト考えてるときに、十勝ちゃんに不意打ちで話しかけられるのは、反則なくらいドキッとしちゃう。

「なあに？」

「丹下もチョコバナナ食うか？　記念すべき祭りの初買い食いだ。ごちそうするぜ」

　……うちも。

「あはっ、十勝ちゃんサンキュ、ゴチになりまーす」

「丹下に千歳ちとせ、これ食ったら次は射しや的てきに行くぞ。……お？　さきっぽのヤツはどこ行っちまったんだ」

　……うちも、十勝ちゃんに下の名前で呼ばれたい。



　うちはチョコバナナを受け取って、自分の着てる浴衣ゆかたの裾すそを眺めた。

　青い小花が舞っている。

　今日の星座占い。恋愛運◎　ラッキーカラーは青。

　キャミとミニスカートをやめて浴衣にしたのは、青のキャミやミニスカートを持ってなかったって理由もあったりしちゃうんだなー。

　今日のうちは超占い信じてるから。



    

  
    
      
第五話　恋愛相談の回in夏祭り



　おれは、夏祭りの持つ大きな力を再認識していた。

　夏祭り。こいつは、楽しめねえってほうが難しい。

　お祭りに来る前は、年に一度の特別な行事＆今日が終わればしばし下校にありつけないという状況から、かなり気負っちまっていたが……。

　それは全くの杞き憂ゆうに終わった。

　夏祭り会場に着いて、もう一時間になる。今は三時十五分。

　おれは存分に楽しんでいた。

　チョコバナナ→イカ焼き→綿アメ→やきそば→りんご飴あめ。

　食いもんの黄金リレーもすでに済ませている。

　金銭的にも胃袋的にも黄金リレーが可能だったのは、最初のチョコバナナは一人一本で食べたが、それ以降の食いもんは一つだけ買って四人で分けあって食べたのだ。

　ちょびっとずつ沢山の種類を食べることができる。四人で祭りに来るってのはいいもんだぜ。

　あ、ちなみに。

　りんご飴はそれぞれ買った。

　さすがに一つの飴を四人でペロペロするわけにはいかねえしな。

　おれは、チョコバナナを振る舞ったお礼に、女の子三人からりんご飴を三つご馳ち走そうなった。

　同時にお礼をしようとしてくれなくてもいいんだが、奢おごってもらったりんご飴はでたらめにうまかった。

　うまいと楽しいが、繰り返される祭り会場において、気になったこともあった。

　丹たん下げが、なんか小食なんだ。

　気になるのはそれだけじゃない。

　丹下が、なんとも丹下らしくねえ感じがする。

　みんなで射しや的てきや型かた抜ぬきをしたのだが……。

　負けず嫌いでその上、勝負ごとが大好きな丹下は集中力を欠き、射的では見当違いのところにコルクを飛ばし、型抜きは開始五秒で型を木こっ端ぱ微み塵じんにした。

　それでさぞかし悔しがるかと思えば、心ここにあらずといった様子で、さほど勝敗の結果も気にしてないように小さく息を吐くだけだった。

　丹たん下げ、もしかして具合でも悪いんだろうか？

　自分が祭りをしこたま満喫してて、すぐそばにいる仲間の体調不良に気づいてあげられねえってのは、全くもって好きじゃねえ話だ。

　丹下に「どっか調子悪いのか？」と声をかけたら、「う、ううん。超コンディションいいから。ってゆーか、むしろ今日は万全じゃないと困る的な！」と意味不明の元気の良さを見せてくれた。

　まあ、丹下自身が元気だっていうなら、あんま踏み込まないどく。お節介はするのもされるのも好きじゃねえしな。

　一枚の型かた抜ぬきに十分以上要して、けれども着実に正確に型を抜いていく千歳ちとせを出店の前で待つ時間。

　さきっぽはカメラを片手に、あたりをキョロキョロとしている。

　夏祭り会場に着いて結構時間は経ってんだから、真新しいものを見てまだ落ち着かないってわけじゃないと思うが。

「よお、さきっぽ。なんか気になるもんでもあんのか？」

「うーん、実はっすね。あーし売春されたんだ」

「え!?　ば、売春!?」

「ごめん一字間違ったっす。買収ですたい」

「それ、特に間違ったらいけない部類！　って、買収ってなんだよ」

　さきっぽは「ぐふぐふ」と鍋なべが煮立った音に似た妙な笑い声を上げる。笑い声のレパートリーなんでそんなに多いんだ？

　おれと丹下は、依然型抜きに取り組む千歳の姿を視界に捉とらえながら、さきっぽの話を聞いた。

「新聞部が、写真を撮ってきてくれって言うっすよ。どうやらあーしのことを我が校一のカメラマンだと思っちょるらしくて」

「そりゃ文句なしで我が校一だろ。写真集まで出版してるしな」

　おれがそう言うと、丹下が「で、なんの写真を撮ってきてってゆわれたの？」と質問した。

「それはカップルだよ。夏祭りとかのイベントごとには、学校で公然とつきあってるわけじゃないカップルもやってくるです。交際を隠してるそんなカップルを見つけて、二人を激写するっす」

　新聞部は、いったいなにがしたいんだろう？

　とりあえずわかったのは、ゴシップ好きのバカの集まりのようだ。

　丹下が「それ一理あんね」と頷うなずいた。

「カップルは夏祭りデートとか絶対外さなさそーだし。で、さきっぽはなにで買収されたワケ？」

　さきっぽは、「むむむ」と苦しい顔をした。

「あーしにとって写真は魂っす。生いき甲が斐いだし、写真に対してマジメでありたいっ」

「おう、わかってるぞ。さきっぽの熱い情熱をよ」

「それなのに。それなのに。……あーしは、魂を売ってしまったっす」

　さきっぽは瞳ひとみの端に涙を浮かべる。うるうるしながら続ける。

「ゴシップを撮るために、あーしのカメラはあるわけじゃないのに！」

　多額の金銭のやりとりが行われた気配を感じて、おれは「ゴクッ」とツバを呑のんだ。

「いかほど？」と聞いたのは、丹たん下げだ。

　さきっぽは、周囲を気にするように鋭い目つきで見回したあと。

　静かに……。

　ゆっくりと……。

　胸の高さまで両手のグーを掲げ、それを開いた。

　右手はパーの形になり、左手はチョキの形になっている。

　指が……七本立っている。

　丹下が先走った。

「え、七本って七千円？」

　誰だれと誰がつきあってんのか。そんな証拠写真を入手するために、カメラマンに七千円もギャラを出そうとしてたら新聞部は大おお馬ば鹿かだ。

　さきっぽは、ふるふると首を振る。

　丹下が焦った感じで「え、まさか」と声をひそめる。

「一本千円じゃなくて、それより上の単位ってコト？」

「たんまり違うよん。指一本は、あくまでそのままの単位で一本なのだ」

　人を買収するときに使う、一本で数えるものといえば？

　……金の延べ棒、なわきゃない。

　うーん。

　考えてるうちにさきっぽが答えた。

「実は…………うまい棒を七本貰もらったんだよ」

「わざわざ溜ためて言うことじゃねえなそれ！　ってか、え、うまい棒で魂売ったのか？」

「十と勝かちくん。あーしの魂なんてそんなもんすよ。ケッ」

「どうしてやさぐれちゃったんだよ」

「だって、だってー。目の前に大きな誘惑があったら、人間はそれに屈してしまう弱い生き物ですよ」

「確認するけど、この場合の大きな誘惑ってのは、うまい棒のことだよな」

「うむにゅー。あーし、うまい棒出されたら、いいなりになっちゃう体質なんだもん」

　どんな体質だよ、って言おうとしたら、丹たん下げがおれのほうをすごい形ぎよう相そうでキリッと見てきて、声を失った。

「十と勝かちちゃん」

「な、なんですか？」おもわず敬語になる。

「金こん輪りん際ざいうまい棒を買っちゃダメだよ！」

「あれ、なんでおれの買い物に制限が設けられたんだろ」

「世の中にはね、やっていいコトとやっちゃいけないコトがあるんだよ。だからそれは想像で止めておいてね」

「どうして人生訓みたいなこと言いだしちゃったよ。ん？　想像？　おい、まさか、うまい棒を使っておれがさきっぽになにかをさせるとでも思ったのか？」

「十勝ちゃんの変態！　うちの口からナニをゆわせようとしてるの？」

「なにも言わせようとしてねえよ。あのー、この話題からお引き取り願えますか？」

　事の発端になったさきっぽが「十勝くん」と話題にカムバック。

「あーしにしてほしいことがあるのかい？　メンタイ味くれたら、あーしのこと煮るなり焼くなり状態っすよ」

「なあさきっぽ、うまい棒がそんなに好きだって話をよそでしないほうがいいぞ。多分」

　おれがさきっぽにそう忠告すると、丹下が鋭い声で「十勝ちゃん」と呼んでくる。いやー、見事に嫌な予感しかしねえ。

「いいなりになるさきっぽを独り占めする気なの？」

　もうつきあいきれん。

　おれが無視すると、丹下が一気に弱々しい声になって言った。

「さきっぽが男性恐怖症になっちゃうようなコトはやめてね」

　無視してる場合じゃねえ。

「丹下、お前は絶対おれという人間を勘違いしてる。今度一回時間をかけて話しあおう」

　おれと丹下が型かた抜ぬき屋の店先で馬ば鹿かなやりとりを続ける中、突如さきっぽが「うむにゅ！」と声を上げた。

「あんなところに隣のクラスのボーイミーツガール発見！　ちょっくら行ってくるよぉ」

　さきっぽは走り出す。

　おれはその背中に言った。

「知らない人にうまい棒出されても、ついてくなよ」

　さきっぽは了解したのか否か。

　小さな手を振った。

　そして、その小さな背中も人混みに紛れて、すぐに見えなくなった。

　……千歳ちとせの姿を探した。

　型かた抜ぬき屋の簡易長机は、店のオヤジの周りにロの字の形に設置されてて、店先からだとピンクのワンピースの千歳の頭頂部が見える。

　千歳は、綺き麗れいな髪を机の上に垂らして、一心不乱に、けれど細心の注意を払って、未いまだ型抜きに取組中だ。

　ってなわけなので。

　おれと丹たん下げは、二人きりになった。

　千歳の戦いはもうちょっとかかりそうだし、そこらへんでなにか食おうか？と誘おうと思ったら……。

　丹下がすごくせっぱ詰まった声で「ねえ十と勝かちちゃん」と呼んできた。

　何事だ。

「どしたよ」

「う、うん。えっとね。実は十勝ちゃんに話したいコトがあるってゆーか」

　なんだろう？

　丹下は熱でもあるかのように赤い顔をして、千歳のモノマネみたいにモジモジし出す。

「十勝ちゃんさ」

「ああ」

「彼女とかいる？」

「なんだよそれ。いるわけねえだろ。っていうか、んなこと知ってるだろ」

「ははっ。だよね」

「おうよ」

「うん」

　……。

　………。

　なんでか、ビックリするくらいぎこちない空気が、おれ達の間で流れ始めた。

　午後三時半の陽光が降り注ぐお祭り会場。人々の楽しげな喧けん噪そうの中、丹下はなぜか俯うつむいてしまってる。

　彼女ってわけじゃなくても女の子と二人っきりでいるとき、相手の女の子がつまんなそうにしてたり、原因不明の元気がないような行動を取られると、おれは内心ちょい焦っちまう。

「なあ丹下。おれに聞きたいことって、もう終わりか？」

「え、えーとね。き、き、聞きたいコトは、まだ、ま、まだあるよ。うーっと、じゃあ、ひ、ひ、質問です」

「丹下は今、何回噛かんだでしょうとかじゃないよな」

　おれの冗談はサラッとスルーされた。

　丹たん下げは祈るような顔でおれを見つめて「十と勝かちちゃんはさ」と言ってくる。

「誰だれかとつきあいたいとか、彼女ほしいとか思ったりしてる？　ちゃんと下校以外にも関心持ってる？　ちゃんと下校以外にも青春しようとしてる？」

「心配無用！　確かにおれの生活の限りなく中心に下校はある。が、しかし、おれはそれだけの男じゃねえんだぜ！」

　どこか元気のない女の子には、おれは逆に元気な感じで会話をしちまう。

　でも、おれの元気は、今はちょいと空回っちまったかもしれねえ。

　……丹下が、今までにあまり見せたことない類の表情をしていた。

　おれの発する言葉を一字足りとも聞き逃さないとするような真剣さを帯びていて、それでいて、触れたら壊れちゃいそうな繊細な雰囲気もその表情には同居していて……とても綺き麗れいな顔だな、と思った。

　……。二人になってから、何度目かの沈黙。

　おれに聞きたいことの話は終わったのかな。

　そのとき、型かた抜ぬき屋の店内から拍手の音が聞こえてきた。

　拍手の中心、千歳ちとせが、型抜き屋のオヤジからなにか小袋を手渡されている。どうやら、型抜きを成功させ、賞金をもらったようだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　すげえな。型かた抜ぬきを成功させるやつなんて初めて見たぜ。

　千歳ちとせが小袋を胸に抱え、あたりをキョロキョロする。

　おれと目があって、千歳の顔に誇らしげな笑みが浮かぶ。

　千歳の口が動いた。声は聞こえない。

『やったぞ、十と勝かち』

　そう言われた気がした。

　自然と千歳のほうに歩き出した……おれのＹシャツの裾すそを丹たん下げが掴つかむ。

　振り返る。

　そこにあった丹下の顔に、

「えっ」

　おれは、おもわず声をもらした。

　余裕がないっていうか、緊張しすぎっていうか、顔が赤すぎっていうか、唇がなぜか濡ぬれてるっていうか、なんでそんな透き通った瞳ひとみでまっすぐおれを見てるんだっていうか。

　とにかく。

　なんちゅう顔してんだよ。って言いたくなるような顔をしてた。

　怒ってるとか、喜んでるとか、悲しそうとか、そんな一言で言い表せない複雑な表情だ。

「丹下、どしたよ。千歳んとこ行こうぜ」

　丹下は裾を離さない。

　丹下は立ち止まったまま、地面に向かって言った。



「実はうちね、十勝ちゃんのコトが――」



　スタタタッと足音があっという間に近づいてきて、「うむにゅ！」と、さきっぽが丹下の身体からだに抱きついた。

　……。

　さきっぽが「ぬ？」と顔を上げた。

「あーし、まさか出会い頭の衝突事故ばりに悪いタイミングで登場しちゃったかい？」

「そ、そんなコトないから。あはっ、さきっぽ、おかえりー！」

　さきっぽがやってきて、雰囲気が瞬間的にいつもの丹下に戻った。

　なんか引っ掛かる気分だが。まあ、でも元気ねえ感じの丹下じゃなくなって、よかった。

　千歳が小袋を持って、おれ達の元に戻ってきた。

　おれと丹下は拍手でお出迎え。さきっぽは「あう！」とカメラを構える。

「うわあ、型抜き成功したんだぁ。チキララすげーすげー」

「ははっ、いや、そんな大したことではない。あ、今のはそんな大したこともない型抜きを成功できなかった者に対しての悪口ではないぞ。偶たま々たまなんだ。まぐれみたいなものだ」

　千歳ちとせは自慢するのが、ドヘタなやつだ。一枚の型かた抜ぬきに二十分ぐらいかけておいて、まぐれもあるまい。

「にょほほ、とにかくチキララの型抜き成功記念写真を撮るよん。日本全国の祭りの出店で型抜きを失敗して、なけなしの小遣いを使い果たした多くの小学生達の無念な気持ちを吹き飛ばすような、強大な喜びを全身で表現してくれっす」

　千歳はでたらめにハードルの高い喜びのポーズを求められて、あたふたしてる。

　カシャカシャ。

　カメラのシャッター音が響く中。

　おれは丹たん下げに言った。

「さきっぽが来る前になにか言いかけてたよな。おれのことがどうとかって」

「え、それは、な、なんでもないから。ホントなんでもないみたいな。アハッ、十と勝かちちゃんたらナニゆってんの？　ウケる。アハハハッ」

　おれは、これでもかってくらい強引に笑って誤ご魔ま化かそうとしてる人を初めて見た。

「いや、なんでもねえってことはないだろ」

　おれと丹下の会話に、写真撮影を終えたさきっぽと千歳がやってくる。千歳が「なんの話をしているのだ」と聞いてくる。

　おれもなんの話かわかっちゃいない。丹下に目配せすると、唇の端をペロッとなめてから「実はね」と話し始めた。

「補講の休み時間中に、うちへの恋愛相談がきたの。それでね、男の子である十勝ちゃんのアドバイスも貰もらおうと思ってたとこなの。そーゆうワケだから十勝ちゃんよろしくね」

「お、おう」

　丹下の勢いに押されて、なんだかよくわかってないが頷うなずいた。

「にょほ。なんだい、どんな内容の相談なんだい」と、さきっぽ。おれもまずそれが気になっていた。

　毛先をクネクネといじりながら、丹下が話し始めた。

「夏祭り中にね、高校一年生の女の子のほうから、普段仲良くしてる同級生の男の子に告こくりたいってコトなんだけど。どうやって告るのがベストかな？みたいな相談なんだよね」

「夏祭りって、この夏祭りなのか」

「うん、まあ、そうなの」

「おお、タイムリーだな。うちの学校の一人の女子が、この祭りのどこかで男子に告白するわけか。なんかいいね、そういうの。青春してる感じだな」

「アハッ、十勝ちゃん、オヤジみたい。でね、夜にその男の子とここに来るみたいだから、できたらそれまでにアドバイスしてほしいって感じなの」

「おいおい、なら急がないといけねえな」

「うん。だからね。十と勝かちちゃんだったら、お祭りの最中に女の子にどうやって告白されたら嬉うれしいか教えてよ」

　というわけで。

　おれ達はどっかの誰だれかの告白が上う手まくいくように、あれこれ話しあうことにした。

　ひとまず落ち着いて話せる場所を探して、みそおでんが食える屋台の四人がけの簡易テーブル席に陣取った。

　夏に食う熱あつ々あつのおでん。注文したときは軽く罰ゲーム気分だが、いやいや、大根がメッチャうめえから。

　でも暑いときに熱いものを食うってだけで苦痛を感じちまう軟弱者が多いせいか、テーブル席はやっぱりガラガラだった。

　なんで店主は夏祭りにおでん屋で出店したのか？　謎なぞだ。

　人が少ないというだけでひどく安心する千歳ちとせは、シラタキをほどいて一本ずつ、ツルツルやってる。実に幸せそうだ。

　さきっぽは、丹たん下げに寄せられた恋の相談を話しあうために来たことも忘れて、右手にちくわ、左手に牛すじを持って、おでんの早食い＆大食いを披露してくれてる。

　約二名、恋の相談の戦力にはならなさそうだ。

　いや、気を取り直していこう。

　おれは「でもよ」と、一人だけおでんを注文しなかった丹下に言った。

「そもそも好きな人から告白してもらったら、どんなシチュエーションだろうがオッケーだろ。逆に好きじゃねえ人に告白されたら、どんなタイミングでもダメじゃね」

「チョット十勝ちゃん、そんな元も子もないコトゆわないでよ」

　丹下のその言葉に、千歳もさきっぽも頷うなずく。

　さきっぽは牛すじをアムアムしながら頷いたから、串くしの先が口内に刺さったっぽい。ちょびっと痛がってる。

　さきっぽの身体からだを張った天然ボケに気づかず、丹下は話を進める。

「こーゆう感じの告白すれば成功率が上がるとか、こーゆう告白は男子がヒくってゆーのを聞きたいワケなの」

「どんな告白されたら嬉しいかってことだろ。いやー、経験ねえからわかんねーな」

「経験ないってゆっても、十勝ちゃんは恋愛したいなーって思ってるんでしょ。それなら、こんな告白されたらいいなーとか妄想するでしょ。うち知ってるんだから、十代の男子は呼吸をするように妄想するって」

「それどこで教わったよ！　妄想か。いやいや、ちょっと時間をくれ」

「十勝ちゃんたら、すぐ妄想も発表できないなんて。授業中とかはナニやってんの？」

「勉学に勤いそしんでんだよ！　男子は授業中に妄想しまくる生き物だって価値観改めろ」

　やっと、一個のシラタキを食べ終えた千歳ちとせが「はい」と挙手をした。おれ達の中でしゃべり出す際は挙手をするようにとは義務付けてないはずだが。

「はい、チキララ！」と、さきっぽが先生のように千歳を箸はしの先で当てた。おい、箸の先からおでんの汁飛んだし、三滴ぐらいおれにかかったぞ。

「わたし達が、女の子がこんな告白を男の子にするのはどうかと提案するから、それを十と勝かちが審査してくれ」

「おう。自分じゃ、あんま浮かばねえけど。良し悪しぐらいならつけられそうだぜ」

　さきっぽが「わお！」と、はしゃいだ声を出す。

「おもしろそうです。あーしも考えるよ」

「どしどし告白プランくれ」

「うむにゅ。浮かんだよぉ」

　それから。

　千歳とさきっぽによるムチャクチャな告白法が、矢継ぎ早に提案された。

　告白法１。好きな人に自分の素性を知ってもらうために戸籍謄本と小学校の卒業文集を持って行くとか（千歳案）。

　告白法２。相手にプレゼントをして喜んでもらいたいという目的から、保冷バッグにガリガリ君を持参していき、保冷バッグごとプレゼントするとか（さきっぽ案）。

　告白法３。もし、つきあってみて相性が悪いと感じたら交際七日間以内ならクーリングオフできる、と書いた保証書を手渡すとか（千歳案）。

　告白法４。つきあったら、今はもう使ってないカメラ一式と三脚をセットであげるよ、と物で釣ろうとしたりとか（さきっぽ案）。

　告白法５。未亡人にそそられる男性が多いと聞くので、喪服を着て告白に行くとか（千歳案）。

　告白法６。好きな人に自分がどれだけ想おもっているか伝えるために、その人の写真集（盗撮した）を作成して、それを見せながら愛を伝えるとか（さきっぽ案）。

　ビックリするくらい役に立たない告白法が、発表され続けた。

　おれは当然、全すべてをボツ判定。

　いつの日か、千歳とさきっぽが自分の好きになった人に告白するような場面があったらと思うと、今から心配になる。

　で、おれのボツ判定にもめげず、千歳とさきっぽはまたシンキングタイムに入ってる。

　おれは気になったことを、しばらく黙ってる丹たん下げに聞いた。

「なあ丹下、告白法のアイデアはないのか？」

　いつもなら、こういうとき丹下が一番おしゃべりなはずだった。

「う、うち？　うちがわかるワケないじゃん。わかったらよりにもよって十と勝かちちゃんに相談なんかしないよ」

「ん？　よりにもよってって……おれに恋愛相談するほど、せっぱ詰まった状況だってことか。背に腹は代えられない的な」

「そ、そ、そうよ。十勝ちゃんにアドバイスしてほしいなんて思うのは、きっとこれが最初で最後みたいな」

　丹たん下げはおれから目をそらして、短冊形のおでんのメニュー見て「ここの店ってかき氷ないの？」と、無茶を言い始める。

　なんか今日の丹下は調子狂うなー。なに考えてるのか、よくわかんなくなることがある。

　丹下が視線をそらしたまま、小声で言う。

「十勝ちゃんはさ」

　こうして弱々しい感じの丹下の声で、今日は何度名前を呼ばれただろう。

「なんだ？」

「一般的な男子の場合とか気にしないで、十勝ちゃんの場合はさ、お祭りに一緒に来てるって状況から、どーゆう告白をされるのがいいの？」

「おれか。うーん」

　夏祭りで、同級生の仲のいい女子から告白される。

　……おれは真剣に考えた。

「そうだな。まず、恥ずかしいからよ、当然人ひと気けのないところがいいな。夏祭り会場から少し離れた場所。ちょっとした林とかあったら、いいかもしれねえな」

「十勝よ。人ひと気けのないところというのはいいな。共感できるぞ」

「でもぉ。林の中って怪しい感じがするっす」

「さきっぽ安心しろ。超健全だ。夏祭りで告白されるんなら、女の子には浴衣ゆかたを着ていてほしいな。そんでもってあれだな、林の中で二人っきりで線香花火がしたい。

　……ん？　なんだ千歳ちとせとさきっぽ、微笑ほほえましいものでも見るような目をして」

　さきっぽが「十勝くん、ロマンチックすね」とケタケタ笑い、千歳は慈愛を思わせるような女神の微笑みを浮かべる。

「十勝が、浴衣姿の女の子と線香花火がしたいという。なんとも平和な願望を抱く青年に育ってくれて、本当によかった」

「お前は、どの立場から喜んでるんだよ」

　コホン。おれは咳せき払ばらい一つ、話を続けた。

「パチパチと輝く火種を二人で見つめ続け、最後の線香花火のその火種が落ちた直後。

　少しばかり、もの悲しい気持ちになってるおれに、女の子は優しく言うんだ。

『落ちちゃったのは火種だけじゃないよ』って。

『わたしも恋に落ちちゃった』って。……そして、見つめあう二人。女の子は花火より熱い想おもいをおれに告げてくるんだ」

「十と勝かちよ、なぜか鳥肌が出てきたんだが」

　千歳ちとせがワンピースのむき出しの肘ひじをさすり始めている。

　さきっぽは「のほほ」と笑いながら、両腕でバツをつくる。

「告白するときに、そんな妙に上う手まいセリフを言っちゃう女の子はイラッとするっす！」

「うるせー。これはあくまでおれの憧あこがれなんだよ。いいだろ、おれの場合はどんなふうに告白されたいかなんだから、なあ、そうだよな、丹たん下げ」

　おれの理想の告白のされ方について、失笑の千歳と苦笑のさきっぽとは打って変わって、丹下は「ここ、テストに出すぞ」と教師が言ったテスト範囲をノートに取りつつ聞く生徒の真剣な顔さながらに、おれの話を聞いていた。

　丹下は、力強い頷うなずきと共に言った。

「ありがと、十勝ちゃん。すっごく参考になったよ」

　丹下のその言葉に、さきっぽが「えっ！」と驚きの声を上げた。

「たんまり、どしたの？　十勝くんのを参考にするなんて、判断力失ったの？」

　千歳も言う。

「まりも、止めておいたほうが無難だ。そんなのを参考にしたら、まりもが今こん日にちまで築き上げてきた恋愛相談の信頼を失うことになるぞ」

「おれの理想が随分な言われよう！　なら、千歳とさきっぽもナイスな告白方法考えてみろよ」

　おれは迂う闊かつにも忘れていた。

　千歳とさきっぽは、ムチャクチャな告白方法を湯水の如ごとくどんどん考えられるセンスを持ちあわせていたのだ。

　千歳が挙手をして言う。

「そうだな。男の子に好かれたい場合は、その人の胃袋を掴つかめと聞いたことがある。告白までにしっかり格闘技を体得して、胃袋を掴みたいと思う」

「あのー、それ本気では言ってないよね？　告白現場が事件現場になるから」

　今度はさきっぽが「これしかない！」と胸を張って言う。

「これなら絶対、告白成功するよ。その男の子とその家族をずっと張り込みして、流出したらまずい写真を撮って、それをちらつかせながら告白すればいいんだぁ」

「清すが々すがしいまでの脅迫！　恋は盲目過ぎだろ」

　おれは、さらに告白方法を考えようとする千歳とさきっぽに言った。

「とにかく、お前らが男子に告白しようとすることがあったら、絶対おれと丹下に相談しろ。おれは愛の告白で人生を狂わされる哀あわれな男を見たくない」

　おれはおでんの残り汁をズルズルと啜すすると、丹たん下げが「そーゆえば」と問いかけてくる。

「十と勝かちちゃんはさ、浴衣ゆかた姿の女の子に告白されたいってゆってたケド。……例えば、うちの浴衣の柄とかってどーかな？　悪くないかな？」

「ん？　丹下の浴衣。すごいいいじゃねえか。まさにおれの理想だよ」

　一人だけおでんを食べてなかった丹下が、なにやら顔を赤くしている。やっぱり熱でもあるんじゃねえのかって思って、そう聞いたら……。

「熱はあるかも。でも薬は病院じゃ貰もらえないの。ううん、薬自体ないかな。こ、これって不治の病みたいな感じだし」

　……ん？

　ちょっと沈黙。

　丹下の言った言葉が意味不明で、おれ達はキョトンとした。

　さきっぽは「なぞなぞでやんすか」と、楽しげな顔をするが、丹下はいきなり両手で顔を隠しちまう。

「ヤだ、これ全然ハズい！　もー、うまいコト言おうとする女の子ってイタい子じゃん」

　うまいこと？

「十勝よ、胃袋を掴つかもうとするわたしもイタい子か」

「千歳ちとせ、それは二重の意味でイテえよ」



    

  
    
      
第六話　プレゼントの回in夏祭り



　丹下がおれ達に謎なぞの発言を残して、ひとまず長居したおでん屋をあとにした。

　次は、どこに行こうか。

　と、ぶらつき始めた数分後。

　千歳はさきっぽに手を引っ張られて、次なる出店探しを手伝わされていた。

　おれの隣の丹下が巾きん着ちやく袋を開いて、ケータイを取り出すと「あっ」と、声を上げた。

「どうした？」と、おれ。

「さっきの恋愛相談の子が、ここに来たみたい」

「え、でも待ち合わせは夜って言ってなかったか？」

「うん。彼とお祭りを巡る前に下見に来たって感じ」

「おお。さすがに今日、愛の告白をしようって子は気合い入ってるなぁ」

「うちさ。彼女に会ってこようかな。アドバイス伝えたいし」

「おう、是非伝えてやってくれ。あ、でもメールや電話じゃダメなのか？」

　丹たん下げは、落ち着きなく毛先をいじりながら答える。

「うん。だってうちの恋愛相談を信用してくれた人だから、直接伝えてあげたいの。頑張れって励ましてもあげたいし」

「おう、そうか。わかった。おれからも頑張れとエールを送るぜ」

　かき氷行きたいっすねー。と、前のほうを歩いていたさきっぽが、おれと丹下のやりとりに気づいて、振り返る。

「えー、たんまりどっか行っちゃうの？」

「ごめんね。アドバイスし終わったら帰ってくるから」

　千歳ちとせも話の輪に戻ってきて、苦渋の決断ばりに渋い顔で頷うなずいた。

「まりもの一時的不在は誠に辛つらいが、恋する乙おと女めの明るい未来のため、まりものパワーを与えてあげてきてくれ」

「ありがと。キララやさきっぽのアドバイスも参考にしてもらうからね」

　丹下はケータイを取り出した。時間を確認してるようだ。

「えーっと、一時間後の五時半に駅前通り六丁目の神社んとこで待ち合わせでいいかな？　それより遅くなるようだったらメールするね」

　おれ達は頷いた。

　そして。

　丹下がいなくなり、おれ達は三人で夏祭りをまわることになった。

　で、三人でいるのもつかの間。

　さきっぽが「もいちょ！」と意味不明の奇声を上げる。

「我が校のカップル発見っすよ。写真だ！　写真だ！　パパラッチ！」

　さきっぽはあっという間に走り去っていった。

　小さな背中を棒立ちで見送ったおれと千歳だけが取り残される。

　おれはせっかくの祭りで、四人一緒じゃなくなっちまったのは残念に思いつつも……。

　ある意味、好都合だとも思った。

　おれは今日、千歳に話したいことがあったんだ。

　丹下やさきっぽに聞かれるとまずいってわけじゃないけど、聞かれないで済むならそれがいいって感じの話題。

「なあ千歳。どこ行こうか」

　時間が夕方に近づき、人の数も増えてきた。祭りの会場で、ただ立ってるのは、歩いているより遙はるかに目立つ。

　なにせ千歳は真ピンクのワンピースを着こなし、それにヒールのある靴を履いてるから、身長が１８０センチ近くもある。

　それでいて顔は正統派の美少女なんだ。目立って当然だ。

「うん。ここは十と勝かちにお任せしたい」

「食いたいもんとかあるか？」

「いや、大丈夫だ。今日は結構食べ過ぎてしまったから」

「ああ、だな」

「十勝よ、通りをぶらぶら歩かないか？」

「おう。そうすっか」

　おれと千歳ちとせは祭りの賑にぎやかな空間を、練り歩く。

　高校の制服姿のおれと、ワンピース姿の千歳とのペアは結局歩いていても目立つようだった。名前はわかんねえけど、うちの学校の男子達や女子達とすれ違う。おれと千歳を見て「あっ」って顔をしたやつもいる。まあ、今は夏休み中だし、二学期に変な噂うわさが立てられるとは思わねえけどな。

　ん？

　いつのまにか隣を歩いてたはずの千歳が、おれの四歩か五歩くらい後ろをついてきている。

　おれは立ち止まった。

「なんで、おれの後ろ歩いてんだ？」

「今、十勝とわたしは二人きりだ」

「ああ、そうだな」

「そ、その、どうやら、年とし頃ごろの男女が二人っきりでお祭りに来ていると、それは世間様から見て、二人は恋人同士だと見られる場合が多いようなのだ」

「まあ、そうかもな」

「十勝よ、そ、それは困る。わたしは十勝に、『五十代になった時、持ち家のない男』だというイメージを世間の人に持ってもらいたくない」

「え？　ん？　なんだって？　五十代で家がない？　おいおい千歳、話の展開がトリッキー過ぎるよ。脈略って大事だぜ」

「十勝よ、世間の人は年頃の男女が二人で歩いていたら、その二人は恋人同士かもと思うんだよな」

「ああ。そう言ったな」

「ということは、その二人が結婚するって可能性もあるよな」

「まあ、学生時代からつきあってて、結婚する人もなかにはいるだろうよ」

「すると、世間様は二人で歩いている十勝とわたしを見て、いずれ結婚する二人だと判断するということだよな」

　出た。出た。千歳の飛躍し過ぎた思考。

　おれは、ツッコまずに続きを聞いた。

「十と勝かちとわたしが結婚したら、わたし達の間にもやはり一人か二人の子供を授かることがあるだろう。

　十勝はバイタリティのある人だから、就ついた仕事も一生懸命頑張り、三十代で家を構えることができるだろう」

「おう。三十代で持ち家ゲットできるのか。立派だなおれ」

「だが、十勝の幸せはここまでであった」

　千歳ちとせは悲壮感たっぷりの顔で呪のろいのようにそう告げた。多分だけど、千歳って怪談を語らせたら、上う手まそうだ。

「かねてより隔週ペースで遺書を綴つづり、家族旅行で自殺の名所巡りをしようと提案する妻に、十勝はその頃ころより嫌気が差してくるんだ」

「その妻って千歳だよね!?　千歳の三十代はどうなってんだよ」

「多分、その頃のわたしの口癖は『幸せ過ぎて怖い』だろう」

「幸せに身を委ねろよ」

　祭りを楽しむ子供達の明るい声が、そこかしこで響いてる。千歳はわけのわからん話を続ける。

「十勝は優しい男であり、優しい父親になっているだろう。だから、子供が成人になるまでわたしとの離婚を我慢するだろう。

　そして、いよいよ子供達が大きくなった頃、わたし達の結婚式の誓いのキスより覚悟していた熟年離婚が起こる」

「なんちゅうタイミング!?　おれのキスに問題があったからじゃねえよな」

「十勝は優しい夫である。離婚理由は、わたしの度たび重かさなるマイナス思考なのに、離婚の際の財産分与でわたしに家を明け渡してくれるのだ。わたしはそのあとの人生もその家で十勝の思い出を胸に生きるぞ。十勝よ、本当にそなたの優しさにありがとう」

「なにでお礼言われてるのか全然わかんねえよ」

「十勝よ、というわけだから、離れて歩こう」

「どういうわけなんだよ。今の千歳の未来予想を通りすがりの人達がおれ達を見て、するっていうのか？」

「十勝は知らないかもしれないが、世の中の人は他人に対して勝手な想像を巡らしたりするものなのだぞ」

「千歳は知らなかったかもしれねえが、世の中の人の想像力はそんなハイレベルじゃないと思うぞ」

「とにかく、リスクのあることはしたくない。わたしと恋人などと思われたら、十勝にどんな迷惑が――」

「うるせー。わけわかんねえことうじうじ言ってんじゃねえ」

　おれは、千歳ちとせの手を握った。

　そして、引っ張って歩きだす。

「と、と、十と勝かち。手、手、手」

　おれは振り返らず、言う。

「今日、ピンクのワンピを着てきた千歳を見て、おれは嬉うれしかったぞ」

「え、あ、ありがと十勝」

「おう、千歳が明るくなろうとしてるの応援してやる。だから、千歳がネガティブになってもおれにはきかねえ。おれは、やりたいことをやる」

「十勝のやりたいこと？」

「今はおれと並んで歩いとけ。離れて歩かれるほうが迷惑だ」

「で、でも、わたしなんかと手を繋つなぐなんて」

「嫌じゃねえから。行くぞ」

　おれは千歳の手を引いたまま、人混みの中を抜けていく。

　右の手のひらいっぱいに感じる……千歳の手の柔らかさ、温度。

　夏祭りの会場は、女の子の手を引っ張って早歩きをする男を、あまり目立たなくさせる場所だった。

　……。



    

  
    
      



    

  
    
      　無言。

　でも、手を握っているというだけで、無言でいる気まずさみたいなものは全く感じなかった。

　気持ちいい。

　千歳ちとせの手を握っていると気持ちいい。

　そう自覚しちまうと、急にすごく恥ずかしいことをしちまってると思えてきた。

　恥ずかしいなら、手を離せばいいのだが。

　千歳に、手を繋つなぐのは嫌じゃねえからと言ったおれのほうから離すわけにはいかないと思っちまって……結果、より強く手を握ることになった。

　たこ焼き屋の前でソースの焼ける匂においを嗅かごうとも。

　鮮やかに赤い金魚が漂うように泳ぐ金魚すくいの前を通ろうとも。

　おれ達はしゃべらない。

　どこに行くの、とは千歳は聞いてこない。

　どこに行くか、おれもわかってない。

　千歳のヒールが立てる小さな音を聞きながら、あることを決めた。

　よし、十軒先の出店に通りかかったら、そこの店に立ち寄ろう。

　一軒目。ビニールのお面。

　二軒目。おもちゃのくじ引き。

　三軒目。フランクフルト。

　四軒目。ヨーヨー釣り。

　五軒目。お好み焼き。

　六軒目。ソフトクリーム。

　七軒目。焼き鳥。

　八軒目。輪投げ。

　九軒目。スーパーボールすくい。

　……。

　……もう出店はなかった。

　立ち止まる。お祭り会場の五丁目の端まで来ちまってた。

　十軒目にこだわらなくたって、九軒目のスーパーボールやってみるか？と言えば会話の糸口は見つけられるのに、なんか妙に自分のなかで十軒目だぞ、と心の準備が完了していて、おれは五丁目と六丁目の交差点でもたついていた。

「十と勝かち、あれ」

　千歳が、指をさす方向に目を向けた。

　視界の先に古びた鳥居が見えた。六丁目の神社だ。

「おう。丹たん下げとの待ち合わせの神社はあれだな。待ち合わせには早いけど行ってみるか」

　千歳ちとせは「うん」と頷うなずいた。

　六丁目への交差点を渡り終えたぐらいに、

「ふふっ」

　千歳が口元を手で隠して、笑いだした。

「な、なんだよ千歳」

「十と勝かちが言ってた告白のシチュエーション。祭り会場から少し離れた、人ひと気けのない林だったよな」

「ああ」

「そんなのそうそう都合よくはないと思ったけど、本当にあるんだな」

　千歳の視線の先。六丁目の神社の横には雑ぞう木き林ばやしがあった。ちょっとした公園くらいの大きさだ。

「十勝よ、行ってみないか？」

「え、林の中にか」

「うん。すまんがわたしは人混みの中に居すぎて少し疲れてしまった」

「そうだな。まあ、あそこなら、丹下との待ち合わせにもすぐ行けるしな」

　というわけで。

　おれと千歳は人ひと気けのない林の中へと入っていった。

　ふかふかの腐葉土を歩き、すぐに林の中の開けた場所に出た。それこそ花火なんかができそうなほどだ。

　祭りの賑にぎわいを木々の向こうに感じたが、その喧けん噪そうは耳障りではないＢＧＭのように聞こえた。

　日が暮れたあとなら少し不気味だろうが、今は夏の午後四時前だ。涼むにはちょうどいい場所だった。落ち着ける空間だ。

　人混みから離れた千歳は、木漏れ日の中で心底安あん堵どしたような伸びをしてる。

　あれ、いつのまにか手を離しちまってたな。

　おれは千歳に、今日伝えたかったことを言うことにする。

「なあ千歳」

　千歳はヒールで林の中を気ままにぐるぐる歩き出していた。

「十勝よ、どうした」

「今日が終わったら、当分会えなくなっちまうな」

　千歳はお母さんの田舎に行くと言っていた。

　歩いていた千歳の足が止まる。

「十勝よ。それはわたしにとってもっとも怖いことなんだ。あまり考えると今のわたしのなけなしの元気がなくなるぞ」

　やっぱり怖がってたか。

　三ヶ月前。ＧＷが終わったあと、数日会わねえ時間が流れただけで千歳ちとせはおれへの距離感がわかんなくなって、初対面のように敬語で話すようになった。

　千歳はあのときも、夏休みのことを怖がっていた。一学期につくった友達を失わせる魔の休みだと言っていた。

　そして今もまた、三ヶ月前と変わらず、会えなくなる夏休みの期間を怖がってる。

　おれは、千歳にとって怖いものは取り除いてやりてえ。

　しばらくぶりに会ったとき、人間関係が初期化されてるのは堪たまらないからな。

「十と勝かちよ、つらい現実は目をそらして生きていこう。会わない時間が幾日も流れてしまうという苛か烈れつな運命には逆らえないのだな。十勝よ、また巡りあおう」

　千歳はまるで来世での再会を誓うように、そう締めくくった。

「いやいや、夏休みの会えねえ時間のことを運命っていうのは大おお袈げ裟さ過ぎだよ」

　陽気なピンクのワンピースを着てる美少女が元気なく俯うつむくのは似合わなかった。

　おれは用意してた言葉を意を決して言った。

「なあ千歳。会えない日は電話しようぜ」

　千歳は心底驚いたことを言われたように「えっ」と、顔を上げた。

「直接会えなくても、電話をこまめにしてたらよ、おれとの距離感わかんなくなっちまわねえだろ」

「……で、でも。すまないが、わたしは一ヶ月の通話料が千円分しかできないプランに入っているから、そんなには」

「おれからかけるって言ってるだろ」

「そんなのダメ！」

　千歳は強い抵抗を見せる。

「わたしなんぞと会話するのに、十勝に通話料を沢山かけさせるなんて……。わたしは悪女にはなりたくない」

「おい、どんな悪女の定義をお持ちなんだよ」

　おれの通話料がかかるってことを千歳は抵抗するだろうなと、それはすでに予想済みだった。

　だから。

　おれは秘策を用意してあった。

　おれは鞄かばんから、携帯会社の封筒に入れられた一枚の書類を取り出した。

「それはなんだ？」

「千歳安心しろ。通話料は気にすんな。おれと千歳は同じ機種なんだから、こんなことが可能なんだ」

　おれは、通話無料のサービスに加入した手続きの紙を見せた。無料対象になってるのは、もちろん千歳ちとせの番号だ。

「と、十と勝かち。これはいくらでも話したい放題ということか」

「ああ、そういうわけだ」

　番号は知ってるけど、千歳……だけじゃなく、丹たん下げやさきっぽにも普段電話することはほとんどねえ。メールもあまりしねえ。

　いつも下校してるくせに、下校中以外はなんか妙に恥ずかしくて。

　だから、おれにとってこれはかなり思い切った行動だった。

　勝手に、おれの無料通話の対象に千歳の番号を登録する。

　ひかれちまうかもしれねえ。

　でも、千歳はさっきから通話料のことばかり気にしてるけど、おれと電話するのは嫌だとは言ってない。

　……。

　書面を見つめていた千歳が視線を外し、「……嬉うれしい」と、微笑ほほえんだ。

　そして、千歳はなぜか財布から小銭を取り出し、おれの手のひらにのせた。

　……１５７円。

「なんの金額だ、これは」

「十勝よ。無料通話のサービス料は月額３１５円のようだな。毎月の月末には払わせてもらうぞ」

　なるほど、月額の半分を払おうとしたわけか。……細けえな。

「十勝に１円多く払わせてしまってすまない。だが、十勝は男だ。女のわたしがでしゃばりたくない。ここは十勝を立てる意味でも１円多く払ってもらって、わたしは十勝の好意に素直に甘えさせてもらいたい。十勝よ、１円ありがとう」

「１円の重みあり過ぎ！　っていうか、１５７円もいらねえから」

「それはいけない。それではわたしは十勝にとって月額３１５円より価値のある人間だと、うぬぼれてしまう」

「むしろうぬぼれてくれ。絶対千歳は３１５円より価値あるから」

　おれは強引に１５７円を返した。

「……感謝する。３１５円分、わたしを存分に利用してくれ」

「その料金で千歳になにを頼めんだよ」

「十勝よ。それはご想像にお任せするぞ」

「………………あ、いや、今の間はなんか変なこと想像したわけじゃねえぞ。と、とにかく電話しようぜ。毎日」

「うん。でも話題はどうしよう。夏休み中だから学校の話もできないし……時事ネタか」

　高校生の男女が毎夜、時事ネタを話すのはそれはそれで愉快な気がした。

「時事ネタでもいいし、話題に詰まったら、しりとりでもしよう」

　千歳ちとせの顔がパッと華やいだ。

「……十と勝かちよ。どうしてだろう、世界が明るく見える」

「そりゃそうだ。まだ夕方には早はええからな」

　おれは、役目を果たした携帯会社の書類を鞄かばんに仕舞う。

「千歳が喜んでくれてよかったよ。おれは余計なことしちまったんじゃないかと、実はちょっと不安だったんだ。千歳が迷惑に感じたらどうしようみたいなさ」

「うん？　十勝らしくないな。そんなマイナス思考に陥るとは」

　そのとき、青々とした葉や無数の枝をくぐり抜けて、一筋の陽ひが千歳に降り注いだ。

　千歳の顔が、ひときわ明るく照らされる。

　ドキッとするほど、綺き麗れいな顔で千歳は言った。

「十勝がわたしのためにしてくれたことで、わたしが迷惑に思うことなんて一つ足りともありえないぞ」

「お、おう。そうか、わかった」

「……だから」

「だから？」

「離婚は、考え直してくれ」

　千歳とはなんて不思議で、一緒にいてどこまでも退屈しない女の子なんだろうか。

　おれとの会話に必死になりすぎて、さっきの自分が想像した五十代のおれの話と混同し始める。なんちゅうボケだよ、全く。

　なに言ってんだよ。ってツッコむのは簡単だったが、おれは違う言葉を選んだ。

「もし、おれと千歳が結婚するようなことがあったら、別れないだろうよ」

　おれは千歳といると楽しいからよ。

「と、十勝。いきなりなにを言うのだ。それはプロポーズと受け取っていいのか？」

「待て待て、受け取るな！　離婚うんぬんの話に合わせたんだ。『もし』だよ『もし』」

「『もし』か……ふふっ。『もし』ということは、そんな可能性もあるのだな。ふふっ、十勝よ、未来とはどうなるかわからなくておもしろいな」

　おれと結婚する可能性を考えて、微笑ほほえんでる女の子相手にいったいどんな顔をすればいいんだ。

　照れてるのは、おれだけ。

　話題を変えようと、千歳のシルバーのスパンコールが輝くバッグを指差した。

「さっきから気になってたんだ。そのバッグ重そうだよな。なにが入ってんだ？」

　千歳ちとせは「えへへ」と珍しく得意げな顔をして、頷うなずくと……。

　バッグからなにかを取り出した。

　ん？

　……梱こん包ぽう用のプチプチ？

　……それと、牛乳。

　しかも、一リットルパックが二つ。ご丁寧にドライアイスで冷やされてる。

　それらを両手に抱えた千歳が「はい」と、おれに差し出してくる。

　梱包用プチプチと牛乳を買ってきてくれと、千歳にお願いした記憶はない。

「なんだこれは？」

　こう聞くしかねえ。

「今日が終われば、十と勝かちもみんなと下校ができなくなる。

　自分の一番したいことができないのは過度なストレスだろう。ストレスは最も恐ろしいものだ。なので、下校ができない期間のストレス解消にこれを役立ててくれたら幸いだ」

　そんなわけで。

　ロールケーキ一本分くらいの大きさの梱包用プチプチと、ストレス解消効果のあるカルシウムが沢山摂取できる特濃牛乳一リットルを二パックくれたわけか。

　おれは、笑っちまった。

　千歳はおれにこれを渡そうと思って、わざわざ家からバッグに詰めて持ち歩いてたのか。

　そうか。

　おれ達は、二人してお互いの会えない時間を心配してたのか。

　会えない日が続くと距離感がわかんなくなる千歳のために、おれは無料通話を申し込んでみた。

　下校できない日が続くと、ストレスが溜たまっちまうおれのために、千歳はストレス解消グッズとカルシウムを用意した。

　おれは、プチプチと牛乳をしかと受け取った。

「千歳、ありがと。おれはいい下校仲間を持てて幸せだな」

「わたしも、こんなに一緒にいて幸せな気持ちになれる人と高校で出会えるとは。……十勝よ、出で逢あってくれてありがとう」

　全く照れ臭いこと言いやがる。

　ってか、千歳は今日おれに「ありがとう」って、何回言ってんだよ。

　いつも下校時には、荷物の軽量化を最重要に心掛けるおれだが、牛乳を二リットル分仕舞うと、リュックがズシンと重くなってしまった。

　でも、その重みは嫌いじゃなかった。

　誰だれかがおれのためにくれたプレゼントの重みは、軽量化対象外だ。



    

  
    
      
第七話　告白の回in夏祭り



　今は五時十分過ぎ。

　丹たん下げとの五時半の待ち合わせには、まだ微妙に時間があった。

　枝に切り取られた狭い空を見上げてた千歳ちとせが「なあ、十と勝かち」と静かな声で言った。

「わたしは、いつか前向きな人間になってみせる」

「おう、なれるさ。応援してるからよ」

「ふふ、見届けてくれ。わたしが前向きな人間へと生まれ変わるサクセスストーリーを」

「そのストーリー、おもしろそうだな」

「……十勝よ。前向きになると言った矢先のネガティブを言っていいか？」

「なんだよ。なんか不安でもあんのか？」

「うん」

「おれにできることなら取り除いてやるぞ」

「わたしは滅多に人と仲良くなれるタイプの人間じゃないと思っている。だから一つ一つの出会いをすごく大事にしたい」

「いい心掛けじゃねえか。出会いは大事にしたほうがいいよな」

「一緒にいられるのが楽しいって思える人と出会えた喜びを、わたしは人一倍感じられると思う。でも、その人がいなくなってしまったらと考えたら、人一倍怖くなる」

　千歳は、どうしてこんなに日陰の林の中が似合う表情をするんだろう。

　おれは、男女問わず同世代でこんなに憂うれいの表情をよく見せるやつを知らねえ。

「……十勝よ」

　千歳は、救いを求めるような声を出した。

「おい、言っとくけどおれはいなくなんねえぞ。前にも言ったろ。おれ達はずっと一緒に下校してくんだよ」

　ＧＷ前の千歳ともこんなやりとりをしてた。ある日、突然おれがいなくなるのを怖がった千歳に、ずっと一緒に下校してくんだろ、と励ました。

　だから、千歳が何度同じ不安を抱いたって問題ねえんだ。

　おれが同じ言葉で何度だって励まし続けてやればいい。

「十勝よ。すまない。もう、その言葉だけでは足りない」

「ん？　足りないってどういうことだ」

「わたしは気づいてしまった」

　なにに気づいたんだよ。

　おれは黙って、続きを待った。

「ずっと下校をしていくということだが……。高校を卒業したら、どうしよう。そしたら下校がなくなる。十と勝かちよ、高校を卒業しても下校しないか？」

「おい、そりゃ無理だよ。卒業しちまったら、下校はできねえ。だからよ、卒業を迎えるその日まで存分に下校を楽しもうぜ」

　千歳ちとせには、おれの提案がイマイチだったようだ。

　表情は曇ってる。

「十勝よ。ここは思い切って、留年してみるというのはどうだろう？」

「えっ…………おお、一瞬心が動いちまった自分が少し怖かったが、そりゃダメだろ」

「そうか、留年はダメか」

「千歳が下校を愛してるのは嬉うれしいが、卒業は仕方ねえよ」

「それでは、卒業式でわたしと十勝は離ればなれになるのだな」

　高一の夏休みの時点で二年半以上も先の卒業を思って、ブルーになる。なんてこった。

「いや、おれ達は友達なんだからよ、卒業してもなんぼだって会えるだろ」

「……そういう曖あい昧まいな関係は嫌だ。もっと確固たる関係がいい」

「確固たる？」

「卒業後も、十勝のそばにいられる明確な役割をわたしにくれ」

「役割って言われても」

「十勝、教えてくれ」

「なにを？」



「家族でもないのに、十勝とずっと一緒にいられる役割ってなんだろう」



　……え？

　いやいや。それって、つまり。

「お、十勝。なにか知っている顔をしてるな。言ってくれ。卒業後はそういう役割をわたしに課してくれ」

「い、いや、千歳、それはなんていうか」

「なんだ？」

「友達以上でそんな役割って……彼女っていうか、夫婦だろそれ」

「……夫妻」

　なんで言い方をちょっとだけ言い直してオウム返ししたんだ？

　千歳は、おれになにも言わせない真剣な顔で呟つぶやいた。

「十と勝かちと確固たる関係を築けて、明確な役割。それは……結婚」

　おれ達は林の中でなんの話をしてるんだろうね。

　おれは女の子とつきあったこともないのに、同級生の女の子と結婚の話をしてる。

　わけはわからねえ。

　だが、わけのわからない展開に発展する下校は、もちろん嫌いじゃない。

「千歳ちとせ、まあ、あれだ。卒業なんてまだ先だし。今考えなくても大丈夫だって」

「……わたしは今ＧＷ前のことを思いだした」

　千歳との会話には、高い柔軟性を求められる。

　話題は常に予期せぬところに飛ぶ。

「……十勝に初めて留萌るもいのことを打ち明けたときだ」

「ああ、覚えてるよ」

「わたしは、あのとき、十勝にちょびっと好きと言った」

「ははっ、そういえばそんなことを言ってくれたな。嬉うれしかったよ」

「わたしは、ＧＷ10の終わりに高校三年間の目標を立てたな」

　なんだろう。千歳の高校生活一学期の総集編だろうか。

「千歳が誰だれかのことを好きになって、その誰かに好きになってもらって……恋人をつくるって目標だったよな。気になる人でもできたか？」

　千歳は、バッグからなにかを出した。

　それは……辞書。千歳愛用の新明解国語辞典だった。

　驚きだ。わざわざ祭りに、辞書を持ってきたのか。

　千歳は両手で辞書を胸に抱え、目を瞑つぶった。なにしてんだ？

　千歳の意味不明な行動には、ヘタにツッコめない真剣さがあった。

　おれは黙って待つこと三十秒。

　目をパチッと開けた千歳はパラパラと辞書を捲めくって、おれにある一ページを掲げる。

「わたしは……もう、ちょびっとではなくなってしまった」

　千歳の細い指が指し示す項目。

　それは『恋愛』。

「わたしは十勝のことを……そこそこ……いや……まあまあ」

　なにを言い始めたんだ。

「ううん。なかなか……いや……かなり……」

　もしかして千歳は、「ちょびっと」以外の副詞を探してるんだろうか。

「ううん。すごく……いや……」

　千歳が言葉を模索してる。

　待ち時間のおれは、辞書の『恋愛』の項目を目で読んだ。

『れんあい【恋愛】　　　特定の異性に特別な愛情をいだいて、二人だけで一緒に居たい、出来るなら合体したいという気持ちを持ちながら、それが、常にはかなえられないで、ひどく心を苦しめる・（まれにかなえられて歓喜する）状態』

　……恋愛って、言葉で説明するとこんな感じなのか？

　妙に感心しちまうぜ。

　辞書の向こうの千歳ちとせの表情がなにか閃ひらめいたように、パッと明るくなった。

「千歳キララは池いけ田だ十と勝かちのことをちょびっと好きなのではない、これはちょびっとではなく、超だと思われます」

　なんで人ごとみたいに発表したよ、とツッコめるわけもない。

　……あのー、今おれさ、千歳に超好きだと言われたよな。

　ドクンドクン。

　あれ、心臓の音ってこんなに大きく聞こえたっけ？

「十勝よ、ここで一つ問題があるんだ」

「問題？」

「わたしの十勝への思いは恋愛感情とは違うかもしれん」

　未いまだ、千歳の指は辞書の『恋愛』の項目を指し示している。

「わたしは、十勝と、そ、その、合体したいと思ったことはないんだ。いつかそういう気持ちが芽生えるのかわからないが……今のわたしの気持ちを十勝はなんだと判断する」

　委ゆだねられた！

　話の展開についていくのに精せい一いつ杯ぱいなおれにわかるわけがねえ。

　おれは自分にも言い聞かせるように言った。

「なあ、千歳。一いつ旦たん冷静になって話そう」

「うん。わたしは沈着だ」

「そうかなにより。……おれとの合体は想像してないが……おれのことは友達としてとかじゃなく、異性として……ちょ、超好きなのか？」

　千歳はおれから視線を外し、背中を向けた。

　細い肩が少し震ふるえているのがわかった。



「十勝よ。今の質問に答える。答えは………………………はい」



　……確実に。

　……まぎれもなく。

　千歳に異性として、好きだと伝えられた。

　あ、いや、その、あー、う、なんていうか、えっと、いやー。

　言葉になんねーよ。

　千歳ちとせの後ろ姿を見つめる。

　沈黙。これ以上ないくらい心拍音を感じる沈黙。

　――ドサッ。

　ん？　千歳が手に持っていた辞書が地面に落ちた。

　千歳は、辞書を拾おうとしない。

　気がつけば、千歳の震ふるえてた細い肩がもう微動だにしてない。

　まるで人形のように動かない。木々の間を抜ける風が千歳の髪を音もなく揺らすだけ。

　なあ千歳って話しかけようと、おれが一歩踏み出すと……。



「うわー、ビックリした。突然愛の告白しちゃうとか驚きよう愕がくの展開過ぎ！　乙おと女めはもっと周到に準備しなきゃいけないと思うんだけどなぁ」



　……え？

　この林の中にはおれと千歳しかいなくて、間違いなく千歳が立っている方向……いや、千歳が立っている場所……っていうより、千歳の声でそう言われたにもかかわらず、今の千歳が言ったの？って小さな疑問を抱いた。

　声の持つ雰囲気や口調がガラッと変わったんだ。

　ピアノでクラシックとジャズをそれぞれ演奏する際、同じ楽器なのに異なる雰囲気の楽器になるみたいな感じ。

「あぁー。風が気持ちいい」

　両手を天に伸ばしながら、千歳がおれに振り返る。

　目があう。

　夕方のそよ風を受けて、気持ちよさそうに弛し緩かんした千歳の微笑ほほえむ顔はなんていうか……。

　こう言うのがあってんのかわかんねえけど。

　とても、薄っぺらくて嘘うそくさかった。

　目の前にいるのに、雑誌のグラビアアイドルの笑顔を見たような感覚に囚とらわれる。

　自分に嬉うれしいことや喜ばしいことがあったから微笑んだっていうより、自分の微笑みを人に見せることで、円滑に人間関係を築くっていうか、要はその微笑みが、誰だれもが日常生活でよくする愛想笑いの類に見えたのだ。

　で、おれがその表情に違和感を覚えたのは他ほかでもねえ。

　千歳は普段愛想笑いなんて全くしないからだ。千歳は自分の感情が動いたとき以外は基本無表情なんだ。

　まさか、おれに好意を伝えて、テンションがおかしくなっちまったか？

「いやん。久々なのに、土の上にヒールとかってさすがに歩きにくいわ」

「ん？　久々？　なあ千歳ちとせ、なに言ってんだ」

「あたし、なんか食べたいなぁ。ねぇ十と勝かち、つきあって下さる？」

　あれ、千歳って自分のことをいつも「わたし」って言ってたような。

「千歳どうしたんだよ。なんか様子が違うようだけど」

　様子が違うっていうより……、

「ヒールって足痛くなりそ。屈かがんじゃおっと。……うふっ、十勝、あたしのパンツ見えちゃった？」

　まるで人が違うような豹ひよう変へんぶり。

　千歳ってもしかして……演劇部が向いてるんじゃね。

「いや、見えてねえよ」

　おれは地面に落ちたままになってる辞書が気になった。

　それを拾い、屈んだままの千歳に差し出す。

「あ、どーも。ちーちゃんってば、まだこれ持ってたんだもんね」

「ちーちゃん？　誰だれだそれ」

　千歳は余裕を感じさせる笑みを浮かべて、答えた。

「ちーちゃんは、千歳キララのことだよ」

「なあ千歳、いつから自分のことをちーちゃんって呼ぶようになったんだ」

　屈んだ姿勢から千歳がヒールを脱いで立ち上がる。

　その場にヒールを置いたまま。

　裸足で土の上を歩いて、おれのほうに来る。

　本来ならひどく子供っぽい行動なのに、裸の白い足がやけに色っぽく見えた。

　千歳の手が伸びてきて、おれの頬ほおに触れた。

「な、なにすんだ」

　一発で焦った。千歳の顔に広がる妖よう艶えんな笑み。それは精巧にできた魅力的な作り物みたいで、千歳の笑みにほんの少しだけ警戒心を覚えた。

「十勝をいつも見てたよ。でもこうして触れあえるなんて感動しちゃう。初めて十勝に触れられた」

「なにふざけてんだよ。さっきだって、手を繋つないだろ」

　千歳が髪をかき上げた。そんな仕草初めて見た。

「ねぇ、十勝。そろそろ気づかない？　なにかわからない？」

「なんのことだよ」

「あたし、ちーちゃんじゃないよ。千歳じゃないよ」

「おい、そろそろ冗談はやめろよ。別人のフリおもしろかったぜ。千歳に演技の才能があったとはな」



    

  
    
      



    

  
    
      「あたしが、千歳ちとせじゃない証拠見せてあげる」

「なんだよ」

「よおく聞いてね。さすがのあたしでも恥ずかしいから一回しか言わないよ」

　おれの耳元で千歳が両手でメガホンをつくる。

　息がかかって、くすぐったいよ、と文句を言おうとしたら――。



「あたしのおっぱいの先っちょピンクだよ。見てみる？」



　反射のように飛び退のいて、すぐさま千歳の顔を見た。

　最高におもしろい冗談を言ったみたいに、得意げな顔をしてる。

「あはは、冗談だよ。でも実際言ってみたらそんなに恥ずかしくなかったかな」

「ち、千歳？」

　さっき、必死になっておれへの好意をやっと伝えてくれた子が、その数分後に平気な顔で「おっぱいの先っちょピンクだよ」と言う。

　なんじゃこりゃとしか言えねえ。

「どう？　千歳ならこんなこと間違っても言わないでしょ。ちーちゃんは純情だから」

　おれは、徐おもむろに千歳ちとせの頭をガシッと掴つかみ、全体をくまなく撫なでてみる。

「ちょ、ちょっと！　なにすんの!?」

「頭を強く打ったりしたんじゃないか？　いつだ、型かた抜ぬきのときか？」

「型抜きやってて、どうやったら頭を強打すんのよ」

　千歳の頭を離した。

　おれは千歳の異変にある一つの可能性を導き出した。

　それは……。

「千歳って、双子だったのか？」

「こらこら、仮にそうだとしていつ入れ替わったのよ。ずっと林の中にいるでしょ」

　頭の悪い子に呆あきれた女教師のような溜ため息いきを吐いて千歳は、ワンピースの上から自分の胸をニギニギと揉もんだ。「おっぱい成長しないなぁ」と落胆するも、「足は自信あるんだよね」とワンピースの裾すそを少し捲めくって、ふとももの上の部分まで見せてくる。

　おれは、おもわず言った。

「おまえ誰だれ？」

　今度は作り物っぽくない笑顔を千歳は見せる。

「よくぞ聞いてくれました。その言葉待ちだったんだよ」

　千歳は真剣な顔をして、言った。

「あたしは、三みつ石いし留萌るもいだよ」



「ちーちゃんとは長いつきあいになるかな。あたし達って、なんか難しい病気らしいんだよね。ううん、やっぱり病気じゃないかな。だってあたし、生きてくのにどこも苦しくないし。ただ、一つの身体からだの中に二人の人格があるだけって話。簡単に言うと二重人格かな。十と勝かちは二重人格ってなんとなく知ってる？」

「……」

「こらこら十勝、あたしの話聞いてる？　二重人格って知ってるの？」

「……あ、ああ。……漫画とか映画にでてきたのを見たことがあるぐらいだ」

「安心してね。そーいうのに出てくる二重人格って怖い存在で描かれてることもあるけど、あたしはあんなヤバイのと違うから」

　千歳の姿をして、千歳の声で話す、千歳ではないモノ。

　怖いとは感じなかったが、得体の知れないモノへの警戒心から、おれは一定の距離を保っていた。

「あたしがこうやって表に出てくるのはすっごく久しぶりなんだよ。暑すぎだけど、夏っていいよね」

　疑問は山ほどあった。最初の疑問はこれだった。

「その、ずっと表に出てきてなかったんなら、なんでおれのこと知ってんだ？　ちと……留萌るもいとおれは初対面なわけだろ」

　千歳ちとせの姿に向かって、千歳以外の名前を呼ぶのはひどい抵抗と違和感があった。自分の頭は大丈夫かと思っちまう。

「うふふっ、十と勝かちに初めて名前呼んでもらっちゃった。いきなり呼び捨てにされるとドキッとしちゃう。

　質問に答えるね。ちーちゃんの見たもの聞いたものは全部心の中からあたしも見たり聞いたりしてたんだよね。十勝に、おしゃべりなまりもちゃん、愉快なさきっぽちゃんのことはちゃんと知ってるよ」

　心の中から見る？

　留萌は、おれが疑問を覚えた箇か所しよを察したのか、捕ほ捉そくする。

「心の中で見るってのは、十勝にもわかるように例えると……どう言えばいいかな。

　テレビを見てる感じ？　ううん、もっと視界いっぱいに広がってるから、一人っきりで映画館にいて、スクリーンを見てるような。あ、でも普通の映画よりも臨場感あるから、３Ｄ上映の映画を見てる感じが一番近いかな。

　心の中から世界を見るのは、視覚と聴覚は感じられるけど、匂においとか触った感じはわかんないの。ねぇ、映画と同じでしょ」

　おれはその心の中から見る世界をイメージしてみた。映画館で３Ｄ映画を観た唯一の思い出はアバターだけだ。

　……なんとなく、少しはわかったような気がする。

　おれは理解しようと必死だったのかもしれねえ。

　千歳じゃないかもしれねえけど、千歳の姿をした者の言葉を、全然わかんねえと切り捨てたくなかったんだ。

　そして、おれはまた別の疑問にぶつかった。

「……三みつ石いし留萌ってのは、どこかの大きな病院で寝たきりになっていて、他ほかの人の頭の中にやってくる意識だけの存在だって聞いたんだが」

　おれは夏休み二日前に、千歳が留萌の存在について話していたことを思い出していた。

　あのとき、千歳は言っていたのだ。留萌は頭の中にやってくる意識だけの存在だと。

「え、頭の中にやってくる意識だけの存在？　あははははっ」

　留萌が腹を抱えて笑いだす。

「なにがおかしいんだよ」

「ちーちゃんと初めて会話したときにね、あたしの存在をとりあえず説明するために、ちーちゃんが読んでた漫画の設定を冗談で言ってみたの。もちろん、あたしも心の中からその漫画を読んでたのね。

　ちーちゃんって素直だよね。人が嘘うそを言うと思ってないみたい。すぐ信じてくれたの」

「今、千歳ちとせはどうなってるんだ？」

「あたしがむりやり、表に出てきちゃったから強制的に心の中にいるかな。多分ちーちゃんは寝てるっていうか、気絶してるような状態だから、あたし達の会話は聞こえてないよ。ちーちゃんはあたしが表に出てくることにまだ慣れてないし」

　留萌るもいはよどみなく現状をスラスラと説明している。千歳はこんなに早口でなにかを説明たりはしない。だから、その口調は説明の内容以上に、目前にいるのが千歳じゃないんだなと説得力があった。

「ちーちゃんさ。夏休みの二日前の月曜日かな。学校休んだのに放課後に十と勝かちに会いに行ったでしょ。あの日の前の週末からちーちゃんは体調不良で、頭痛を覚えてたんだけど。それって、あたしのせいなんだよね」

「留萌のせい？」

「ずっと心の奥底にいたあたしが久しぶりに心の奥底から出てきちゃったから、ちーちゃんの人格にダメージを与えちゃったんだよね。頭痛はそのせい。

　でもこうして一回表に出ちゃえば、あたしの存在にちーちゃんも慣れてくるし、頭痛を覚えることはなくなってくるわ」

「心の奥底っていうのか、そこから出ようとしたのはなんでだ」

「だって、ちーちゃんったら、高校三年間の目標が恋人つくることとか言うんだもん。ビックリだから。そのときは、衝動的に心の中で問いかけたくなっちゃったの。まあ、結局話しかけなかったんだけどさ」

　留萌は爪つめの先を囓かじるのがクセのようだ。千歳がそんなことしてるのを見たことがねえ。

　おれは心のどっかでまだ、別人のフリを千歳がしてるんじゃねえかって思いたがってる。だけど、話せば話すほど千歳とは違う人間が目の前にいると気づかされる。

「じゃあ、今はなんで表に出てきたんだ？」



「あたしね、十勝に会いたかったんだよ」



　留萌が、おれの両手を取った。

　手の感触はさっき祭りの中を手を繋つないで歩いた千歳の手と同じはずなのに、なにか違った。さっきと違って、今は手が触れあってるのに嬉うれしくない。

「詳しく話したくないけど……嫌なことがあって。

　あたしは心の奥底に入ってたの。それで、嫌なことも忘れさせてくれるくらい好きな人を見つけたら、表に出ようと思ってたの」

　おれの両手を留萌が愛おしむように優しく、けれど決して離れないように執しつ拗ように指を絡めながら握る。

「でも、まさかちーちゃんに先超されると思わなかったわ。十と勝かちのことをいい感じに思ってるのはわかってたけど、まさか今日、愛の告白しちゃうとか予想外過ぎるから」

「先超される？　なあ留萌るもい、なんの話をしてんだ」

　留萌が、そっと頭をおれの肩に乗せた。

　あまりに自然にそうされたから、おれは動けねえ。



「……あたしが十勝のことを好きって話よ」



　反射的に手を離して、留萌と距離を取った。

　留萌は懇願するように言った。

「ちーちゃんの見てる世界で、唯一魅力的な人に見えたのは十勝だけなの」

「……え、おまえなに言って――」

「あたしとつきあってください」

「……」

　間抜けに驚くしかできないおれは絶句した。

　でも黙ってるわけにはいかねえ場面だ。

　おれはやっとの思いで口を開いた。

「いや悪いけど、いきなりそんなこと言われてもつきあえねえ」

　必死にお願いをするような留萌の顔が、一瞬で無表情へと変わった。

　感情の消えた目はガラス玉のように綺き麗れいで薄ら寒かった。

「ヤーダ」

　また人格が変わったように表情が豹ひよう変へんする。

　唇を尖とがらせて、眉み間けんを潜める。激しい反発の顔だった。

「ヤーダ！　ヤーダ！　あたしは十勝とつきあうの！　つきあえるまであたしはここを動かない！」

　これにそっくりなのを知ってる。

　おもちゃ売り場で意中のおもちゃを買って貰もらえないで駄々をこねる幼児だ。

「なんであたしの言うこと聞けないの？　言うこと聞いてくれないと十勝のこと嫌いになっちゃうよ！」

　どうぞ、嫌いになってくれ。

　ついさっきまで、男に媚こびるように笑うお姉さんみたいな雰囲気から一変、聞き分けのないモンスターみたいな子供になる。

　留萌が名案でも浮かんだように「ふふーん」と笑った。

「あたしとの交際を断ったら、ちーちゃんにとって残念なことが起こっちゃうわよ」

「なんだよ、残念なことって」



「ちーちゃんが気づかない間にあたしが表に出て、いろんな男の子とつきあっちゃうよ」



「なっ」

「そんなことになったら、ちーちゃんは自分に覚えがないのに、すっごいあだ名つけられちゃうんじゃないの。例えば、ビッチとか」

　子供のように駄々をこねたと思ったら、次は稀き代だいの悪女みたいな表情をする。千歳ちとせには動かされなかった表情筋が動きまくってる。

「そんなあだ名つけられたら留萌るもいだって嫌な思いすんだろ」

「あたしなら平気だよ。まあ、相手が十と勝かちじゃないけど、そこそこは楽しめると思うの。実際男の子とつきあうのとか、心の中から外の世界を見ているだけじゃ全然わかんないしね。実体験って大事。ふふっ、ちなみにあたしが今一番興味あるのは、エッチかな」

　留萌がどこの男とつきあおうが、おれの知ったこっちゃねえ。

　でも、留萌の勝手な振るまいで千歳が傷つくかもしれねえと思ったら、おれの怒りは一気に沸点まで到達した。

　だけど、女をどやしつけるのは如何いかがなものか。

　おれの怒りが心の中を充満しているうちに、留萌はご機嫌な様子で話を続ける。

「あとね、変なあだ名つけられてもあたしは問題ないの、もう表にでてこなければいいだけのことだし。十勝とつきあえない世界にはいつまでも用はないから。ふふっ、あたしは嫌なことがあったら心の奥底に引っ込むだけ」

　女をどやしつけるのはよくない？

　んなわけあるか。今は男女平等のご時世よ。

「おい、ふざけんなよテメェ。千歳を傷つけたら許さねえぞ、コラ！」

「キャー怖い。そんな男らしい顔するんだね。でも十勝は怖い顔しても素敵」

「茶化してんじゃねえよ、こっちは真剣に話してんだよ。滅多なことしようとすんなや」

「もう、そんな怖い顔で睨にらまないでよ。この身体からだがどうなってもいいのかなぁ」

「……お、おい、ほんとやめろよ」

「あははっ、十勝の威勢がなくなった。あ、そうだ。あたしね。告白をしたら、後日返事を貰もらうってのを経験したかったの。その日までドキドキしてたいから。交際の返事は今度ちょうだい。もちろん返事は決まってるだろうけどね」

　なんも言えねえ。

　つきあうしかないんだろうか？

　ふざけんな、なにが悲しくてこんな女の彼氏になんなきゃなんねえんだ。

　クソッ。

　でも、留萌るもいに千歳ちとせを人質に握られてるんじゃヘタなことはできねえ。

「ねぇ、十と勝かち。あたしの存在は誰だれにも秘密にしといてくれないかな？　あたしとちーちゃんが二重人格ってバレたら、いろいろ面倒だし。ちーちゃんには時期をみて、あたしから言いたいから」

　おれは素直にわかったよ、とは言いたくなかった。

　でも、知るか、とも言えなかった。

　千歳の身体からだで、変なあだ名がつくような行為をさせるわけにはいかねえ。

「……」

　できたのは無言の抵抗だけだ。

「ふふっ、黙ってるってことはあたしの言うことに異論なしってことね。あたしのお願いは基本言うとおりにしてね。だって、十勝と愛しあえるときは綺き麗れいな身体でいたいから」

　頭に痛みと熱を覚える。

「誰か」を殴りたいってのと、「誰か」を守りたいっていうのの、その「誰か」が同じ身体って、どういうことだよ。

「ねぇ、十勝」

　留萌がまたおれの両手を握ってくる。スキンシップの多いやつだ。

「あたしが久々に表に出てきたお祝いしてよ」

「なんだ、ホットドッグでも奢おごってほしいのか？　激げき辛から食わせてやるよ」

「そんなのいらないわよ……最初は十勝からしてほしかったけど」

　媚こびるような甘えるような笑みを留萌が浮かべる。

「十勝もしたことないだろうから、あたしからしてあげる」

　留萌の顔が瞬く間に近づいてきて……。

　おれの視界のほとんどが留萌の顔になって……。

　えっ。

　唇が触れてる？

　えっと……その……だから……なんていうか……ようは……っていうか……そうなんだよ……あ、そうだ……これって……キスだ。

　直立不動の十数秒。

　キスしてる場合じゃねえ！　と、心の中で叫んだときには……。

　留萌の唇と身体は、おれからすっと離れていた。

「……キ、キスなんて別に大したことじゃないと思ってたのに……け、結構照れるね」

　留萌は真まっ赤かな顔をしてあたふたして、指の先で自分の唇をなぞって、ぽわぁっと呆ほうけた表情になってる。

　おれと目があうと、瞳ひとみをキョロキョロさせて俯うつむいた。

　お、おい、ふざけんな！　そ、そっちからキスしてきたくせに、おれより照れてるじゃねえか。

「なんか嬉うれしい。キスって気持ちいいね。十と勝かちへの告白はちーちゃんに負けちゃったけど、ファーストキスはあたしの勝ちだ。やったぁ」

　おい、なにしてくれてんだよ。おれの唇を返せ。おまえバカだろ。信じられねえ。っていうか不意打ちのキスは反則だろ。合意は大事だろ。

　キスの衝撃で一時的に声を失っていたおれが言いたかった全すべての言葉をぶつけさせてくれる間もなく、留萌るもいは「えへへっ」と恥ずかしそうに微笑ほほえんで言う。

「またね十勝……ま、またキスしようね」

　留萌がその場の地面に膝ひざから倒れる。

　おれは駆け寄った。

　抱き起こすと、まぶたは瞑つぶられていて、意識がないように見える。

「……大丈夫か？」

　大丈夫とは思えなくても、こう声をかけるしか思いつかねえおれのボキャブラリー。

「……んっ、うぅ」

　おれの腕の中でかすかに声を上げる。

　そして、彼女は目を覚ました。

　顔にはどこか謙虚さや自信のなさのようなものがうかがえて、容易には相手に心を引かなさそうな雰囲気もある。常にわずかな警戒心だけは忘れず、野生で生活する小動物のような表情をしている。

　それは、放課後に正面玄関前ロビーの端の掲示板の前で立っている千歳ちとせの表情だ。

　いつもよく見ている実に千歳らしい表情だった。

「と、十勝」

　焦点を結んだ瞳がおれを確認して、その表情から警戒心の色が消える。

「大丈夫か、どっか痛いところとかねえか」

「わたし、えーと、どうしたのだろう」

　なんて言っていいものか困った。

　留萌は、自分の存在を誰だれにも話すなとおれに言っていた。

　きっと、今も心の中から、おれと千歳の会話を聞いてるだろうし、ヘタなことをして千歳の身体からだで無茶をされたら困る。

　なんの考えもねえのに留萌のことを話せるわけねえ。

「わたしは……貧血でも起こしたのだろうか？」

「あ、貧血？　お、おう、そうだ。今ちょうど人を呼んでこようかと思ったんだよ」

「そうか、すまなかった十と勝かち。ご迷惑をかけた……と、十勝、そ、その、あの」

　千歳ちとせの顔が赤くなる。

　おれは千歳の肩を支えて、抱き起こした姿勢のままだった。

「おう、すまねえ」

　おれは千歳の身体からだを支えていた腕をゆっくりと離した。千歳は気軽にボディタッチをしてくる留萌るもいとは違う。身体が触れると、お互い照れまくる結果を招いちまう。

「ううん。十勝が謝ることない。あ、ありがとう」

　千歳が立ち上がった。

「もう大丈夫。平気だ」

「ほんと大丈夫か？　頭痛とかしてねえか？」

「十勝よ、心配してくれてありがと…………あ、そういえば……わたしは十勝に好きだと伝えたんだったな」

　千歳は顔を赤らめ、モジモジし出す。千歳のそんな仕草を見て、今はとても安心できる気分だ。

「ああ」

「十勝に想おもいを伝えられたのは、留萌のおかげだな」

「えっ」

　留萌って言葉にギョッとなる。留萌が千歳になにかしたんだろうか？

「千歳、それはどういう意味だ？」

「……うん、わたしはなにか大事なことをする前とか、祈りたくなるときとか、心の中で留萌に祈るのがクセになってるんだ」

　そう言った千歳は、バッグから取り出した新明解国語辞典を両手で胸に抱え、両目を瞑つぶってみせる。

　あ、確かに千歳はさっきそんな行為をしていた。

「……十勝に、想いを伝えるために必要な勇気を留萌がくれたんじゃないかな」

　そう言って、嬉うれしそうに笑う千歳を見るのはつらかった。

　留萌なんかに祈んなよ。

　そいつは、千歳を救ってくれるような大層な存在じゃねえんだよ。

　それは口にはできなかった。

　でたらめに不可解な存在の留萌は、おれを臆おく病びようにして、しこたま慎重なやつに変えちまったようだ。

「留萌に祈ってるのか。へえー」

　言えたのは、こんな間抜けな一言だけだ。

　千歳ちとせは辞書をバッグに戻し、畏かしこまった顔をおれに向ける。

「……あの、十と勝かち」

「なんだ」

「十勝のわたしへの気持ちは、教えないでくれ」

　どういうことだろ。

「わたしは十勝とつきあいたいなどと大それたことは考えてない。ただ、気持ちを伝えたかっただけなんだ」

　いつもの千歳のでたらめな謙虚さになんか泣けてきた。

　つい数分前、同じ口からつきあえと脅迫されてたんだ。

「卒業はまだまだ先だし、十勝の言うとおり今は下校を満喫しよう」

「ああ」

「どうした？　十勝の元気がないように思えるが……わたしならほんとに大丈夫だぞ」

「おう、おれも大丈夫だ。よし、祭りを楽しもう」

　千歳に留萌るもいのことは話せねえんだ。

　なら、千歳の前ではいつもどおりのおれじゃなきゃいけねえ。

　いつものどおりのおれとは、下校を楽しんでるおれのことだ。

「十勝。……やっぱり、わたしなんかに好かれるのは迷惑だったよな」

「んなわけねえよ。なにがやっぱりだよ。嬉うれしいぜ」

「そうか。そうなのか。……よかった」

　千歳を落胆させないように、おれは嬉しがってなきゃいけねえ。

　現に留萌のことさえなければ、千歳に好きだと伝えてもらえたのはすげえ嬉しいわけだしよ。

　千歳は腕時計を見た。

「十勝よ。もうこんな時間ではないか。まりもとの待ち合わせ過ぎてるぞ」

「おっ。まずいな」

　待ち合わせ時間を十五分ほど過ぎてる。

　時間など気にしてられるような会話じゃなかったからな。

　おれと千歳は林の中を出た。

　歩きながら会話するときは、対たい峙じしなくて済むから助かった。

　話してるときに、千歳の唇を見ないで済む。

　ごめんよ、千歳。

　唇を見ると罪悪感を覚える。

　千歳は覚えてないだろうが……

　おれはきっと、その唇のファーストキスを奪っちまったよな。



    

  
    
      
第八話　バケツの回in夏祭り



　十と勝かちちゃんの理想の告こくられ方がわかっちゃった。

　そっかー。

　浴衣ゆかた姿の女の子と花火したあと、告白されちゃいたいとか思ってんだ。

　十勝ちゃんたら、カワイイ！

　ってゆーか、うち浴衣着てきてグッジョブじゃん。

　もうこれは今日告白してよし！

　ってゆう恋愛の神様のお告げ的なコトだよね。

『十勝ちゃんの理想の告られ方を聞くために、恋愛相談されたって嘘うそついちゃったけど、ごめんね、許してね』

　うちはお祭り会場を小走りしながら、恋愛の神様に心の中で謝罪した。

　今は恋愛相談してくれた子にアドバイスするためとかゆって、花火をゲットするためにみんなと離れて別行動中。

　やっぱ告白には、出来る限り最善を尽くさなきゃね。

　必要なのは、線香花火。

　それとライターも必要っと。

　あと、後始末用の水とバケツもいる感じ。

　よし、待ち合わせ時間までに急いで揃そろえなきゃ。

　それにしてもさっきは焦ったなー。

　キララが型かた抜ぬきに夢中になってて、

　さきっぽは突然うちの学校のカップルの写真を撮りに行っちゃうから、

　全然心の準備とかできてなかったのに……

　急に十勝ちゃんと二人っきりになっちゃったし！

　二人っきりになれたんだから、十勝ちゃんに告白しなきゃとか思って、すごいテンパっちゃった。

　で、結局。さきっぽが戻ってきて、うちに抱きついてきたから、告白はできなかったんだけど。

　そんとき、告白中止してホントよかった。

　あのまま告白してたら、絶対しくってたし。さきっぽナイスって感じ。

　告白するときは、型抜き屋の店先で焦ってするんじゃなくて、ムードのあるところでいろいろお話をして、それから告白したいから。



　コンビニでライターと水と線香花火を買った。

　花火の後始末用の水をお金出して買うとか、チョットもったいない感じするケド。

　告白するんだからケチケチしてらんないよね。

　で、バケツを用意するのには、ちょびっと苦戦した。

　大きなバケツなら割とすぐ見つけられたんだけど、そんなの持ち歩くとかありえない。

　当然カワイイのがいい。

　お祭り会場の外まで探し回って、子供が砂場遊びをする用みたいな小さな黄色のバケツを見つけた。

　嬉うれしくて、ソッコー買った。

　巾きん着ちやく袋の中に、ライターと線香花火、それに水のペットボトルを入れて、バケツを片手に六丁目の神社にやってきた。

　待ち合わせ時間の五分前。準備もできたし、うちって完かん璧ぺきだね。

　……まだ、みんなは来てないみたい。

　ふぅー。ちょうどいい。

　告白のシミュレーションしちゃお。

　このあとも四人で行動するわけだけど、無理して十と勝かちちゃんと二人っきりになるのは狙ねらわない。

　夏祭りを楽しみ終えて、いつものように駅でみんなと別れたあと。

　十勝ちゃんを追いかけてって、「二人でもうチョット夏祭り見てかない？」って誘う。

　ここで十勝ちゃんがうちの誘いを断るって展開は何回シミュレーションしてもありえないから、問題ナシって感じで。

　二人っきりの夏祭りが始まって……。

　二人で落ち着けるところ探して……。

　そこで花火して……。

　告白する。

　……うわぁ、ヤバイ、すごいドキドキしてきたんですケド。

　告白して、上う手まくいったら。

　もうその直後から、十勝ちゃんとうちは彼氏彼女の関係ってワケだよね。

　も、もし。

　十勝ちゃんも、ずっとうちのコトをいいなぁとか想おもってくれてたりしたら。

　今日いきなりキスとかしちゃうのかな。

　……ってか、うちのバカ！

　ナニやらしいコト考えてんだろ。

　とにかく、自然に、なんてコトないって感じで、いつも通りのうちでいなきゃ。

　十と勝かちちゃんに、こいつおれに告白でもする気か？なんて告白前にバレたら、恥ずかしすぎて死ぬし。

　シミュレーションに夢中になってるうちに、気がつけば待ち合わせ時間になってた。

　みんなまだかなー。

　さきっぽあたりがおもしろい出店でも見つけたりしたのかな？

　それともキララが型かた抜ぬき以外にも意外な特技を発揮しちゃってるとか？

　うちは神社の前で五丁目のほうをぼんやり見てたんだけど、なにげなく振り返ると。

　そこにチョットした林があるのを発見した。

　あ、これいいじゃん。

　こんな感じの林なら、線香花火とかできそうだし、落ち着いて告白もできそう。

　よっしゃ！

　十勝ちゃんへの告白場所も決まっちゃった。

　うちは周囲を見回した。ケータイもチェック。メールも電話もナシ。

　みんなまだ来そうにないし。

　告白場所の下見でもしてこよっかな。

　舗装された歩道から道のない草むらの中に一歩踏み出す。

　そのとき、傾きかけた太陽に照らされた林の奥に……あれ？

　人影が見えた。

　まさか、うちの前にここで告白しようとしてる人がいたりして。

　もしそーなら、この林を告白の聖地として紹介しちゃうとかアリかも。

　うちは野次馬根性で林の中をおそるおそる進んでいく。

　あ。

　最初に見た人影の他ほかに、もう一つの人影も発見。

　林の中に二人っきり。

　あはっ、やっぱり告白かもー。

　……あれ？

　二つの人影はどっちも同じぐらいの背格好に見えるけど、片方はかなり明るいピンクの服を着てる。

　ってゆーか、ピンクのワンピース？

　なんか、ものすごくついさっき見た気が……。

「人違いだよねー」とか思いながら進んでったのに。

　近づくにつれて……。

「なんでこんなところに？」って思いに変わって。

　疑問は「二人でナニしてんの？」に落ち着いた。



　林の中の拓けたとこには、十と勝かちちゃんとキララがいた。



　ナニやってんのー、と普段のうちならすぐに声をかけたと思う。

　お祭りの喧けん噪そうや車の走る音なんかで、林の中の二人の話し声が聞こえないんだケド。

　なんか二人の間の空気が、違った。

　なんだろ。とりあえず直感で、フツーじゃないって感じ。

　十勝ちゃんは基本困惑したような顔で立ってて、喋しやべってるのはほとんどキララのほうっぽい。

　耳をすましてみる。

　……。

　ナニゆってんのかやっぱ聞こえないし！

　うちは林の茂みに隠れてるのがバカらしくなってきた。

　どうせ、いつもみたいにキララがおもしろくてヘンテコなコト言いだして、十勝ちゃんは巻き込まれてるとかだよね。

　茂みから突然登場して、二人を驚かしちゃお。

　うちが茂みから出ようとした、まさにそのとき。

　それは、起こった。



　キララが……。キララのほうから……。十勝ちゃんにキスをした。



　間違いなく、二人の唇が触れあってる。

　え、ナニこれ？

　一秒、二秒、三秒……。

　キスは続く。

　もう何秒かわかんない。

　ヤだ。ヤだよ。

　見たくないのに、目が離せない。

　十勝ちゃんの健康的に日焼けした肌とキララの真っ白い肌が重なってる。

　二人の肌のコントラストが目に焼きつく。

　頭がボーッとする。

　全身を熱の塊みたいのがウネウネして、あれ、うちグラグラしてる。

　ってか、ここに居たくない！

　気がついたら、走り出していた。

　二人のキスの続きにナニが起こるのかわかんない。

　知りたくないよ。

　林を出た。

　頬ほおに風が当たって、ヒンヤリした。

　あれ？

　頬が濡ぬれてる。

　そっか、うち泣いちゃってるんだ。

　さっきまで耳に馴な染じんでいたお祭りの喧けん噪そうも、行き交う人々の姿も、まるでテレビの向こうの出来事のように現実感がない。

　――全すべての感覚が遠く感じる。

『もし自分の好きな人が自分の友達とキスしてるのを見ちゃったら、どうしますか？』

　って恋愛相談をされたら、目撃した瞬間キスの現場に殴り込みよ、とか、写真に撮ってひとまずなにかの証拠にするとかいろいろうちはゆうだろうけど。

　実際うちにできたのは、泣いて逃げ出しただけだった。



　どこにも行く気力がなくて、それとあのあとの十と勝かちちゃんとキララがやっぱり気になってて、それでもまた林の中に戻る勇気はなくて、神社の前で呆ぼう然ぜんとしてたら……。

　十勝ちゃんとキララがきた。

「おお、丹たん下げ。すまねえ、待たせたな」

　十勝ちゃん、そんなフツーに挨拶とかしないでよ。

「まりもよ。アドバイスはどうだった？　上う手まく伝えられたか？」

　キララ、なんでうちに話しかけてくんの？

　今、キララの顔は見れない。

　十勝ちゃんの顔はもっと見れない。

「さきっぽのヤツ、まだほっつき歩いてるな。こっちから連絡してみっか」

「十勝よ。さきっぽに連絡するのは携帯電話が便利だぞ」

「え、ああ。ビックリするくらい役に立たない助言くれたな」

　さきっぽの話題になる。だから、うちがキララの質問に答えてないで、無言でいるのが別に変な感じの空気にはならなかった。

　ってゆーか、場の空気とか気にしてる場合じゃないし。

　でも、もしかしたら。

　さっきのって、うちが見間違えたって可能性は…………ううん、それはない。

　十と勝かちちゃんとキララ、しっかりキスしてた。

　……ヤバイ。

　思い出すと、心の中がグチャグチャになる。

　ダメ！　今は落ち着かなきゃ。

　さきっぽに電話してた十勝ちゃんが「うーん」と渋い顔をした。

「出ないな。よし、さきっぽを探す意味でも五丁目から一丁目までぶらぶらすっか」

「うん行こう。まりもよ、一緒に綿菓子を食べないか。あれはうまい」と、キララ。

「あ、いや、うちはいいかな」

　キララと同じものなんて食べられるワケない。

　ってゆーか、キララどうしてそんなにフツーでいられるの？

　もしかして。

　十勝ちゃんと前からつきあってたの？

　キスとかもう何回もしてて、十勝ちゃんとキスするコトは日常なの？　フツーのコトなの？

　五丁目のお祭り会場に入り、十勝ちゃんは「いやー、今日の下校は楽しいな。さすが特別な下校だ」と、はしゃいでる。

　なんで、そんなに嬉うれしそうなの？

　それって、キララとキスしたから、元気いっぱいなワケ？

「よお。二人にごちそうするぜ。綿アメがいいのか？」

「うちはいらない」

「なんだよ丹たん下げ、ダイエット中か？　全然その必要ねえぞ。おう、待ってろ」

　十勝ちゃんは綿アメ屋のほうへ走っていく。

　チョットやめてよ。今、キララと二人っきりとかキツイんですケド。

「まりもよ。言い忘れていたのだが、さっきの待ち合わせ時間に遅れてすまなかった」

　どーゆうつもり？

　キララのほうから、その話すんの？

　うちが待ちぼうけくらってるあいだ、十勝ちゃんとナニしてたのよ。

「ねえキララ。うちにさ、他ほかに言い忘れてるコトない？」

「ん？　わたしがまりもに言い忘れてるコト？　……いや、なにかわからないのだが」

「ふーん。そう」

　キララ、知らばっくれてるの？

　じゃあ、聞いちゃうよ。

「ねえ、恋愛相談されたコトなんだけど。キララだったらさ、好きな人と夏祭りでキスするなら、どんな場所がいい？」

「ひょ!?　き、き、きちゅ！　あ、あ、いや」

　ナニそんなにテンパってんのよ、つい二十分前にしてたじゃん。

　うちはどんどん意地悪になっていく。

「当然人ひと気けのないとこがいいよね。例えば林の中とか？」

　うちはキララの表情のわずかな変化も逃さないように観察した。

「……はやし？……まりもよ。すまないがわからない。キスなど我が人生にとって縁遠いものの一つだ」

「えっ」

　見事にごまかされた。

　しかも、キララはいつもの困ったような顔でもう一回「役に立てずすまない」って、うちに謝ってる。

　今日うちも小さな嘘うそとか演技とかしたけど、うちの比じゃないじゃん。

　キララ、めっちゃ嘘上う手まいし！　演技上手すぎだし！

「よければ、まりもの考えを聞かせてくれないか？　まりもなら夏祭りのどこで、そ、その、口づけをするのがいいと思うのだ」

　よりにもよって、それ、今のうちに聞いちゃうの？

　うちは、全く感情のない声でゆった。

「わかんない」

「そうか。まりもでもわからないのか。ふぅ、わたしもこの人生で、誰だれかと口づけをする日など果たしてくるのだろうか」

　もう、無理して隠さないでよ！

　キララはわかってないだろうけど、うちは十と勝かちちゃんとキララがキスしたとこ目撃しちゃってるんだよ。

　ヤバイ。どんどんキララのコトがわかんなくなる。

　これって、うちの知らなかったキララの一面ってコト？

　ねえキララ、あなたっていったいどーゆう人なの？

　……ダメ。

　いったん落ち着きたい。冷静になってから考えたい。

　今は何事もなく、そつなくこなそう。

　夏祭りの残りをそつなくこなして家に帰ろう。

　十勝ちゃんが綿アメを両手に持って、戻ってきた。

「へい、おまち。ところでさっきから気になったんだけど、なあ丹たん下げ」

「ナニ十勝ちゃん」

「なんでそんなもん持ってんだ？　それバケツだろ」

　えっ。

　……そんなもん？

　うちの手にはバケツが握られている。

　十と勝かちちゃんへの告白の成功率をチョットでも上げるために用意したバケツ。

　それを……そんなもんってゆわれた。

　耐えていたもの。

　うちが心で抑えこもうとしていたもの。

　感情を抑える蓋ふたのようなもの。

　感情を抑えるダムのようなもの。

　それが壊れた音を聞いた。

　急に疑問が浮かんだ。

　ナニ、そつなくこなすって？

　夏祭りの残りをそつなくこなして家に帰ろうって、ナニ？

　そうじゃないよ。

　うち告白するつもりだったんだよ。

　最高に楽しい日にするハズだったんだから。

　十勝ちゃんと今日からつきあえて、だから今日は二人がつきあい始めた記念日になって、それで明日からも会えるときはいっぱい会って、会えないときは電話したりメールしたり、今日だけじゃなく、これからもずっと楽しくなる日々の始まりになる日が今日だったのに。今日はそーゆう日になったかもしれないのに。

　……ナニこれ。

　涙が流れそうになる。

　うち、泣くな！

　泣いたら、もっと惨めになる。

　ここでは泣きたくない。

　キララとキスをしてもいつも通りの十勝ちゃんと、十勝ちゃんとキスしたコトを隠してるキララの前では、泣けない。

　うちったら線香花火やライターや水やバケツまで用意して……。

　ナニやってんだろ。

「お、おい、丹たん下げどうした？　どっか調子でも悪いのか？」

　うちは歯を食いしばって、十勝ちゃんの顔を見た。

　うちがこんなになってる原因なんて、ほんのかけらも気づいてなさそーな顔。

　叫ぶのを我慢できなかった。



「十と勝かちちゃんバカ！　うちのもっとバカ！」



　バケツを十勝ちゃんに投げる。

　綿アメを両手に持つ十勝ちゃんが「ぬお」と間抜けな声を上げながら、バケツを躱かわす。

　可愛かわいくて小さなバケツは、カランカランとアスファルトの地面に転がった。

　困惑顔の十勝ちゃん。状況がわからなくて呆ぼう然ぜんとしてるキララ。一人で転がるバケツ。

　その場にある全すべてがイヤで、うちは走り出した。

　人混みを掻かき分わけて走った。

　後ろから十勝ちゃんとキララの声が聞こえたけど、振り返らなかった。

　下駄を履いてきたから、鼻緒のせいで親指の付け根がチョット痛い。

　十勝ちゃんとキララは追いかけてきちゃうかな？

　あっという間に人混みに紛れられたから、うちのコト見失ってるよね。

　キララは足速いけど、ヒール履いてきてるから、そんなに走れないハズだし。

　……ってゆーか。

　そんなコトもうどうでもいいや。

　うちは涙が止まらないよ。

　泣きながら、お祭りの人混みの中を走る女の子は珍しいのか、すれ違う人達の視線をもろに受けた。



    

  
    
      



    

  
    
      　夕方にさしかかったせいか、お祭りへ向かう人が増えてくる時間。

　カップルが多かった。

　楽しそうな顔をして、手を繋つないで歩いてる二人。

　カップルの姿は、見てらんない。

　うち、ナニやってんだろ？

　そればかり心の中で呟つぶやいてる。

　五丁目で走り出したうちは、気づけば一丁目にいた。

　六丁目のほうに走ってれば、すぐお祭りの会場から出られたのにと後悔したけど、やっぱりそれも、もうどうだっていい。

　目の前には綿アメ屋があった。

　なんで五丁目にもあるのに、一丁目にも綿アメ屋があるの？

　綿アメを見ると、飛び出す前に見た十と勝かちちゃんの顔が蘇よみがえる。

　うちはいらないってゆったのに、笑顔で綿アメを持ってくる顔。

　十勝ちゃん……やっぱり、好きだよ。

　キララとのキスは衝撃的過ぎだけど、それで十勝ちゃんへの思いはなんも変わんないよ。

　駅はすぐそこだ。

　早く家に帰ろう。

　――そのとき。

　肩を後ろからちょんちょんと突かれた。

　振り返ると、さきっぽがいた。

「たんまりどうしたんだい、こんなところに一人かい」

「さきっぽ」

「ん？　泣いちゃってるのかい。なにかあったの？」

「さきっぽ」

「そうだ。たんまり聞いてくれよ、カップルを追いかけてくうちにすげえうまいクレープ屋を見つけたんだよぉ。一緒に食おうぜ。涙も吹っ飛ぶうまさでやんす」

「さきっぽ」

　さきっぽの全くいつもと変わらない顔を見てたら、また泣けてきた。

「たんまり、どうしたんだよぉ」

「ううん、ごめんさきっぽ。今はなにも聞かないで」

「うー、そうかい」

「うちさ、今日チョット体調悪いから帰るね。十勝ちゃんやキララに会うコトあったら、体調不良で帰ったってゆっといて」

「えっ、あ、うん。わかったよ。……おっと！　そうだ、これ」

　さきっぽはお尻しりのポケットからなにかを取り出した。

　写真だった。

「この前、みんなでカラオケ行ったときのヤツ。プリントアウトしたからあげるっす」

　それは一学期の終業式の下校。

　あのときもやっぱり記念すべき下校だとかゆって、気合い入りまくりの十と勝かちちゃんの提案のもと行ったカラオケ屋で撮られた一枚だった。

　うちはその写真を受け取った。

「ありがと。クレープ食べられなくて残念だけど。じゃあね、さきっぽ」

「あのさ、たんまり」

「うん？」

「あーし、今日このあと七時ぐらいまで夏祭りを堪能して、家帰って、九時からのバラエティがおもしろくなる前にお風ふ呂ろに入るッス。でもバラエティは録画してるから大丈夫っす。明日から補講もないし、今日は十二時ぐらいまでビンビンで起きてるのだ」

「……なんでさきっぽのこのあとのスケジュールを発表してるの？」

「要はいつでもいいってことっすよ」

「え」

「たんまりはいつも誰だれかの恋愛相談に乗ってあげてるっす。みんなの相談に乗ってる人は自分の相談ができなくなるっす。だから、もしあーしでよかったら、たんまりの相談聞くよ。にゃはは、たんまりみたいにナイスなアドバイスできないけど聞くよ」

　どうしたんだろ、うち。

　メッチャ泣き虫だ。

　どんどん泣けてくるよ。



　さきっぽと別れたあと、すぐに家に帰ってきた。

　部屋に戻って、巾きん着ちやくの中身を机の上にぶちまけた。

　遊ぶ予定のない線香花火。

　ただの水。

　使い道が見いだせないライター。

　それと……写真があった。

　十勝ちゃん。うち。さきっぽ。

　そして、キララが写ってる。

　気がつくと、うちは……。

　写真のキララの顔の上部を両手で摘つまんで、指先に力を込めていた。



    

  
    
      
あとがき



　どーも、お久しぶりです。比ひ嘉が智とも康やすです。

　神しん明めい解かいろーどぐらすの３巻が出ました。ばんざーい！

　これもひとえに読者の皆様のおかげです。ありがとうございます！

　本書は、毎年「夏を満喫し尽くしてやるぜ！」と言い続けているものの、毎年全然夏を満喫できないおいらが、「今年こそ夏を満喫し尽くしてやるぜ」と思っていたにもかかわらず、八月をまるまる自室にひきこもり生まれた一冊となっております。

　ページにブラックライトを当てると、満喫できない夏への呪じゆ詛その言葉などが浮かび上がってくる仕様にはなっていませんので、ご安心を。

　八月の北海道の自室にて、少しでも夏を感じられるように……

『夏祭り』Whiteberry

『楽園ベイベー』RIP　SLYME

『上海ハニー』オレンジレンジ

『渚の女王様』女王様（こち亀テレビアニメ初代ＯＰ）

『sunshine girl』monmoon

『夏影』茶太Ver（AIR）

『恋のバカンス』ザ・ピーナッツ

『SUMMER SONG』ＹＵＩ

『赤道小町ドキッ』山下久美子

『invitation』柴咲コウ

　などなどの曲を聴きまくりました。

　今は森山直太朗『夏の終わり』を聴きながら、このあとがきを書いてます。

　暑いのが大好きなおいらの夢は、来年の夏は熊谷くまがやか多た治じ見みで過ごしたいです。

　２０１０年、北海道の短い夏よ、さようなら。



　最後に、神明解ろーどぐらす３に関わってくださった全すべての人に感謝！

　ありがとうございます！



　それでは読者の皆様、４巻でお会いしましょう。

　４巻もよろしくお願いしまーす。



    

  
    
      　著者

　比嘉智康（ひが・ともやす）

　　１９８４年生まれ。

　　現在は北海道札幌市に在住。

　　第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞＜∧優秀賞＞∨受賞。

　　主な著作は、『ギャルゴ！！！！！』シリーズ。全６巻。

　　高校生の時、男子寮の二人部屋の、床のカーペットを剥がし、人工芝を敷くのが夢でした。

　　ちなみに今の夢は、部屋を観葉植物（主に幸福の木）で埋め尽くし、軽い森にすることです。



　イラスト

　すばち

　　色々ありました．本当に色々ありました．



    

  
    
      神しん明めい解かいろーどぐらす３
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